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明 治 天 皇 記 念 館

-di 役 所 殿

築 三 郎 殿

ドア ー 納 入

御 設計

御施工

排耐. -製 ス チ ーノレ

阪

国

k_ 

池

C I  

ロロ製

瀬 川 式 特 許 ス チ ー ル サ ヴ シ

瀬 川 式 特 許 ス チ ー ル ド 7 一

朝 日 式 特 許 ス チ ー ル シ ヤ タ ー

瀬 I11 式 ス チ ー ル バ ー チ シ ヨ ン

瀬 川 式 特 殊 高 級 銅 製 建 具

並 ブ ロ ン ズ ド 7 ー及メールシユート

其 他 一 般 的 建 築 金 物 類

種 呂

朝日建材株式舎枇大阪支底

大阪 ili 東原高麗橋二丁目九番地( 高麗橋野村ピノレ内〉

電 話 北 演 ( 23) 国 4714 ・4715 ・5227 ( 3)  

東京市麹町南1 L ノ内二丁目一番地( 丸ノ内 ピノレ内)

1竃 詰 丸 ノ 内 ( 23) 679 ・876

東 京 市 城 東 南 北 砂 町 三 丁 目 一 三 番 拙

電話本所 ( 73)2157 ・2158 ・2159

稲岡市東長洲八丁目六三番地

官童 話 福 岡 7 2  9  0 番 一

Ｈ名古屋市中区事実津ｾ一丁目ＷｴＯ二Ｈ共済ピノレ内Ｉ

出張所 i札幌市南一五吉丈ヂ白 μ 〕話 4 7  7  6 器

( 奉天市 千代田 週二一五番 J 也 一

特約l古 大 連 市 山 脇 通 二 一 三 三 結

枇本

場工

司
民 、

品」、

大阪支底出張所



曾 告 l

本協曾定数;第十七僚及第十人僚に依り監事二名、 評議員宇

数改選に付昭和十年十一月二十九日開舎の通常線舎に於て

i塁奉を執行致しまし た其結果下記の通りであります。

I医DlとL  事

曽選 4 9 8粟 津: 仔l 敏 雄 氏 同 4 9 4票 松 本 予言J 象 氏

ョk貼 4 製 小 )  11 防 吉 氏 同 Ｔ 票ｻ ｾ ［士岡重一氏

( 以下略〉

評 議 員

曽選 8 9票 中 村 義 雄 氏 同 8 8菓 刻l 悶
女ｾ＠

彦 氏

同 7 9菓 小 )11  陽 吉 氏 同 7 8菓 吉 本 政 次 郎 氏

同 7 8票 新 名 種 夫 氏 同 7 6菓 烏 井 信 氏

同 7 5葉 清 7k 楽 二 氏 同 7 4菓 内 藤 亮 一 氏

同 フ3 藁 谷 民 蔵 氏 同 7 3嘉 久 保 田 種 吉 氏

同 7 3票 堀 口 甚 吉 氏 同 7 3票 猪 瀬 幸 太 郎 氏

同 7 2菓 酒 井 勇 三 郎 氏 同 7 2票 松 'iili 松 之 助 氏

同 7 2票 中 西
ノ ｾ 、 A  

郎 氏 同 7 2票 三 t甫 茂 氏

同 7 2菓 黒 国 茂 氏 同 7 2票 本 多 正 道 氏

同 7 1票 阪 口 芳 三 郎 氏 同 7 1票 烏 チ1: 拾 蹴 氏

次果占 16票 武 国 キ星 一 氏 同 6 製 森 本 正事 吉 氏

〈以下目的

昭 和 10 年 12 月

量土問

法 人 日 本 建 築 協 曾



曾枇ぞ:築建

昭 和 10 年 12 月号変行第 18 輯 第 12 競

常設委員曾昭和十年度調査研究報告

次目

建築物法其他に闘する討議研究・ ・. . .. . .  .. . . ・・ 法 制 委 員 舎 ( 16 )  

賓業教育振興委員舎に闘する 件・ ・ .. .. .. .. . .・・ 教 化 委 員 舎 ( 18 )  

建築に闘する映 E注目録 ・・. . . .  . .  .• . . ・・・・・ ・敬 化 委 員 合 ( 25 )  

災害強度委員合( 37 )  本年度に於ける災害研究報 告 ・・

- 設 備 委 員 合 ( 46 )  

建築工事場限設備に要する重なる符具機械の

研究及附得工事中主に水道街生工事 に就て

- 住 宅 委 員 含 ( 50  )  住宅構造座談舎記銘 ・

昭和十年度阪神防空演習に於げる夜間 都 市 武 接 促 進

操業中の工場の燈 火管制欣況調を報告 .. .. .• .. . . 委 員 舎 演 習 部 ( 61  )  

. 木材市場品規絡

木材市場品規格調査委員合報告 ・・・・. . .. .. •. 調 査 委 員 舎 ( 75 )  

昭和 10 年 6 月29 日30日大阪府下水害報告 ・・ ・ .. 君主要柔能( 78 )  

豪雨 による大阪府下再度の水害 中 井 新 一 郎

9 月 2 日堅下村の7k耐 ・・・ ・ ・・ ・・・・・・・・ 型 以 弘 美 ( 84' )  

吉 勇 太 郎

第二 同四 建 築 聯 合 犬 舎 略 記 .

凹建築舎聯合大舎益構 瞥 見 記 .. ・・ ・・ ・・ ・・・・ 清 二 ( 96  )  祭7k 

建築法規に闘する 質 疑 膝 答 欄・・. . .. .. .. "  . .  .. .. .. . . ・・ ( 102)

明治天皇記念 館 ・ 泉 布 観 潟 民・・ . . .. .. .. . .  "  .. .. . .  . . ・・ ( 1  )  

帝塚山撃院新築主導虞 ・・ . . . .  .. .. .. .. .. .. . .  . .  ・・ ・・ ・・ ・・ ( 7  )  

大阪市水道部新築膜合潟真 ・・. . . .  .. . .  .. .. .. .. .. . . ・・ ・・( 10 )  

園際新建築 ・・ ・・ ・・ . .  .. . .  .. .. .. .. . .  .. .. ・・ ・・ ・・ ・・ ・・( 103)

( 1l 9)  報合



泉 布 翻 正 面 よ り 記 念 館 撞 望

明 治 天 皇 記 念 館 ・ 泉 布 観

設計監督・大 阪 市

施 工 ・池 田 謙 三 郎

I  X I I  



正 面

南 側 面

明 治 天 皇 記 念 館 ・ 泉 布 観 ・ 語 計 監 室 : 室 田 富 三 事

XI I  2  



正 面 柱 列

2 階 陳 列 室

明 治 天 皇 記 念 館 ・ 泉 布 観 ・ 霊 計 監 壁 : 益 田 ! 喜 三 事

3  X Il 



正面玄関スタシド 裏非常口スタンド

2 階震蓋7 'ラ‘ リケ‘ リト 1階講堂背面7 ・号、ソケ‘ リト

明 治 記 念 館 照 明 器 具 照明器具は明治 3 年造幣局創設の際、感接) i f r として建設せられた泉布御内 の、常時の

ｊ ｩｊ折照明務具の仰を採って電燈照明の器具に腹用したも の で 、 何 れ も良鍛梨 、 仕上げはｈＡｆＮ接室 の ｾ古味仕上

のほ か凡て銀古味仕上である。

明 治 天 皇 記 念 館 ・ 泉 布 観 ・ 詰 計 監 雪 : 室 岡 ii 三 E

XI I  4  



2 階 休 惣 室 電 燈 1 階 i寅:士重 プラ、ソ ケ‘ ソ ト

1 階 講 堂 天 井 階 段 室 電 燈

設計監督 ・大 阪 市

明 治 天 皇 記 念 館 ・ 泉 布 観 ・ 施 工 ・ 池 図 説 三 郎

5  X II 



11111111111110 

ｾｾｾｾ＠ ｾ＠ ｾ＠ :  ｾｾ＠ ｾＡＡＡＡ＠ ｾ＠
鴨 脚

明治天皇記念館新築

工 事 並 設 備 概 要

位 置 火ｼ以 ｩ ｬ ｩＺｬｬｬ｜Ｚ ｾ 新川崎 ｾ ｉｲ

泉ヨti 御 苑 1̂1

建 築 延 坪 10 10. 5 平 方 米

面積

C1l!. L: 壬、側 、細川1河 1階を 合

む〉

内 認 '

地 問
64.80 平方 米

階
455. 77 平 方 米

中 2 階 86. 01平方 米

圃 国E 圏 直 匝 圃

I也 下 手 面
2  階 403.92 ' 1' 方 米

全ｾ ｾ 1F- 面

日日日

'車 1'1 T  

口 日日

中 執 階 4正 面

構造大要

様 式 古 典 式

構造 ｾｬ ｎ ｉ 必 ｩ 抗出 ｵＮｵＮ 品 ｾＲ 附 ｩｬｩ

一 部 中 2 階 l え地階 付

基礎 ［ￕ ｩ 基礎 ｾ ｬｕ め コンタ リー ト 地

形 と す

外援 IEmI 3:: sfl 石 治 ( 元治幣 米 銭

弘主ffr の もの )

外壁 人主主石小叩きイ1・七

腹 石 張 〈 元 治 体 泌 総 溢 併 の も

の〉

屋 根 館 長 級 ア ス 7 アル ト防 水

試 ｦｾ ヰ市

暦 在施 しヨピsfl鼠 fH 鋼 板J [f{;

葺 き、 モル タル白 地 切一 部 天 窓

}.f!. tll 

窓及出入口 玄側日. は元弘211作泌総

t在所のものにして石材と共に談

りう正け しも のなり

其の 他 入口 ｊ ｾ 慾は総 て総 綱入 ｉＧ￬Ｇ ｪ

子を 恨 め込む

Z書堂室内仕上

講堂 Ｇ［ｉｾ弁はプラス ｆ ーベンキぬ

りイI: Uこして . ス1' >' フ・模様 入

り鐙 防 奮 材 捻 明、 E世. 幅t布E民り

明 治 天 皇 記 念 館 ・ 泉 布 観 - E計監望: 室田富 三事

XI I  6  

建 物高さ

軒高地盤 ｴ ｾａ よ リ

rl' 火 山分 13. 15 *  

耐 (II Ul¥11分 11. 75 米

各室の ilrr 置

地 階 下 足 袋 、物 位

官t 紙 袋

l 防 総 堂 、終 第

小 1止室 、似 所

中 2 階 司4務 系 、物 置

映主』主主

2  階 M! 列室、他¥t書室

凶'll F然 、 グェテ

ン ダ

正面玄闘の制民要

疋商玄附の石品 ｈｴｾ リＮ ベ

デ イメ y ト版廻り、入口

慾: aMｾは 元弘 ｩ｜Ｇｬｦ ｦＮ ｴ 鋭治郎ー

の玄闘にして 、 治 ｾｉＩｽ 吊改

築に古t リ淡り受けしもの

なり、 とは lリJ YIi 3 年の ili

築に附り 、我が凶最初J の

洋風述書Eとして珍ill すべ

きも の な る と 共 1':: " 主主皮

行 幸 に 前 リ 似 覧 を 給 は り

たる 由 緒 深 さ 記 念物なり

ベ Y キ* 7 ロT Y >， グ プ ロ ツ F

敷き

2  ｾ皆陳列室 Ｇ［ｉ ｾ ｮ Ｎ テックス桜 り 、

ペンキ (1: 卜.;It の他 il Y.凶:: に同じ

廠接室主主圃書室 M! 列家同事長にし

て、* はりノ リユ ム F イル E泣き

とな す

英 他 事 務 室 及 物 入 ';I ;;j r- I主セメ y

ト! 火付l l t : プ ラスターイ1 : . 1-.に し て

使 ffr腹 タ イ バ 政 と す

E宣tt 並に監督 大 阪 市

施 工 i也悶祭三良1¥



_. 、

ρ e・0・

F  

外 観

帝 塚 山 車 院 ・ 設計・阿部建築事務所・施工 ・藤木工務庖

7  x 川



前 面

運動場より見たる背面

帝 塚 山 摩 院 設計・阿部建築事務所・施工・藤木工務庖

X l 1 8  



帝 塚 山 堕 院

新 築 工 事 概 要

位 置 大阪市 住 吉区帝 政 I.LJ

中 3 丁目

着 工 昭 和 10年 4 月 l 日

銭 工 昭 和 10年 11 月 9 日

銭筋混J疑土遺 2 階 建 一官官

3階 地 階 培巌 附

篠 式 近世式

各階 亘積

地 階

第 l 階

ｾＲ 階

第 3 階

塔 展

延 而 fR

高さ

.47.2 平方 米

( 14Ji p278)  

1670.07 平 方米 、

( 505上Iq96)

1563.732 卒方 米

( 473士( )29)

14つ51平 方米

( 42主F504)

96.25 平 方米

( 29主F116)

3517.76 2平方 米

( 1064坪 123)

訴事堂( 地盤面より車干上端

まで) 13品 米 貴 賓 室

校舎 ( 地 盤 面 よ P 軒 t 端

まで) 9.27 米

塔 屋 ( 地 盤 面 より 軒 上 端

まで) 15. ;5 米

室 名 濡

地 階 ボ イ ラι ー家

第 l 階 表 玄 関、女 暴 部

! i I ! 用門 、小製部活用門 、ホ

ーノι 、廊 下 、常段 、受 付 及

率 務 第 、懸接宅 、職 員 室、

校 長 室、合 議 案 、衛 生 第 rM

直家紋ーも|く茶家 、靴 * 泣 場 、

待 合 所、小I史実 、湯古車場 、

総 員 使J芳、と主従使I f r 、洗 面

見fr 工芸事卒 、教 :卒、物 泣

第 2 階 講 堂 、合l還 、資 資

家 、 御 反 ｦ￬ｬｾ 奉 安 倍 、 Ｑｦ 然 保

同窓合 隼 、槙 ド算 、ホ ーノι

廊 ド、数袋 、パ ルコ ニ ー、

使 河

第 3 階 映?事計二:、危動 機

F在、m気 信 、物 泣

f苔E定校1 M 主、階段: 宅

仕様 の概要

タ ト ｮ ｾ ｬＮ ［既 設 女王位ｊＺｬ ｓ 校 舎 に

ilJI ひ it: iu，j 石人 総 i先出と し

表 玄 側、 !ffi 用門 に は装 飾

Fこ令 玉 石を 一 部似 )I .J す 、

家 内床、表 玄 開 放iffiFTIP'j

は.1j ) >玉石敷 2土人治研出と

し{J!i rfr は タイノL. !敬、其 他

は寄 木2致、 フロー リy グ 講 堂 内 部

プ ロック及槍板張とす

腰 は「パネル 」初 目板 張 、

ベ ェ ヤ 市 松 波 桜E昼、毘 張

主しワ ュ ス仕 上使 所はよZ イノt 貼と す

壁天井 、 講堂 、 音楽堂はキルク 入 モ ルタ ｊｾ 主 主 の上ペ イ ｙ ト 仕 上 と し其 他 は 白漆喰仕上と し主要なる実 は 壁 紙張及ベ イ

y ト仕 上 e--す

屋根 ｉ ＧＺｬＺ陸屋根とし防水居を絡し 「 ゲオンライ ト 」を 以 て 押 へ とす ｾ護床 、 Ａ化 駿 根、 地階防水 は 花粉 Ｒｉ＼Ｎ ｦ Ｚｙ ーヵ 」 防水とす
設 計 岡 部 瓢則 民 施 工 藤 木 工 王 者 鹿

帝 塚 山 畢 院 ・設計・阿部建築事務所・施工・藤木工務底

9  X I I  



7  

道 路 側 外 観

大 阪 市 水 道 部 新 築 厩 舎 ・ 設 計 ・ 大 阪 市 ・ 施 工 ・ 小 阪 井 組

X II 1 0  



回

背 面 外 観

大 阪 市 水 準 郡 新 築 廃 舎 ・ 設 計 ・大阪市・施ヱ - 小阪労組

II X II 



正 面 玄 関

側 面 入 口

大 阪 市 水 道 部 新 築 廃 舎 ・ 設計 ・大阪市・ 施工 ・小限井組

X 川 12



部 長 室

食 堂

大 阪 市 水 準 郡 新 築 廉 舎 ・ 設 計 ・ 大 阪 市 ・ 施 工 ・ 小 阪 井 組

1 3  X I ・
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大阪市水道部膳舎建築概要

位 置 大 阪市 北 区 南 扇 町 16帯 地

敷 地 面 積 4，185司1・方米 3881

建 築 面 積 地 階 2，292.122 

l 階 1，974. 027

2 階 1，985. 727

3 階 1. 985.727

4 階 l ，S03.'i 79

5 階 1，817. 783

6 階 430. 308

7 階 2tl .603

昔十 12，448.276 

建 物 高 地 終 よ 1) ) 計良 ハヴ，ぐツ ト上端

j:名22米85、f書lぜt 迄 27米95

工事期間

起工 ｈｉｻ 和 Ｙｾ ド Ｖ 月 ｬ 日 Ｈ地 銀 ｾＩ

唆エ守昭和 10，)': 11 J1 15日

建 築 後 式 二 't!.[ III ::t'¥; ( ピルヂ イ グ 式 :Jc fJ5

ｊ 好ｾ築 〉

構 造 基 礎 ‘工 i也終面より 4 米 8 l j 歪 6

:!Iと の総 飢 の l 枚 基 礎 に し て 柱 、可5、

床 、民主F を銭筋コ γ ク リ ー ト 症 と し

(j H却を ー般 の耐震梨! 誇とす

外 部仕 上 北、J j U士市活路 HIIJ ，' 大定は

地 F室 1![1l反 デ ッ キ グ ラ ス を 似 込み 人

誼石臼1U! ! i i 及一 部モノL ?  ) L tをとす 、

建 物 外 壁 は 北 iE而 玄 関 廻 は 白 花 抗i石

張 、 同入口 tlhは 黒 花 尚 行 前 出 張 と L

;!t 他はl OM1I1最硬質磁器タイル張、

町 民・に商する ;;1¥分 は 色 モ ノL !il ノι 僚] 氏

仕 上 と す

内 部 床 仕 上 北 玄 関 ホ ール は 花 向 石 悠

政としJ l r玄 郎 、地 階 第 1 : 食堂 、各 階

エレペ - ! i l 一前放 各 階使! 舛 床 は モ ザ

イ ツク タイノι 張 と す 、 剥 f :'I ' 手: 、明I 然

淳 、 Ｒ 階西 ｾｮ 詩集 、 床は ｆ リ ン カ ータ

イノレ裂とす 、 1 ｾ昔業務室床は板践の

上に リノリ ユーム Ａ 肢とす 、 ｦｬｬ し此ｾ

lJZ 2  Pl'r電話交換宗主主女子更衣室床は

反容を防( ' 錦 、 床 板ドに鋸屑を I浜ヲビ

ナ 1P皆陳列窪 l 土3 階 f部長 室 、合 議 然、

第 l 第 2 M!l t妻家床はフロアリ ング 7 ・

ロッ ク 混とす 、 各階事務 ｦｦｾ 床はリグ

(  ノ イド主主 ι す 、 各 階廊 F は 人 盆 石 塗

tJ f 出 と す 、民 12写苓は タり ンカ- ( 7

，- イ/ 1- ｾ 世とす

内 部 壁 仕 上 |ヒ & A玄 関 ホ - ;L 、J血附

第 1 .食蛍 、 各 階 エレベ ーター前 、 I

階 ＱＱ Ｑ ， Ｇ ，九六階段ｾｾ使 、 各界手説Ｚ場前は

モザ イツ クタ イ; t ｾ民主す 。 各階 Ｑ Ｑ ｉ 木

は テ ラ ゾ ー 張 とし廊下 腰 は カ Y レー

シヤ ペ y キ塗 と す 。 一般 事 務 室 、! 旺

Ui 、4智也等は白色プラス F ー 仕 1' ，と

す ｮ 君主長家、合議ｾは ｅ 要はチー クベ

= ヤ 板 張 と し、 um及 第 1 ｾＲＱＡＡ｜ 接

待 l柁l士ベ ンキ スチップノL 雪量とす 。 地

階 批 尉 附 機 械 家 等 は モルタノι 捻 とす

天 井 仕 上 地 階 俄 被 索 、 合 廊 廻 は モ ル

タノ ｌｾ とし 、 食堂はプラ ス ター塗 、

制王盟主主 、 賀 市 等 は 白 セ メ y ト主主とす

弁 階 事毒事案 、廊 下 、使 所 、物置毒事 11

プテスタ ー主主とす 。 部 長 案 、合 議 察 、

第 ｱ 彩 Ｒｾ 接ＪＭ 天 ｾ ｉ はスチップルペ

ンキ 主主止す

各 階 窓 及 出 入 口 外 壁 の 窓 及 各 玄 関 .

陳 列 索 、地 階 機 械 索 、 合 庫 廻 、 東防

空宇のUPえ 枠 共 銅 強 製 に し て 陳 列 家 ρ

i i I i 遣に 而i する; $ 分には特に大なる利

子を依込み飾窓、とし 、 各 階 廊 F、f近

所 、物 置 等 は 木 製 と す

国耳

よ，

J  f  

. .&. . . . . . . JL 

- r - - T  

H l : 平面圃

7 男 { 曜 附

e  I ， r 便 研

9 湖 持 場

2 2 蜘 下

2 3  *  Ｑｾ 干
2 4  1 _ 1¥. ..... ユート

2 5 手 R

2 6  えロー' : . . - . "  

2 9 由 席

3 0  !，( ( .  f. ( i. 宝

3 1 電 .:f. 貴 俊 宝

3 2 古 事

3 3 附 腕 五j

4陪 平 園 田

7  1 ' J 使 m

a 立 便 所

。 劃 携 場

112 廊 下

2 3 事 路 室

2 4  . l - I ¥シユート

2 8 司， llI: 

2 6  スロープ シ; . ?  

ｾ＠

守町ー・ー可「
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建 築 物 法 其 他 に闘 す る討 議 研 究

法 制 委 員 曾

営委員舎に於げる昭和 10 年度調千t研究事項を報告するに営ト本年度第一女合合の際

基本調奈研究事項を下記の通り決定し . 例舎を毎月第一 、第三水曜日に開催し鋭意之れが

研究臨答、答申. 調夜に努力せり。即ち

1. 市街地建築物法の用途地域制に闘する 事項

2. 建築代願人取締規則促進に 闘する事項

3. 建築物法並に建築物に闘する法令の質疑l医答に附する事項

4. 建築に闘する判決例調査 に闘す る事項

5.  建築物法改正にf l辻、法令集改訂に闘する事 J Fl

6.  外閣法規調技研究に l鈴Iする事項

ＷＮ 各道府Ａ採建築法規 ｭｾ 舎に附する事項

8.  共他緊急: 、答申 、及調査研究に闘する事項

等 k な りさ。

1  .  市街地建築物法の用途地域制に閲する事項

本事項は 9 年度 に於て相営論議 されたるも のなるも結論 に主主せす。其の事由は誌に金園

都市問題舎議に於りる都市計整委員舎 と合同研究の結県側係する事多 k あり。 現行法規の

みにて研究は狭義の嫌 t ，l) . 相首の機闘を? 設置しNt 藍に取抜ひを安嘗と 思料せしが放な り

2 .  建築代願人取締規則促進に閲する事項

本案 も 9 年度より持越しのき長件なり。野l硯'!倍 、京都}(f の現行法令制! 校舎し基本調併に着

手せ しも、成築後之れを如何なる形式に依り闘係蛍局に建議するかにつき相嘗の論灘あり

更 に各自の案ｾ以て 成策すベ〈審議 中に属す。

3 .  建築物法並に建築物法令の質疑感答に関する事項

本項は 9 年度より切賞なる質説を受け本委員舎に於て Inl答至難 と思料せしものは 、各l伶j

係 営局と打合せ含 誌 に共 の都度 之れを 護表し相蛍のが ｉ ｊ ｊＮｉｾを準げしもの と 認む。

4 .  建築に関する判決例調査に閲する事項

本委員中より特に指名鋭意之れが成案 を得公穫すベ 〈目下調火中に J;a，す0

5  建築物改正に件ふ法令案改訂に閲する事項

本項 は合長より特に 諮 問あり 、 特別委員を設け正 ［｜ Ｇ ｮｾ 出準 に 時には深夜に及び Ｗ こる事も

あ り。現在第 Ｕ 版として稜 表 さる〉の結果を得 相 賞 の効よ ｰ￧ｾ 穆げつ 〉ありと信す・。
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6 .  外国法規調査研究に闘する事項

本案は Ｑ の事項 とも 闘係し先づ解搾し 、 長所を＿抜悲し法規全部 に 豆り 比 較調不ｆＮ ｾ 敢 行 什

ん意闘に て、 各部岩石? 定め目下鋭意調斉研究中 に属す。

7 .  各道府廓建築に閲する法規照書に閲する事項

第一女計重ーとして内地各道府! 隔の建築に闘係ある法規 を合本 となし、翠行本として頒つ

ペ〈努カせしも 、本事項は風水害其他の天 災及地方のj伏態費化せ した め一部に法令の改正

期に蓬ぜ る府牒 あり。本年度にて完結は不能となりしも 、是非共成集を得て完結すべ き事

項主信する。

8 .  其他緊急答申及調査研究に関する事項

本事項は機閥雑誌に共の都度記載しあり? こ るを以て具閥的殻表を省略する も、毎舎の委

員舎 に於て各委員は熱と誠意ある極めて員撃なる調不f研究を遂げ、定刻を? 過ぐる事枚禦に

迫な き有様にして 、極めて意義ある 10 年度を経過し? こるは営委員舎と して誇り とする 虎

なり。

只未了事項比較的多き嫌あるも本委員 舎の建前と事や 〉もすれば閣法に之れが改訂、意

見をカHふ るが如き事項ある? こめ 、十全を期し度き営委員舎の存念を? 諒察せられ ん事を切告を

して本年度に於げる報告の筆 を欄 い

曾 告

去る 11 月20 日附往復はがきにて御願ひ申上 ましに 「建築と枇曾」誌上に

て昭和第十一春連名年賀交躍の件其後続々御申込を頂戴致して居ますが

御申込御失念の方も有 らんかと存じ認に念、の魚重ねて 御願申 上ます

大 き 本誌 1 頁の15分 ノ1

料 金 A 余 2 閲也 ( 活字飢に て党名及Ffr 番を御掲載するも の〉

/ 自来的載 凸版と して御ifV載 す1

R  金 2 闘50銭 也 〔るも の但 し党名 は必ず墨書の事)

締 切 ] 2月15 日 ( 15日迄延期致します〉
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買 業 教 育 振 興 委 員 舎 に 閲 す る 件

数 化 委

>=s 

貝

ｾ＠
E ヨ

本年 8 月 1 日を以て質業教育振興委員舎諮問第 1 披特別委員長馬場銭一氏より片岡舎長

宛に賓業数育振興に闘する所見を求められ、更に舎長より我教化委員舎に上記所見開陳方

を依掘され? こり。右に闘し本委員舎は委員の総意或は各委員11M人の意見を取揮め舎長に報

告し令長 より馬場委員長宛回答し? こり 、こ れ等書類は合員各位にも御参考ともなり叉終来

か〉る問題に劃する御意見積表の賓ともならばと考へ砲に文部省より質業教育仮興委員合

への諮問事項及び賞業教育振興委員舎に聖母し考慮を求むる事項の全文並に首委員舎より合

長を経て開陳し? こる所見を下に縛載せん。

賓業教育振興委員曾に文部省より諮問事項 ( 文部省 )

諮問第 1 蹴

我園産業の趨勢に鑑み賓業教育振興の方策如何

右 に闘 し。

1. 産業の現勢及将来に鑑み現下の験校教育に依る質業数育の改善並 に其の運用の方策

如何D

XI I  18 

但 し星第校敬育に依る 質業敬育の範囲は大関左の如 し。

甲低度賓業教育

大関乙種賓業感校( 諮TT22草 併 殺 芯 年 ) 以下の質業教育機関に して青年感校

及低度各種思校等を包括す。

イ、農業 、詰業、林業、水産業等に闘する教育

h 工業( 工事を含む) 鏑業等に闘する教育

ハ. 商業商船等に闘す る教育

乙、中等質業教育

大関甲種質業摩ー校 fFト常ノl、与校卒業程度ま以て入接投特と し修業年限 5 年若 < ) 及之に匹敵す

¥11i¥:: j等小都校卒業程度を以 て入製ti 杓 とし修業年限 3 1，ド /  

る各種謬校

イ、農業 、まま業、林業、水産業等の敬育

人 工業( 工裂を含む〉鏑業等の教育

ハ、商業、商問等の数育



丙、官業専門教育

大関質業専門象校 Ｈ ＱＲＲ 君主 ｦ｢Ｚ 始球＿で議室主的 ｉ， ｾｊ 叉は これに匹敵する各

種E裂校。

イ、 農業 . 質業 . 林業 、*i 蚕業等の教育

ロ、工業( 工事を含む) 鍬業等の敬育

ハ、商業 、商船等の数育

丁、大喜晃教育

2 ， 産業の現勢及将来に鑑み現下の摩校教育に依 らざる買業教育振興の方策如何

但し現下のさ具|去教 育に依ら さ' る質業教育地設は大関左の !mし。

印、農山首!.t 村に於ける特殊教育機!持¥0

1、 村敏教育等

2 、 公共! 週間{ 地方自治位、帝関伎令、} 等の施設する教育

｜ ｪｬｬＧ［ｾ組合 、 Ｗ ド 陵台そ ｊＮＩ 他Ｏ

乙. 都市叉は商工鍬業地帯に於 lずる特殊教育機閥

1， 官瞭及公共 Ｑｾ Ｇ｜ Ｑ 悼の施 設 する 教育

2， 企業者の施設する含祉工場に於げる賞務者数育

3、 同業組合努働闘樫等の施設す る敬育

3、 質業教育ｾ振興せんが錆に産業界及産 業国 髄と数育機闘の ｧ 長特 ｩｾ よる協力を 必要 とす

と信せ' らる るカ: 共の連繋の方法虫n向。

諮問第一競に闘し委員曾の考慮を求むる事項 ( 女部省)

我閣の教育は義務教育六年の等常小星野校に始まれ その卒業者の大多数は高等小康校 2

年の課税を 修めて賞務に従事し. 比較的少数の者は 中等摩校に入息する。中等製校は中毒尾

校( 修業年限 5 年) 、高等女懇校 ( 5 年叉は 4 年λ 質科高等女王弊校( 尋常 4 年 、高 1 修 3 年

高卒 2 年 ) 賓業王子L校 ) 工業態校 、農業皐校 、水産事校、商業事校 . 商船署員校、職業撃校一

甲は高卒 3 年、議Z存5 年〕一〉等で高等小事校卒業を以て 入事資格とする印種質業事校中の或

乙は ｾｆ ｦ｟［ Ｒ 年 ｸ は Ｓ 年 /  

るも のを除 〈外尋常刀、早校卒業 主? 以て入事資格とする。 U!]i] 屯事校は高等小島県校卒業者を牧

容 し＿こる 場合はこれそ第 ｩ 部 Ｈ Ｕ 年 Ｉ と憎し、中 ・ 女ｾ，校卒業者を ｬ 炊容し＿こる場合は こ れを

第 Ｒ 部 ＨＲ 年Ｉと云ふ コ 中 ・ 女取校 ・ 貨業ｾ校半業者を＿牧容し高 等 専門教育を施す機関は専

門皐校 ( 主と して 3 年 ) 及賓業専門書担校 ( 主として 3 年) である。高等普通数育又は大準

教育を受けん とするもの〉矯めに高等感校 ( 3 年 ) がある。多〈中等校 4 年修了を以て入

事資格とするが別に高等感校と中事校の教育を併合し? こる形の高等謬校 ( 7 年) がある 。

これは宣言E常小謬卒業を以て入l!;!，資協 とする つ大事( 主として 3 年) は高等皐校卒業を以て

入事 資格 とし 綜合大製 と 車科大ｾと の 別がある。向Ｈ ま 中等星野校普通科 教 員＿こらんとする者
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を養成せんが矯めに高等師範場校 ( 4 年) がある。中 ・女王嬰校卒業者叉は師範事校卒業者

を牧容し叉高等号待校 ・専門思校の敬員を養成せんが篤めに文理科大皐 ( 3 年) が施設せら

れ、高 等皐 校卒業叉は高等師範撃校卒業を以て入感資格 とする。質業率 校教員養成機闘と

しては名古屋 及横務工業専門謬校前; }設 工業態 校教 員養 成所 、東京商科大串附属商業敬員養

成所、 東京帝園大息農製部附属農業教員養成所( 線、ぺて 3 年〉があ り、中等感校卒業を以

て入撃資 格 t する。

叙上謬校教育の外に定t合教育施設として青年皐校がある。本科 ( 5 年) は高等，}、息校卒

業者を牧容する 。 普涯科 ( 2 年〉と栴するも のは尋常小謬校卒業者を牧零しその卒業者は

本科に入車r する こと が出来る 。青年謬 校教昌養成所 ( 2 年〉がめっ て中等感 校 ・師範謬校

卒業を入ｾｾ資絡とする。

我園の質業敬育は明治 3幻2 年官業E拶P

充賓営 に隔世の感をを? 催さしむるもの力が; ある。その間幾多有震なる技術者を養成 し、 肱洲戦

争を契機とし現下に及ぶ我園産業の飛躍的護展に貢献する とこ ろ寡からさ' るも のめつにこ

とは多言 を要せぎると ころである。然るに質業教育はずF来の体統にni 何せられ . 社舎の疋営

なる認識を得ＭｴＮｾめに園民教育を完成し産業の蛮展を刷るヒに勘からさＧ る不都 合を生じっ

= め るこ とはそ存ふべからさ' る事質である。

是に於て

1  .  祉舎をして国民教育上賓業教育の効果を正営に認識せしむることを闘ちなげればな

らね。園民は程度の差 こそあ れ文化人として 、社合人として而して経済人としての素養を

完成することを必要とする 。特に経済を重心 とする現代の生活に於て園民 に経情 人として

の素養を有?こしむること は最緊要な こ とでな りればならぬ。 主n之質業数育は勤努を主とし

樫 強に重き を置 〈ことに 於 て教 育的に大な る陶冶憤値を有 する のであるから 、園民数育の

重心、 を賓業教育に置 〈こと の必要なる所以を祉舎に 認識せしめ 、特に多数園民の教育に佳

子る 尋 常'J、撃校 、高 等小事校. 青年接校の教育に反映せしむることを必要とし、叉産業の

宜情よりするも

2 .  秤度低き質業教育を振興し農 、工 、商 . 商 船、水産等の教育 に於て産業の賓務に従

事 する多数の者の教育を園るこ と

を急: 務とし 、既に賓務に従事しつ〉ある者をして這種の教育に均拡せしむる には特に夜間

賞業墜校の振興 を闘らなければな らぬ。 現 下の産業が最も 多 〈需要するものは軍隊の下士

卒に 比す べ き賓務者で あっ て. 閣民の大多数は之に属するものであるから 、こ れを数育し

以てそ の園民としての素質を向上し叉我園産業能率を向鋭ならしむることは最も必要なる

鹿置 と考へ られる 。 これ iこ就 て特 に切立 すべ きは

3 .  農 山漁村民教育に附する事項

である。 地方 農山漁村 は教育的恵津に浴する こ と最 も少い ことは事賞 である。農林 、水 産
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等の嬰校に易保ぷ者は地方有産少数者の子弟で、之等は他日農山 漁村の中堅人物となって農

山漁村の指導に営る者で あるから 、益々そ の教育を助長する こと は必要であれ更に進ん

で農. 山、 漁村の役員主なり議員となって之等地方自治憶をして健全なる護速を途ぐる矯

めの中幅人物? こる 教養を興ふることも亦留意せらるべきところでなければならぬであらう

が、之等少数者を除き農山漁村に於ける大多数の位民は斯の如き教育に興ら ｴＮｾ めに今後

の農山漁村に於て特に必要とする科書県農法の弘布新しき農企業、山林の合理的経営. 'i {;( t村

の革新等に営る 素質を依きつ〉あることは深憂に値するところで之等大多数の農山漁村民

に産業人としての素養を堵はしなる方法を講するは喫緊の急: 務であって之等の人々に最も

適切なる教育を最も庚汎に奥ふると云ふ意味に於て亦低度賓業教育の振興を必要とするも

のである口

然らば此の低度賓業教育を振興してその質効を牧むる矯めに如何なる方策に依るべきか

は此の際大に考究しなけれはならぬ黙であるが園民大多数に賞質的に低度賓業教育を施す

ことに就て撃校教育以外第 1 に考慮しなければならぬ ことは。

4 .  事校教育に依らさ' る産業人の質業人の賓業数育を如何に組織立てるか及その賓施の

方法を如何にするか

等に闘する問題である。大多数の産業人は小事校の教育以外皐校数育に縁のないも のでそ

れが園民の大多数を占めて居ると云ふ賓情に Jff 4 らし之等の人々の敬育を圃 ることは産業の

矯めにも叉社合福祉の矯めにも極めて必要なことで あるが 、教育施設上賓業教育金重心と

しこれを功に運用して賞績を奉ぐる工夫を麗らすことが必要であらうと思はれる 。矯めに

考へらる 〉ことは。

5.  産業上の諸国植をして賓務者数育の組織を作らしめこれを振興すること。

が有主主な方法であらうと思はれる。中小商工業はその人口数から云つでも叉我園産業上の

立場から云つでも極めて大切な存在たるに拘らすe その大多数は賓業数育の恵潔ーに浴して居

ないことは事賞でこれを健全なる輩達を遂げしむるには先づその産業入としての素質の向

上を困る教育を考へなければならぬ。更に叉年少にして境遇に導かれて産業 lこ従事しつ〉

ある各種の職業 人の向上を促しその職業の謹展を困るには之亦その道の職業人としての教

養を高め しめなければならぬ D

随って産業上の諸国韓をして夫々調自の数育地設を形づ〈らしめこれを助成指導してそ

の振興を圃ることは策の得? こるものであらうと信す・るが斯の如き方策を採るについてその

方法を如伺にするか考究しなげればならぬ。

職業人宅教育してその責質を向上せしむる矯めに考慮すべきことは

6  産業従業者の資格公準を定むることの件

で之に依って一面園家産業の機能に標準を奥えて之を整備すると共に一面に於ては教育に

基本的懐準を興へると云ふことは肝要のことであるがこれは位舎的に極めて重大なる問題
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であるから慎重なる研究金要する。

次に現代産業界の現役 となって働いて居る賓務者をしてその技術、心性を? 悩養せしむ・る

方法並に製校の生徒をして産業の賞際に習熟せしめる方法として具盟的に提唱せらるべき

問題は

7 .  下級従業員養成にコオベラティ ーヴ ・システ ムー一数育 と産業と協力して生徒の質

脅訓練を完備する 制度一ーを採用する こと

で工場、商底等に於ける調自の数育施設を認容する のみな らすe大にこれを奨励する必要

を認めると共に 、園家的にその制度を組織化し . 且これを教育的ならしむることカ 2必要で

あらう。

要するに産業と教育が協力して優秀なる従業員を養成する方策を語与する こと を必要とす

る。

斯る 問題を更に根本的に云へば

8 .  我園社合並に産業の賓情に@Il ちj直営なる徒弟教育*1] 度を定めてこれを賓施する こと

が必要で ある と信子るがこれは前土台的に産業的に極めて重大なる闘係があり 、且その能容

を稜揮するには周密なる計測に基いて趨切なる方法に依らなりればならぬことで大方の意

見を侠になりればならぬ。

以上は主として多数図民の質業教育に闘する問題であるが、事賓我図産業の第一線に立

つ人物を養成する現下の質業教育その ものに就て検討を如1ふることは更に急: 務であらう と

思ふ。 即 ち

9 .  我園鳶業の趨勢にJ ! Hらし現在の島県校教育・は如何にそ の職能 を巣しつ〉ありやこれを

運用して効果を護揮せしめる方法は何うか。

と云ふことである。質業教育を施す各極各段の皐校教育( 質業撃校 と限らすうは、現在の

産業の要求する人 J を々養成するに安なり や否や如何なる貼に長所があり 如何なる黙 に献陥

があるかを明瞭にしこれをして産業の賓際に通常 ｅ せしめるｾめにはその蓮用を如何 に する

かを考察しなければならぬコ

母島校そのものに就てその得失を考慮する こと の必要は上述の通 りである力、

1 0  現在並に将来の産業が必要とする従業者の種類 、そ の動き 、随ってこれに受賞す

べき敬育程度 、素義和国並に養成すべき産業人の数量闘係

を? 明かにすることが重要問題でこれに基いて教育: RI-;!tIJ も立ち得ると思はれる。これは極々

の像件に依って異なるところあると信せ' らる〉を以て産業別、企業規模別に考慮すべき問

題であらうと思はれる。

更に現下の園際情勢等より考へて

1  1. 我園産業の綾も必要とする高級技術者の素養及その養成方法に就て仔品IBなる研究

を重ぬることの必要を痛感するも のである 。
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* に考 l位すべきは質業教育t ' 施す方法に附する 問題で あるが由来産業は経扮 をイi雨前し教

育1ま明1路に泌むことは周知lの事笈で矯 めに雨者の問に相営の悶悶を生じつ〉 め ることは悲

しな べ きことである。 即 ち是 に此の雨者の長所主? 探りこれ を統令して

1 2  買業敬育徒弟方式激育を徹底せしむること

を陥l り感校教育の宜際化の要望を充す方法を講十る必要があ る。 コオペラ ティー プ ・シス

テムトと 云ひ再敬育制度と云ひ質習質験と云ひ 師に幾多の方法が築/1¥せられて居 るが、やす

れ も不徹底でありＧ￯Ｇｬ ｾ 行困難なる執もあ ｢ 質効 を禦 ぐることに遺 憾な 黙 が多 い やう に思 はれ

る。此の黙に就ては教育 と産業と のta力の 下に最も通営な，5 数育万法が奈川せらる〉こと

を期日するも のであ る。

以上の 如〈 貸業教育をして質績を製げしむるには何としても

1 3  産業と教育の依存嗣係を認識しその提携協力を緊符ならしむる こ と

ぞ根本{削牛とす る。 これは質業教 育計者lJ の事筒: に 兵組的問題として現はれる のでめる が、

之等具慌的事賓を庭恕1 ¥する? こ めに先づ教育 と産業官聴 、産業上の諸問開及質業家との提携

協力を 悩l満緊密ならしむべき根本原則 並にそ の組織等ぞ考慮することを必要とす る。

産業 と教育の提批協力 の第一歩としてヲ経営り

14.  質業事校長 . 質業撃校教員 の養成

に最大の努力を掛ふ必要があ る。今後賓業界に入る べ き人物の索差の如l 向なるもの にる べ

きかに依 L その教育 に任十る 校長、数 員は如何なる人物? こるを必要 とする か而てその教

養 の 純問 、 科度 如 何を明かにしこれを養成する矯 め に産 業官眠 、 産業 上 の 諸・｛ ｾ ｛開 並 に産 業

界は努力を傾けて教育方商と提携協力の賞を懇げらる〉ことを必要とする。

賓業敬育娠興に閲する所見 (教化委員曾)

産業の現勢及将来に鑑み

1  . 貧土台を して 園民教育上富業敬育の効果を 正営に認識せしむる こ とを圃る こと

具鴨的方法 として は

ィ. ノj 、厚 校教科 目iこ官業教科目を特に多 く取 入れ訓育に於て も買業科目 の主鰭を? なす 筋

Ｇ ｮ ｾ 働の 紳 聖なることを強調する こと

ロ. 中等教育に於て殊に多 〈の官業科目密 教科目 に取入れ授業時数も 亦金時数の 3 分の

ｬ 位は之れに充て勝来中産階級となるべき中 等ｾ 生に質 業的 常 識を具 備して枇舎に途

ることを緊要と思 Ｇ ｉｩｾ す。

2 .  程度低き笛業教育t ' 振興し農、工 、商 、商市ik 水産等の教育 に於て産業の賀政に従事

する多数の者の教育を闘る こと 。

ィ. 大腰 、専門皐校の教育式に事科目を大別せ争率科技術共に共の分類を 細別 するこ と

により買業的賞務者を短期に養成する制度を設げる こと

2 3 矧 1



ロ、青年ｾ校を賓 業易保校 化して之を義務教育とすること

4 ・ 撃校教育に依らざる産業人の賓業教育如何に組織立てるかその賓施方法を如何にする

カ' 0

0 将来は皐校教育に依らぎる産業人を絶無 lこすることを理想とするも( 青年皐校の義務

化による) 現欣を解決するには下級技術者の費格試験制度を樹立し賓業単械に附設す

る短期特別期間( 例へば農繁期後) の重要校教授と現場教育( 職長 . 棟梁等〉と相侯っ

て義務制として 強調すること。

5 .  産業上の諸国関をして賓務者教育の組織を作らしめこれを振興すること。

0 産業上の宮 、公、私諸国慢に夜謬賓業製校、職業謬校( ゑj論青年率校を含む ) を設置

し之を強制する法律を制定すること。

6 .  産業従事者の費［絡公準ｾ定むる こと 。

ｏｾ 怯教育 制 度判然 と確立せば国家 試験 による費格公準を定め各事校並に産 業諸問鰐よ

り責任資;絡誇明を出し得る 制度を認め らる〉ことは下級技術者の技術向ヒの上 に多大

の利主主あるを考へ之が賓現を望む。

フ 下級従業員養成に「コオペラ テイプシステム」採用すること。

O - @f . 結構なるが如〈考へらる〉も教育管理ヒ不都令多〈寧ろ 政府に於て各重要校に設備

完全なる工場其他の設備を完備するこ左右? 奨励し之 lこ補助を輿へて右目的の賞現を期

する方可ならん。

叉逆に各産業国瞳が質業事校を設置することを? 強制すること ( 5 項と同ーの意見に一

致〉

9  ＱＰ ・我園産 業の趨勢に照ら し現在 のｾ校数育は如何に共の職能を 巣しつ〉ありやこれ

X" 2 4  

を蓮用して効果を稜簿せしめる方法は何うか。

現在並に将来の産業が必要とする従業者のその働事陥って之に受賞すべき教育粍度 、

素養の純国並に養成すべき産業人の数量闘係。

Ｐ 各種各段の賓業教育機 ｾｬ 各 ｫ の教育目的と祉舎が之等教育機関に要求しつ〉ある態度

主は一致せ今、 j懸隔 あ りて幾分雑然不統制の感あゐが故に貧業教育 としては職能を巣

し粂ぬるが主n ( 考へらる〉結多し叉産業界側に於ては質業教育に劃する認識不足の感

あるやに思はる。之れの救済方法としては製校側の教育階程の確立及産業枇舎の賓紙

調査を急務とする。

1 3.  産業主 教育の依存闘係を認識しその提携協力を緊宮なら しむること。

0 事校に産業人を質業顧問( 商議員) として依賜し杭舎との連絡を? とり易からしめ逆に

産業図韓に教育顧問を設けしめて製校側が之れに営り技術者指導教育の一部を分婚す

ること 。



建 築 に 闘 す る 映 書 目 録

教 化 委 員 曾

建築知識普及の1誌に は之れに闘する映画を 利 用すること は、最も捷径であると考へられ

るのであ るが 、これ等建築に闘する I決訪の完全な目訟の未にこれあらさ' るに鑑み 、これが

調不Fーをなし回鍬: : t ' 作成して利用者の{ 更 に費せん事を計聾したのである。 9 月に着手して金

閣の大串 . 高等工業 . 工業事校の建築科 . 土木科 、各新聞社 、市lj 負業者闘係 、事 務所、材

料商、映高機械材料商等に依服して調慌 し? こるも未1:: 完全と云ふを得子 、殊 に試潟の上保

鈴 すべきを その議猶無か りしは残念 である。

回答の 未着の分 もあるが調輩 出来? こる 分の緒巣下の如 〈之 に漸次迫力11 して完全なも の と

し1= ｾ 、念願 で ある 。

第 1 類

1 ・ 大 大 阪

2 傘 800吠

撮 影 昭和 9 年 7 月

16粍型

所有者 日本ボルト ラン ドセメ ン ト同業倉

地方向に大大医市内土木建築物を撮影せるもの。

2 ・飛行機より見たる大大阪

1 傘 242米

所有者 大医毎日新聞批

飛行機 より見?こ る大大阪市の寅一潟。

3 ・ 大 東 京

1 巻 268米

所有者 大 阪毎 日新聞批

大東京の賓潟 。

4 ・空より見たる復興しつ h ある帯都

1 稽 802米

所有者 大医毎日新聞枇

復興帝都の備隊撮影。

5 ・復興帝都の局職
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1 各 155米

所有者 大阪毎 日新聞社

数年の ｾ￭ＧＺ霜 ・を経て復興し行〈帝都の有様ｾｾ芸 よ り影搬せるも る 。丸の内 一 昭和遇 、 大正

週一浅草公園一九段坂などが展開する。

6 ・飛行佑より見たる東京

l を 1 6 2 *

所有者 大阪毎日新聞批

飛行枯からながめに東京市。

フ・帝 都

1 各 302米

所有者 大阪毎日新聞批

闘東震災後金〈新装しに大東京を撮影しに賓待。

東京健一宮城一帝閣議事堂一日 比谷公園一芝公園と地上寺 - ] O A K 放送局一愛宕山一

高輪泉岳寺一銀座等。

8 ・空から見た帝都

1 翁 93米

撮 影 昭和 5 年 8 月

所有者 大阪朝 日新聞枇

9 ・ 日 光 大 観

1 傘 303米

所有者 大阪毎日新聞i位

「日光を見す・して結構そかにるなかれ」 と云ふ古宮がめる 。 この l決蕗によって僅か 15

分足らす・の うちに日光見物をすませるのは、スピード時代の企てと して最も ふ さはしき も

のであるま いか。本映識は 、日光街道杉並木の移動撮彫に始 まり、日光lur の情景 、大谷川

の清流、神橋東照宮の五重J ; 荏. 紳J庇‘ 陽明門 、唐門 . 紳祭殿 、眠1i h. 二荒神j社 、大猷院l樹、

奥の院が展開する。 更に 、方等の瀧 、準・巌の瀧 . 中11市1寺ti¥j J及びその附近の風光 、戦場ケ原 、

湯瀧、幽寂場湯の湖等が紹介 されて ゐ る。

1 0 ・京 城 1  1 ・平 嬢 1 2 ・安 東 1 3 ・奉 天

1 4 ・吉 林 1 5 ・新 京 1 6 ・ハ) L . 己ン

( 以上 10- 1 6)

各 l 翁 各 100尺

撮 影 昭和 10年 8 月

所有者 兵庫脇立工業務校

足 。1 2 6



1 7 ・支那北京

i 各 260米

所有者 大阪毎日新聞枇

北京の風景を カ メラに牧めたも のに して一般向O

1 8 ・北京スケッチ

l 傘 276米

撮 、影 大 正14年 1 月

所有者 大阪毎 日新聞枇

大 正 14 年 1 月 28 日. 日露t条約調印営日の北京市街の雑観を撤影 したも ので北京正防I"j

城壁附近を通 るラク ダの陵商一天盟国丘天安門C i E披正門〕一刷 l腕刷孔子J(J i 一天橋附近な

ど。

1 9 ・支那青島

1 を: 193米

所有者 大阪毎: 日新聞ntl:

H 縄戦争営時にお け る各砲盆の残骸及び風景を娠影しにも ωJ

2 0 ・支那湾南

1 翁 282米

所有者 大阪毎日新聞社

Ａ惨情織道ｾ利用して憤南および共附近の勝景を撮しにも の 。

2 1 ・支那上海

1  'f{f・ 260米

所有者 大阪毎日新聞)(，i:

東洋の良港 Ｗ こる上海 の 様 ｫｾ 娠しにも ｕＩ ｏ

2 2 ・新興の南京

l 各 222米

所有者 大| 仮毎 日新聞n吐

青天白 日 ｽ［Ｉｾ輝 〈新興 の南京 。 新南京 唯一 の慰安場 所で ある父子刷一図立第 一 公闘の ｩ 振 ひ

ー南京特別市政府一南京 日本領事館一南京園民政府 ー図立中央大易保一園民政府外交部一中

央謀部一玄武湖公園の遊覧一我が警備艦など コ

2 3 ・支那南京

l 省 212米

所有 者 大 限毎日新聞祉

南京城内およびその附 近の風景を賞潟した もの。 一般向。

2 4 ・支部灘ロ
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1 巻 229米

所有者 大医毎 日新聞社

漢 口の風景風俗 を撮影 したも の。

2 5 ・雅典の古寺院
2 6 ・羅 馬

2 7 ・アルフアンプラ宮殿
2 8 ・巴 皇

2 9 ・西班牙グラナダ市と其附近

( 以上 25一 一29)

各 1を 各 100尺

所有者 紳戸高等工業謬校建築科

3 0 ・アヤラオの墳墓と其寺院

1 巻 200尺

所有者 利1戸高等工業製校建築科

( 以上 25一一30) は何れも建築脹史 に闘する 趣味多き 潟真。

3 1 ・グランドキヤ= ヲン

3 3 ・ユユーヨーク市荷

撮 影 昭和 9 年 8 月

所有者 兵庫県草立工業製校

3 2 ・パナマ運河

世界を巡る敵洲篇

3 4 ・ロンドンの巻

1 傘 290米

ピク トル ・ トラベルグラ フ祉製作になり博士クライン氏は世界稀に見る地理撃者で紀行

家である、氏が 1924 年より 1928 年にわ? こり世界各地の都合‘ 風 俗 . 人種 、美 術、建築

等ｾ徹影しにもの 。 英閣首府ロンドンの雑観。

3 5 ・巴里の巻 l 傘 260米
3 6 ・カンネスの巻 i 巻 274米

3 7 ・和蘭の巻 l 各; 261米
3 8 ・モナコの巻 i 各 267米

3 9 ・スペインの巻 l 傘 297米
( 以上 31一 一39)

所有者 大阪毎日新聞社

4 0 ・ヱチオピヤ帝国

1 各 215米

所有者 大医毎 日新聞社

エチオピヤ帝国の風俗. 宮殿共他建築物の賓潟。

'  

2  額

1 ・ 仕 入 住 宅
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1  巻 J6粍型

所有者 株式含祉大林組

2 ・京都御大典聾宴場上様式

l  傘 445尺 16粍型

所有者 株式含祉大林組

3 ・大阪株式取引所建築工事

1 傘 800吠 16粍型

所有者 日本ボル トランドセメント同業合

大阪株式取引所建築の基礎工事 より竣工まで。

4 ・工作所各工事賓犯

1 各

所有者 株式合計. 大林利

5 ・東京市荷線工事責犯

9  各 814 1n.尺 1I i粍型

所有者 株式含壮大林組

6 ・京都コンクリート試験 軍装

3  各 1200択 16粍型

撮 影 昭和 8 年 3 月

所有者 日本ポル トラン ドセメ ント同業合

京都市東大路通百禽遁附近に施工せる コンク リート 試験斜i銭の蹴況を第 1 谷及第 2 をに

牧め . 各種試験のj伏況を第 3 ｾ告 とせるも の。

ア ・ 兵 庫 国 道

1  傘 400択 16粍型

撮 影 昭和 7 年 3 月

所有者 日本ボルト ランドセ メント同業合

兵庫闘遁鋪装工事賓況3

8 ・ 京 阪 国 道

2  各 ＸＰＰｾ 尺 16粍型

撮 影 昭和 7 年 7 月

9 ・ 道 路 工 事

3 各

所有者 緋式合祉大林組

1 0 ・荒川橋梁改修工事

3  巻 2600尺 34粍型
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撮 影 昭和 2 年

所有者 名古屋高等工業率校土木科

鋪道省が閥!東震災後の東北本線荒川橋梁の復醤工事に用ひ 1: る特殊の井筒沈下工法を途

次 に示し 1: るも の。

1  1 ・木曾川ケーソン工事

3  巻 3000尺 34粍型

撮 影 昭和 3 年頃

所有者 名古屋高等工業星第校土木科

鎮道省が閥西線の三大橋の改良工事に営り用ひ? こ} 有無潜図による橋宴及び橋脚基礎工の

築造方法を途失示し? こるもの。

1 2 ・第三盆田川橋梁ケーブ J J ，. エレクジョン

3  ｾ＠ 3000尺 34粍型

撮 影 昭和 3 年頃

所有者 名古屋高等工業皐校土木科

織道省岐阜建設事務所が第二益閃 川に寧結構橋を架設するに蛍り 地形上足携を築造する

事石利の運搬及組立 をなせる紙況を示し? こるもの。

1 3 ・大井及笠置設電所

1  傘 300尺 16粍型

撮 影 昭和10年 5 月

所有者 名古屋高等工業率1校土木科

木曾川に浩ふ大同電力株式合祉の大井強電所並にその 下流に建設工事中 の同社笠置強電

所工事の賓況。

1 4 ・泰阜設電所工事責況. 附天龍峡風景

1  傘 350尺 16粍型

撮 影 昭和10年 6 月

所有者 名古屋高等工業感校土木科

矢 作7kカ株式合祉が建設中の天龍川泰阜護電所の工事賓況並に附近の天龍峡の名勝を撮

影せ るもの。
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1 5 ・ボー J J ，. ダーダム建設工事責況

1  各 485尺 16粍型

所有者 名古屋高等工業接校土木科

アメリ カ合衆園 コロ ラド峡谷に建設中のポ ールダー ダムの大工事の賀川。

1 6 ・米国に於けるコンクリート 這路

2  各 610尺 16粍型



所 有 者 名古屋高等工業態校土木科

世界の道路固とも構せらる 、 アメリ カ 令ｾｾ聞に於げる コンクリ ー ト 道路の主義制殺にその

工事賓況を撮影せるもの。

1 7 ・米国コンクリート道路

2  傘 800尺 16粍 型

所 有 者 日本ポル トランド セメ ント 同業合

米閣に於げ るコンク リート 道路築造の経過を記銘せるもので 、; l f と園農務省道路局の搬影

編輯によるもの。

1 8 ・i字画の出来上る迄

各 200尺 16粍型

撮 影 昭和 9 年 3 月

所有者 話I1
1戸高等工業撃校土木科

内務省耐Ijl 戸土木出張所管Z内工事の概似賓馬。

1 9 ・鎖這百年の蜜蓮

I  谷 200尺 1日粍型

撤 影 昭和 7 年 7 月

所 有 者 紳戸高等工業皐校土木科

アメ リカボス トンにて搬影せるもの。

2 0 ・神戸省線高架線工事

1  傘 300尺 16粍型

撮 影 昭和 6 年

所有 者 榊戸高 等工業事校土木科

工事中及完成後のもの。

2 1 ・吾妻橋改築工事責苑 6 傘

2 2 ・木曾川橋梁試運轄 1 傘

2 3 ・木曾川架橋ケーソン賓犯 1 谷

2 4 ・小貝川橋梁更換工事 1 傘

2 5 ・高梁川橋梁架橋工事 1 傘

2 6 ・北海に於ける鎮遣の建設 4 傘

( 以 上 21- - - - 26) 35粍型

ＳＰＰｾ＠

1105択

806択

1000吠

所 有 者 京都帝聞大 事工腰部土木工事教室

2 7 ・御大典大饗宴場上棟式

l 巻 242米

撮 影 昭和 3 年日 月
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所有者 大阪毎円新聞批

京都御所内で行lまれ? こ大饗宴場上棟式及ひず建嘩門前でー行はれに真言宗醍醐派の大峰山入

峰の大法舎の有様。

2 8 ・福岡市試験鋪装 2 巻 800尺

2 9 ・京都錯筋コンクリート試験慌装 1 谷 400尺

3 0 ・奈夏誇線橋 1 谷 400尺

3 .1 ・ボールダーダム 1 巷， 500尺

( 以上 28一一31) 各16粍型

所有者 日本ポル トランドセメン ト同業合

第 3  類

1 ・セメント製造の賓際

4  傘 1600尺 16粍型

撒 影 昭和 8 年 9 月

所有者 大阪窯業 セメント株式含祉

ボルトランド セメント製造の賓際を原石採掘、粘土採掘より始め 各工程を経て出荷する

まで解説し線認l を附して全 4 傘 に納め? こる もの。

2 ・セメント製造の賓際 ( アブストラクト 〉

2  傘 800尺 16粍型

撮 影 昭和 8 年 9 月

所有者 大阪窯業セメント株式合祉

セメン ト製主主工程を簡皐に解説的に 11央潟せるもの 0

3 ・テラカツタ製造賓況

2 各

所有 者 株式合祉大林組

4 ・セメント製造の賀際

2  @  779尺 16粍型

所有者 名古屋高等工業皐校土木科

大阪窯業 セメント株式合祉の撮影せ しものにしてセメント製造の工程を途失説明せるも

の。

5 ・セメシト製遁の賓際

3  各 16粍型

所有者 京 都帝闇 大 事工患部土木ｾ敬室

6 ・建築皐禽コンクリート標準試験方法
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1  傘・ 400米 16粍型

所有者 日本ボル トランドセメン ト同業舎

建築接合撮影のもの〉復潟。

フ・セメント及混; 凝土賦験賀況

2  傘 35粍型

所有者 京都帝園大事工接部土木星晃教室近藤敬授

8 ・道路築造用諸機織使用法

l 各

所有 者 株式含 ｊ 位大 ｦｾ 組

9 ・硝子の製造

Ｑ 傘ｾ 224* 

所有者 大阪朝日新聞批

第 4  類

い長崎懸島原の大地震

1 各， 210米

撮 影 大正11年 2 月

所有者 大限毎日新開制:

大正11年 2 月 l 日島原地方に起り? こる 大震 災蛍日の宜主兄0

2 ・関東大震災

1 各 : l 34米

撮 影 大正12年日 月

所有者 大阪毎 日新聞 )!i上

大正12年 U月 1 日の東京を中心として起り? こる 大医災の惨献の賞I ' J ( . o

3 ・相豆地方の激震賓宛

1  各一 310米

撮 影 昭和 5 年 11 月

所有者 大阪毎日新聞批

昭和 Ｕ 年 ＱＱ 月初日午前 Ｔ 時 Ｓ 分 Ｘ 秒か ら 約 ＳＰ 分間に亘り 丹 那金地を 中心にし て強起が ＨＯ ｾ

豆牛島を襲ひ各地 に非常な損害を輿へ? こが . 本i快苗はその直後の賓出をおさめにも のでめ

る。

4 ・関東強震被害責据第一・ニ報

1 各， 159米

撮 影 昭和 6 年 D 月
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所有者 大阪毎日新聞社

昭和 6 年 ;9 月21 日午前11時 20分開東一帯に強長あり、その被害の最も激甚なりし均三E牒

吹上IIIL&. ひ' 埼玉綜大盟問i深谷IIIJ の惨害。

5 ・三陸地方大震災

1 傘 156米

所有者 大阪毎 日新聞批

三陸地方大震災におりる釜石川方面の惨紋っ

6 ・伊豆大震災

2 各 264米

撮 影 昭和 5 年 11月

所有者 大阪朝日新聞社

フ・奥丹後の地震

2 巻 420米

撮 影 昭和 2 年 3 月

所有者 大| 妓朝日新聞枇

8 ・三陸地方の大惨紋

2 各 204米

所有者 大阪朝日新聞社

9 ・ 羅 府 震 災

1  q雪 175米

所有者 大阪朝 日新聞IIU:

1 0 ・熊本螺有明海大高潮の惨欲

1 傘 242米

撮 影 昭和 2 年日月

所有者 大阪毎 日新聞J仕

有明開地方を襲った大高潮の惨肱。

1  1 ・鳥取市の水害

1 傘 180米

撮 影 大正12年 9 月

所有者 大阪毎 日新聞批

鳥取市及び附近を製ひたる大水害の貰況。

1 2 ・北海大洪水

1 傘 222米

撮 影 昭和 7 年 8 月



所有者 大 限 毎 日新聞社

北潟大洪水の賓況。

1 3 ・朝鮮京城龍山の大水害

1 傘 306米

撮 影 大 正14年 7 月

所有者 大阪毎日新聞枇

大正14年 7 fOJ 15 日より降り出しに附は2l J 日まで降り蹴き 60年来の大洪水となれる惨放の

賓針。

1 4 ・阪神風水害責況

3  巻 1000択 16粍型

撮 影 昭和 9 年 9 月

所有者 日 本 ボ ル ト ラ ン ド セ メ ント 開 業 舎

昭和 Ｙ 年の私闘西ｾ襲ふ＿こ鴎 ｪ 民 の 大惨害の質副主＿阪神園道より尼崎まで、大阪圏道より

堺三費大潰まで、大阪を中心にして撮影しTこるものにして特に第 3 傘は小製校の被害 を主

にして特輯せり 。

1 5 ・閥西嵐水害責況

4  各 1344尺 16粍型

撮 影 昭和 9 年 9 月

所有者 名古屋高等工業製校土木科

昭和日年日月 21 日闘西地方を襲ひし大風水害の貰沙Ue撮影せるものにして主として京阪

地方の被害を潟す。

16 ・京都西宮水災賓況

2  巻 700択 16粍型

撮 影 昭和10年 6 月

所信者 日 本 ボ ル ト ラ ン ド セ メ ン ト 同業 合

昭和10年夏起りし各地の7]<111的中、大阪より京阪閣道、師園街道を経て 京郡市内に入る沿

道の7K災賞況 i 各ー及び 、西宮市内、甲陽大他扶iJt の貰i : hl l >在。

1 7 ・ハ J Lot ; ンの水害

1 各

所有者 大医朝日新聞枇

18 ・漢 口洪水惨蹴

l 翁 192米

撮 影 昭和 6 年 8 月

所有者 大医毎日新聞社
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1 9 ・亀之潮トンネ) L . 地とり

1  巻 100尺 16粍型

撮 影 昭和 7 年 2 月

所有者 紳戸高等工業著書校土木科

2 0 ・亀之潮トンネ) L . の崩壊

1 巻 28 :米

所 有者 大l阪朝日新聞J仕

2 1 ・衆議院の火災賓据

1 各 180米

撮 影 大 正14年 U 月

所 有 者 大阪匂:日新聞J仕

2 2 ・白木屋の火事

1 各 138; 伏

所有者 大阪毎 日新聞社

昭和 7 年12月16 日午前日時15分放末資/ J 1中の東京 日本橋白木屋本j占よ b殻火し同 l古の大

字を烏有に師した時の惨害欣出。

2 3 ・死の火焔焦土の函館

2  各 67 米及 182 米

撮 影 昭和 U 年 3 月

所有者 大阪i . ，": i : rI新聞)(11:

函館に起つに昭和 U年 3 )j  2 2 - 23日に亘る大火災の惨欣。

2 4 ・関東防空大演習

1 各 262米

撮 影 昭和 8 年 8 月

Ni 何者 大阪i.，' :J -: r I 新聞枇

昭和 8 年夏関東地方にわーいて行はれた大防空演習の質列。

2 5 ・神戸市諸建築物の僑装迷影

1 谷 400パ 16*[ 型

撮 影 ｈ 併口 Ｙｾ 三 日月

所有者 日本建築協合

昭和 9 年限紳士也方防昼演習に際 しijirll 戸市内の諸建築物の備接迷彩の貰引を撤影せる もの



本 年 度 に 於 け る 災 害 研 究 報 告

災 害 強 度 委 員 舎

本年度にＡｾける諸災害中静岡地震 の 調査は中井 、 山問 、 安貝より京都地方水害 の 中橋梁の被安に闘

しては 三 浦委員より 報 告書寄である。術大 阪府下の各種災害主主他は松井 、中井爾委員の報告を参照され

たい 。誌に本年度の災一苦手の一般を大阪府、京 都 府、兵庫l孫、各t 'i 局 よりの報告に碁主 記録して本年度

の報告と する次第である。

京都府に於ける昭和 10 年 6 月 初 日 水害状況

降 雨 の 拭 況

今回の豪雨は明治 14 年京都測候所創立以来のものにして. 6 月 28 日午後 6 時より降

り始め・午後 7 時 30 分より 連続主官を仲ひ午後 10 時 30 分頃よ h降雨量治大 し. 電宙

強雨、強雨、雨量は 28 日午後 10 時より主主午前 10 時迄 ( 12 時間) 269 ミリ 、坪嘗り 4

石 9 斗 4 チ1- にして、明治 33 年 8 月 20 日 161. 3 ミリを遥かに凌駕せり。

河 川 氾 濫 の 朕 況

幸氏 屋 )  11 
五ケ所

茂 )11 ( 高野川合流地黙以北) 五ケ所

御 室 JII 
三ケ所

天 紳 )11 ( 紙屋川下流の稿) ーケ所

/J 、 知l )11 
二ケ戸斤

泉 )11 
ーケ所

橋 梁 涜 失

鴨 川に於ては午前 7 時 8 分夷川橋の流失を初め. 同 16 分二僚大橋。同 7 時 25 分間

栗橋。7 時 30 分葵橋流失。更に引続き荒神橋 、三依大橋 、松原橋正面大橋 . 五係大橋.

盟小路橋、十保大橋、奈良線鴨川鍛橋。

鴨 川以外の流失し? こる橋梁

紙 屋 川・…・・槙橋. 紙屋川橋. 高瀬川橋. 寺ノ内橋

高 野 川… ・・ ・蓉倉橋、河合橋、中加茂橋. 御陵l橋 ‘ 上加茂橋

御 室 川Ｍ…・・ 御室橋 、 鳴 ｩｩｬｾ 橋

桂 川… … 西芳寺橋、三僚橋、夫婦橋 . 勧進橋、高尾橋
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向 日 町 部 内… … 湖東師橋

伏 見 部 内 ・ … ・ ・ 小枝橋

右の外ノj 、橋梁の流失せるも の各方商合して 24 に及ぶ。

浸 水 家 屋

床 下 18.624 

床 上 8.320 

不 明 17. 900 

線、 44. 844戸

6 月 2 9 日水害; 伏況調査表

堤 防 道 路 橋 梁 人 家
跨一

決 破 t!Hi:主 破 流 liIJi 死 傷 不 流 空ｾ 床 下

立i f目 流 失 f員 失 :tll e  明 失 潰 ｴｩ ｾ＠ R  7)< 漠 7)<

8，320  18，624  

(  17，900)  

46 21  31 80  2  9  6  1 - 163  28 36 
音「 44，844 

古昔 考 浸 水 家属中 ( 17，9∞ 〉 は 床 上床 下 浸 水厄別 判 明せ ざる もの を示 す

京都府 に於ける 8 月 10. 11 日の水害

水 害 嘗 時 の 気 象

遊 草花

場 所 人 員

42  11，817  

8 月10 日朝上海方面より進来せる風台風は分裂して . 針馬附近 と情州 島 の 西 方 に 来 れ 前

者は 745 粍 . 後者は 741 粍を示し封馬附近より山陰沖を東西に不連続流走せり。翁めに朝

鮮南部 より北九州に 亙 る一帯に多大の豪雨 を粛 らせり。然る に午後 6 時封島附近のものは

境附近に 、掛川|島の ものは南下して五島附近に土佐み ，11 日朝臨む風は雨者合轄し漸芸大衰弱し

て 大 分 附近に出て、不 連 続 線は夫よ り同て四園、紀伊牛 Ｑ ｾＱｾ 経 て東 海道 、 房総に流走せる

を認め Tこり。

J O 日朝来少雨降下しつ〉ありしが午後 より雨勢強烈 となり、 夜に入り猛威を遅し . 京

都に於ては去る 6 月 29 日の豪雨に失 ぐ多雨量を親測するに 至れ れ

京都測候所の観測に於ては 9 日午後 4 時 3 分よ b降り出せる雨は 、10 日午前 6 時迄に

僅か 4 粍 3 の少量に過ぎさ' りしが . 午前 9 時 10 分よ b雨勢鞘強烈となり 、午後 6 時過

既に 82 粍・4 を観測す。 午後 10 時 30 分より雨勢愈 k 括烈 となり 、即ち 10 日 11 時より 11

日 2 時に至る 4 時間量 85 粍 6 を 槻測せり。殊に 10 日夜宇 11 日 2 時前 1 時間最

も強し前者は Ｒ Ｕ 粍 Ｑ 後者は ＲＵ 粍 Ｓｾｩｬ￬ 円 、 Ｒ 時 Ｕ 分漸〈雨勢表 へ Ｙ 日午後より Ｑ 刻の



Jl-: h 聞な かりし頑強のT11も、 6 時 30 分遂に止み、10 日 6 時よ り 11 日6 時 に至る 24 時間

量賓に 213 粍 9 と謂ふ 多雨量を概i.l ll ]glj 立来去る 、6 月 29 日 269 粍 9 に次ぐ新記記銘を現，I-J-¥

せり 。

豪 雨 の 成 因 及 被 害 の 程 度

這回の豪雨は殴風の前艇に稜生せし . 針馬附近より山陰wを東西 lこ流走せる 、不連続線

の営府下に南下せしに因 131し、恰も 6 月 29 日の豪雨原因と其機巧相等し、而して這般の

豪雨量 に封する水害程度は紋上の女fI <、 共雨量 6 月 29 日の もの lこ比し. 56 粍 の 賭 lこ過

ぎぎるも、降水時間前者に比 し2 傍の長時間に亙れる篤めかI川のH17]( 綬慢なり と思附zす。

河 川 出 水 の 朕 態

鴨川ｼは増水 Ｒ 米 ＵＰ に達 し従っ て之れ が 上 流 ＿ こる高ｾ別 Ｑ Ｑ Ｎ 貴船 ＩＱ ＱＮ 鞍馬 川 等の 河川何れ

も増水し 、 這 般水害の後を更に士曾 ｩ 政し或は新＿こに護岸堤防ｾ駅出せり ｄ 而して鴨 川 は這般

の水害により護岸続 出せる一部分を破壊 し、 更に四{際大橋の補強材料等を流失し 1= る外 、

特に水防に大なる被害を見守して経過せり 。

御室川 、天神川. 紙屋川等は逸早 〈増水 して沿岸地帯主? 氾濫せしめ . 這般の水害を 再び

想起する の欣態を脅げり。 山科 )11 も下流に於て; I : ; { 防快m..げるの外大な る被害な 〈経過せり。

小 川 川、小 泉 川 に於ては這般の ｈ ｜ Ｗｫよりも 更にその楠Ｗ｝ＨＡ立を見 、 ｾめに橋梁の流失堤防

の般債を来し 、附近一帯に浅水せり。殊に這般の水害に依り蝦工事施行せし部分は悉〈破

壊せられ 、之れが流域? こる新前4J 足村 、久世村 . 大 山崎村の如き一帯は氾濫匡域 となり 、一再

U 這般 に芸大ぐの水災に遭遇せり o 木瀧川場7] ( 2 米 4 にして木津川としては被害少きも . 之

れが流域? こる雄喜相楽の南部に於げ る 降 雨 量 多 し 従って町村費支鮒の河川悉〈増水せる

そ以て相常の被害を受り? こり口

淀川に於ては 2 米 60 の増水そ見 . 牢治橋 ( 蝦橋) mE失し交通社絶せり 。

桂川、 由良)11 も相営増水せるも其の被害少し而し之れが支i反川? こる河川に増水金見fこ

るを以て之等の流域地帯は相賞の被害を裳れり。

備本調1 ' 1 : 報告は京都府技師和田町一氏の御好意によるもの〉抜率なり。悲に同氏に深 t

感謝の意を表す。

兵庫) 擦に於りる l昭和 10 年 6 月 29 日、 7 月 3 日及

7 月 5 日の豪雨 に依る被害状況

被 害 の 獄 死

6 月 29 日の豪雨 に依る被害の激甚な りしは主 として阪神間にして . 殊に西宮市に於て

は岡市甲陽閣の大池( 商積 5 町歩、水深 20 尺) 堤防決潰に依れ貯水奔流し同池附近に
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主11設せら れあ りし神戸市上水道詮水管 ( 36吋) 7 本. ( 33 吋) 6 本を流失せ し痛め、7)( 勢

猛烈を極め下方御洗/11の堤防を?決出し、西宵岡市へ溢水する に至 りしが . 濁流は同市南方

醤園道 lこ依 り遮ら れ、 途 に床上最高 5 尺の浸水を見fこる次第はる が ‘ 排水の方建 な し 岡

市内は舟 に依り漸〈 交一通 しにる欣況にして神戸市は主主7]<. 管断絶に依 b断水す るの 1トーむな き

に至れ り。其他各河川共増水 し死者 13 名金 出し 、更に 7 月 3 日及 5 日の 2 回に亘 る

豪雨の襲来 あ りて 、各河川の上位水を 見 、被害は阪神間神戸市及播州方面 に於て甚大 にして

之叉 6 名の死者d; 1) . 殊に西1r市夙川は其の増水最 も甚t:' しし 同川は共の河床住宅よ り

高〈 堤防内方に市民散策の遊歩道工作せられあ る闘係上決前箇所十数ケ所 を生 じ流失家屋

2 戸を 問せり。

勝、下各地の降雨量を示せば別表の如し。

降 水量 其他 調 ( 紳戸測候所調査) 兵庫鯨紳戸測候所概淑IJ の分

降 雨 iil 気 膝 風 主E 気 湿

月 日

金 降 雨 量

1  時間最

最 竺6dv||最 溺

平 均 最 高 最 低
大 降雨 量

純

2粍0.7  75粍8.4 1  75粍7.2  

悩南西 崎四 。ぶ/移 度

23置l  

!Il :  

6 月 29 日 143.3 6.8  1  1. 22.1 20.1  

四 国

7 月 3 日 48. 4 24.9  759.2 756.6  9 .5  0. 7  25.1  28.3  22.4 

7 月 5 日 22.7  756. 7 5.4  1  0 7  22.3  24. 5  19.9  

第 表 水 害 調
( 昭和 10 年 6 月29 日〉

地? よ死傷行
住 家 非 イ主要覧 浸 水 家 康

方 者一一 方

唾-hl-

号 ｴ ｬ ｾ 主 流
計 t.rl筈柑1

住 家 非 イ 土 家 計

損 害 鰍

別 死傷百
援 援 失

/ 滋 2
H  

601  1  1  60  
ｉ ｾ＠

ZE 合
2  

3∞ 111  1  1  1  12  
3∞ 

事lJI ニ 宮 l  

市Ir 戸 水 上

一 一 一

5  

戸 一 一 一 一 一一 一
2 ー

11 1  
2  l αo 971  4  1  106 10  

王相子生寸橋11 一 一 一 一 一

41 31  1  7  1  420  630  

市 菊 水 橋 1ー

4  4  450 321 1  1  3  1  324  5  

内 兵 庫 31 1  1  5 2  1  52  
2∞ 

林 出 5  2，000 1501  1  10  1  163 250  

¥須勝 二 21  1521  1  1  152 138 

/ 御 影 ー

113  

291  21 21 1  7  1  221  105 

芦 屋 2 2  2.0::>0 2，3331  1，091 1  1  28 1  1，148  2. 300 

携 西 宮 51 6 17 3，200 6781  4，5:091  1671  272 1  7.3∞ 82，754  

尼 崎 ト 2 0  880 181 5，7671  231  383 1  6，85 1  16，496 

伊 丹 2 ト 21  1. 0571  101  186  1  1  .341 4，560  

首¥" 1 1有 線 一 一

ーート一 一ー

150  51  11  1  1  9  170 

費 者涙 300 631  1  7  1  70  55 

¥ ニ 聞 6  71  1  1  7  3 1  

一 一J主他 の 部

分を 入 れ 9  2112112 66 11，0 16  3.0801 13，9821  20 11  975 1  18，308 108，142 

たる 合計 13
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第 2  表

守宅

菅 公 縛 王製 校 最土 寺 工 場

金事長 今後 浸水 金書量 今後 浸水 金空襲 牛援 浸 水 金主主 4主主程 浸 水

ー ー ー・ ー ー ・

一 一 一一 一 一一 一 一

西

，首ｾ ・
3  4  3  27  

1J t  丹
3  

ir 計 3  4  3  

第 3 表
水 害 調 ( 昭和 10年 7 月3 日、 5 日〉

第 4  表

地

7 うと

官 公 街 母陸 校 証士 寺 工 場

方

ll lJ 会 主長 牛 援 会主担 4主 主基 金 援 丘ド 主題 会 主主 4主 主担

西
{  品

6  

計 6  

4 1  X II 



第 5  表 這路橋梁被害調査表
( 昭和 10 年 7 月 25 日現在〉

』係 工 事 市 町 ヰす

F百
道 路 損 害 額 橋 梁 損 筈 '紙 道 路 ナ員 1;= '1傾 橋

128  民所

円
52 日所

72，620  円

四 ，口一品 市 80，574 9  19，308 

国 46 29，347 6  1，684  

明 石 9  3，167 330 

紙 30  9，704  2  991  600 

ｾ＠ 路 15  3，8∞ 2  12，600 12  3，360  

飽 聖子 12 2，650  238  

」ニ 君官

ノ1
施

12 1，565  

P- HSL 
岡 2  199 

柏 原
6  5，842 2  491  

世H 本 26 15，968 3  1，350 

i資 教

s- 昔「
376 152，816  24 36，416  67 77，140  I  

受 逼 関 係 の 拭 況

災害 の強生 により 交通機闘の運行 に及したる被害概要左の如し。

1. 省線鍛造

ヱ

梁

23 

4  

33  

東海道線、山陽線に於ては線路若干浸水あ 1) 1こ る ト 運 鱒 上 何等の支障な し。

事

損 害 額

26，973  

2，521 

600 

600 

1，580 

150 

3，500 

8つo

26，644 

ｩｾ 高 知山 棋 に於て は Ｖ 月 ＲＹ 日 午 前 Ｙ 時 ＳＰ 分頃、 氷上 郡上久下村 所 属 根 路 上 に土砂主 ｬｊＮ 偵

し一時不通となり、鍛道係員及消防組、 青年凶等 に依 り舷急:作業をなしにる結巣 . 午前

11 時 15 分開通しに b。

7 月 5 日午前 6 時宜塚署管内生瀬 騨武田尾瞬間に 於ては . 山 崩れ地と り等 に依 り第一

第二 、第三、第 四. 隆道損壊せ るため . 全線一時不通となりにる も前記同様態急: 修復 な し

にる結果翌午前 7 時運鱒開始したり。

2 軌 道

]. 榊 戸市電 に於ては低地部の線路一部浸水せ るも運仲上支障なし。

2. I派神 ‘ 阪念、紳戸棋 は各総共西宮市甲J易闘大池決慌に依る出水の局、軌道慢JK し

λ l' 4 2  



2 9戸百午前 7時 45分 頃 上下組運縛不能 となり、叉. 阪急: 今津 、賓塚椋lご於て芯続路地たち

の翁不遇。

阪信T t 甲子園線は線路浸水の矯蓮鱒不能に陥りにるも各線共阪急: 措置に依り 、阪神紳戸棋

を除き同日午後 4 時頃復芭せるも 、本月 5 日朝来の豪雨は泊棋r'f 川の氾濫を予|ミ し前記各線

路を損壊し復 k 蓮樽不能に陥 らしめ ? こるを以て 、各社共一時徒歩或は自 動連絡を矯し復醤

に努め?こる 結果 、同日午後 i 時頃開通せり。

3.  山陽電鎖線に於ては 28 日午後 9 時頃より沿線各所に山崩土砂以債ありて、間断

的 に上下級不通 となりし も翌 29 日午前 4 時雨線卒常連時に復せり。

4. 紳有電鎖線に 於ては沿線数箇所に亘る線路崩壊地とりの矯め 、一時下 り線不通と

なりたるも 、舷急: 措置に依り同日午後 3 時開通せり。

5. 六甲山架空索道に於ては連絡道路損壊の潟合総連時 j二l直接の被害なかりしも 、道

路復奮迄一時営業休止中。

6. 六甲ケープ; l ，. . に於ては 7 月 5 日豪雨の翁同線清水騨J付近線路倣損の矯連時不能。

3 .  自動車運輸関係

6 月 29 日より本月 5 日に至る豪雨は金! 際下の乗合パス路線を損壊し、運特赦態を撹筒L

せるが 、就中表六甲「ドラヴウェイ」は 18筒所の大崩壊あり。矯に自 動車交通全 〈杜絶す。

向神戸市営パスは市内山手線路の損壊の潟 、特別区は殆と・運時休止せり 。

兵庫 J採に於ける昭和 10 年 8 月 10 日豪雨被害報告

降 雨 の 獄 死

8 月 10 日午前 l 時頃よりの降雨は同日午後 I 時頃迄に雨量: l 5.8 粍( 坪首り 6 斗6:3'1・

5 合強) に達し . 一時小雨となりたるも同日午後 7 時頃室長耐となれ翌日日午前 1 時頃

迄に雨量 12 1. 6 粍( 坪首り 2 石 2 ，:' ，十 2 升 5 合強) を示すに至り各M川共念激 lこ士曾水したり

向 11 日午前 2 時頃以降は間断的に IJ 、雨ありたるも増水の程度に至らさ' りさ。

被 害 の 概 要

8 月 10 日夜半より の豪雨に依る被害は這般の水害地域 とl時間 ーにして 、阪刊11聞を主と

し前回災害の復習未了 の矯殊に被害甚大な るも のめりたり 。就中西宮市に於ては御手洗川

夙川 久出川. 新田川等の堤猪決潰し濁流市内に氾艦し主I 上町、問中町 . 今在家町等 ( 6

月ＺＲ Ｙ 日浸水区域と同じＩ最 高 Ｕ 尺の浸水を見＿こるも Ｎ地 形の ｾｪ 係上排水の方法 ｦ よく 加 ふ

るに翌 11 日午前 7 時に至り 、岡市質問新池( 水商 8 町歩 . 71<.探 i 丈 5 尺) 決潰するめ

b て水量を増しにるも、同日夕刻迄に自然減水を 見たり。

4 3  ) (11 



水 害 調 査
〈昭和 10 年 8 月 10 日分〉
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軌 遁 其 の f也 被 害 拡 況 調 査 表

不通又は芸E車事休止 不 ;W路 線 及 厄n日

舎 証t 名 原 IkI 運 行 1犬 況 復 1号倣況

日 時 路 線 | 区 間

市11
1戸市君主

10 目 白守 10. 3つ

須 勝 線 警 5話詰主 7]<. 須雄事関市Ij ;符1ト¥' 4 T 目不 iili

10 日後

至 11 .30
11. 3:) 彼' t li

阪市1
1
電 銭

11 日 i自前 1. 40  
大 阪 春 l: l 野m

11 

泌 近 、岩尾/ HJ パ ス 連 絡

，11 口後

辛後 0 4 5  市11
1戸 線 宕 E量 /Hj 0 4 5  11 

11 
11 自前 1. 40  

11 
凶':，，; 一 酉

11 

香 櫨 閥 、jI 可宮東 I I Il目 H

11 1:1 "  

雫 11 7. 10 宵 東 口Ii り 8 3'つ 11

自古i1 7 . 10  四 'PI 
11 11 11 11 

香 櫨 劇、 rjl 子 制 ff 日 ρ
11 11 

き ｾＯｉ 9.40  甲子関 ｮｾ

11 11 

自 H 9 .40  
11 

凶 宮一 四
11 

香 櫨 側 、Wi 宮 JR l.. l li tJ 11 

11 

"  ヨ5後 0 .45 'df 来日 I問

11 11 

怠 11 0 ，10 阪 市I1I 北 今 iiI! 11 
山打出 、凶宵戎1 f t ] 車線量E特

" 1 0 4後つH

歪 10. 40 凶 道 線 ｉｽｾ 宮戎 Ａ悶 夙 ill 、‘ 香 櫨 附 問 パ ス連絡

長1;狗 7 ，3 0 四 予.; ;!x; 

* 長 洲 、 尼 崎 l悶パス 11

H 後
11 11 11 11 

iJ l打 l品、夙川/ : 1m夙 川 橋

至後 4 . 50 x江 橋rm
香 総 附 Il [ j パス連絡

10 .0 0  11 

自 H 4 .5 0  

山 打 ll:l北|

山打出、 北今河t1，511 パス 1.
11 後

11 11 11 

今 津 、滋
11 

至 ，. 10 .0 0  

問 来 針Hi

演 問 、 >11. 長 洲 10.4つw

阪利f念 行
11 自首ff11 5 3 0  大 阪凶夙; 町北口 軌 床 :1-.砂 流 大 ｼ以 、 ｰｱ Ｇ� ｜Ｇ 北 ｾ ｾ ｉ ， r同折返品i ' 後

?邑 銭 宅 10 2 0 前l' 戸 線 jll Ii り 失 草I1I戸 、以 川 車 事 3. 10 

11 11 

自 H 5. 30 

今 津 線

仁 川
5後良橋築設 に 前 今津 、 仁 ｾ ｭｊ 折 返 品 ｬ 車事 15 日後

小 林 n日 i泣尉主翼 小 林 、安 塚 3 時 H

11 

"  

ドl ifri 5.3 0  

rp陽 線

夙 川 t仇床流失 1

gl子凶夙川/ i fJ パ ス 連 絡

11 1:1後

毛 /1 8 .45  ］［ｾｦ 楽劇陥 Ｑ 築 堤 崩接 2 8 .45  11 

11 11 

目 11
5 3 0  

j I t 塚線

三 凶 軌 滋 4 パ浸
梅 Ell 、 = 凶 1:0 折 返 還 特

12 日後

服 部 nu 7]( 曾 根、w塚 7.20  11 

山陽 電t殺 10 日

自後 I I . m 

本 線

車祖 巌 石 垣 劇 後 土

姫兵路庫 、、 5強5 対川/il J 折 返是正特

11 臼191後

事 /1 1 2.0 )  ｾ川間 砂型l ! . 波 J: 司 11

市1I 有? t i 銭 11 日

ドl llii
5. 0)  

会 ? 紡l 浴 i L " : 不能 週l特 休 lヒ

11 lliJ 

ヨ草 11 7.0' ) 7 停年ト η "

有11t ' パス 白後 5.00  有 馬

有均' l t ll山

府ｾ決ＡＱＧＨ 2  12 日 初 登ρ  山 n 、有 馬 l甘] 折 返 主E締
口 村、所

株 式 合員士
霊主 11 7.0 0  rt 波 紋

関 l隊逃

箇 所 j1(' 塚 、山口 徒 歩 連絡
より 11 I  

本調査は本委員合委員兵庫l係技師鳥井伶綴氏の御好意によるも の〉抜率な り、惑に j享 〈

感 謝 の 意 を 表 す 。 ( 三 浦 委 員 記 )
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建 築 工 事 場 仮 設 備 に要 す る 重 な

る 器 具 機 械 の 研 究 及 附 帯 工 事

中 主 に 水 道 衛 生 工 事 に 就 て

設 備 委 員 曾

昭和 10年度に於 け る嘗委員舎の研究の一部と して前年に 引続 寺本項 目に付 き下記の結果

を得?こり。

杭打用機械

(1)  二本子手引 の もの

線切な き場合 には 3 間杭位根切ある 場合は 5 間杭位 にてモンキーは 100 貫前後 なり 。

数の多 き場合は電動 ウヰン チを使用 す。矢板打にも長も 多 〈使用す。

( 2) 檎紐のもの ( Cl ub E ngine)  

高 さは50尺乃 至80尺{立迄な り。 モン キー は 200 貫以上 l 噸宇佐にて電動又は スチームウ

ヰ ンチをイ変用するドロップ式 とす。

f古Tスチーム・ハン マー ( Steam Piling  E ngine ) は重量約 7 噸位 まで あ りて箪式 と複式と

あり 。車式は錘を上げる時のみ蒸気力を用ひ落下は自然 とし複式は上下共蒸気力を用ふる

なb。

上記俊械は舶来としてはマキア ナ シテ リー、 ユニオ ン、ナ ショナ ル等多〈使用し園産A )

しては油谷式を最も多〈使用す。

蒸気機械のものは檎の底面が 巾約 10 尺長さ 30 尺位あるを 以て現場のスプ ースに依り使

用方法考慮を要す。

掘方用機械

掘方は大きな工事にてはパワ ーシャ ベル、バケッ トコン ベヤ{ 等を使用する事あれど こ1::

の揚方は一般にリフ ト叉はデリツキを使用す。

運搬用機械

則 1 4 6

工事場内の運搬用には

熔上機 ( Hoist E ngine)  

ウヰンチ 一般に手働と 電動と の二極あ りて電劫の力は最大 4 噸 i立なり 。

デ リツク ( Guy Der ri ck ) 三脚 デ リツク ( Sti丘 Derr ick) 等を最 も多 け吏用 す。



その他 Chi cagoboom，コン ベャー ( ベル トコン ベャー. パケットコン ベャー ) 、シユー

ト等な り》

ポンプ水替用

ダルマポンプ Ｈ 手 ｾｉｪｬ 対 ｉ Di aphr ain P ump) セン トリ ヒユ ーノJ ルポ ンプ( 千五気&. 殺車機用 j

め り口線切深き場合は之を二段に使用する もの とす。 術 ピスト ンボンフ' ( ，; t 21J ) ' ( 枕迄に有効

なり。

ミ キ サ ー

咋今は殆んど岡産 にて電動多 し。場令に依 り穫動機のもの もあり 、時に依りて便利なり

最少 3 切練よ り27切練位迄あ り。

( Cube Mi xer  

Rot ary Mi xer  {  DoubJ e Cone Mi xer  

l  CyJ i nder Mi xer  

“ Poddl e Tr ouεh Mi x. er"  " Gravit y  M ixer" 等あり。

ミキサ { と 同時にイナンデ { グ ウ ォ ー セ ク リ ー タ ー . ポ ンプクリ ー ト等あるも之等

は向使用に 際し十分 に考慮を要するも の とす。勿論外にタワー、シユート 、ホッパー . カ

ー等を附属す。

釣 足 場

ー・時外園製のものを使用しにるも最近は園産にて適宜架構す 。之は大関 フニツシユの工

事が建物作業用として有効なるも建築現場には . 矢張足場を架設する方が便利にて . 釣足

場を使用する場合少し。

以上の外原動力 1: るそーター及びト 〈ツター、セメントガン放吹付用諸機械等 ib 1) 0  

( 以上〉

向委員舎にて先年現場機同中杭打機械及ミキサ { の騒音防止の潟特殊ー工法を研究し fこる

が、引続き他の音響護生の多き現場機械類に就きても鋭意研究中なり。

設備工事に就きての一般的の注意

( 1) 附帯設備工事施行者は遅くとも 基 礎 コンクリート打前に決定する事。

( 2) 工事施工に営 り充分 なる工作場を輿へE 工事中綿 k と移動せぎる事。

( 3) 配管後の養生 に就き充分注意する事。

( 4) 防水箇所を貫通する 箇所は充分打合せをなし可嘩に施工す る事。

( 5) 附帯工事は本工事竣工より相営時 日を見込みて竣工日とする事。

工事現場の欣態に依り必す' しも上記を厳守する能はぎる場合あれど 、後に起る種々なる

厄介を考ふる時は設備工事は霊視すべきなり。

配管工事の施行 ( 主に街生工事に付研究す)

( 1) 配管はなるべ〈埋殺しを避〈ぺし3 コンク リ{ ト 又はシンダ ー中に担める時は酸或
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はアル カ 1) _ の震に外部 よりの腐蝕多し。 銘i管に於ても酸化鉛を生 じ滋策あ る所にては局

部的 に電気分解の如き 現象 を生す る憂あり D その他工費或は持能性の貼 よりも 鉛管は推奨

すべ きものに非子。

( 2) 配管を露出 とせぎ る時は充分 なる「パ イプシャフ ト」を設 り、後か ら黙除修理 をなし

得 る様適営なる虎置を講じ置 〈ベし ，叉暗渠等も後か ら這入り得る丈の大 きさを要す。

( 3) パ イプが防水平存を貫 〈場合

防水居のある床を貫 きて 下の階に至るパイ プあ る時は必" " 9- D rip  pipe を取るペし。叉

建物外部に出す場合 も同様 とすo D rip pipe の Pack ing はボロ ;布等 に防水材料を浸 まし

? こるも の を用ふ。

( 4) 給湯蒸無配管は結針埋設しを挫 〈べ し。

( 5) 配 管方法 に就きての注意

配管は流水の方向に依り勾配の附し方に 充分考慮 をなし 、特に排水管に於ては会 開のシ

ステムが一様に働〈様にせぎるべから 十。

配管はコンク リート 中に於け る 曲 部は 出来 得 る限り小 なる 曲りと なら ぎる 様なし 。 ｲｾ ミ に

接手に於 て流水の方向に接続する様注意すべし。その他油脂類の塞 bの憂あ る筒所はi庖首

な る防止設備をなすべ し。

向給水に於て は便採用水管等は給水本管の附近 に直結せぎ る事 を?要す 。

ボイラ一室に概きて

機 械室の 面 積 は 充分取 る 事を 要す 。面 積 は電策室 ｾ 除き て 建築 線 、商 積 の Ｕ 乃 至 Ｖ 分 杭 は

取る べ きにて . 室内の タンク 、ボイラ ーその他の機器類を 後に取り 出 し得 る様考慮すべき

な り。叉事費の際の主主電中止に癒す・る篤 . 将来は自家斑電乃至は蓄電の必要も あ り。機械

室の位置 は現今 にては地下室が普通 なれど 、種々の不便める故向研究の位置多 し。

j事 化 槽

-浮化惜の大 きさ の略算法は建物の延面積の 7 割を居室 と考へ 、1 : 坪竿 に l 人 として人数

を算定し、1 人営り 5 乃至 6 立方尺の容積を要するなり。こ の場合高さは約 7 乃至 8 )(と

すれば面積を見出 し得。

浮化相はなるべ〈建物外に設置する様になし . 己むを件す・建物内に該〈る時は掃除& 鮎

検に使なる筒所を選ぶベし。

消火設備に就きて

( 1 ) 消化用水源とし て一種しかなき時は充分容量大なる消火用!?i ソj、槽 伝説1置すべきなり

( 2 )  水道に 充分邸力なき時は消火ポンプ叉は水防 ポンプを必要とす。動力としては電気

以外にては 10 乃至 30 馬プJ のガソ リン稜動機佐用ふ。

( 3) 消化栓の 位置は各階相似の位置に置〈 ベ し。 ホースの長 さは大韓 100 尺を限度 とす

XI J  4 8  



る故 . 建物面積に感じて筒散を定め得。ホース は水が入 ると上階より下階にのみ熔用 出来

るものなる事に注意を婆す 。

( 4) 消火設備の配管は湖立系統となし置 〈べし。

( 5) 屋 外泊、火栓は凍結の防止方法を考慮なし置〈ぺし。この場合は消火栓の本閣は地下

思t霊式としホース取付口は便宜のEEに置 〈なり。

ノ ー ズノV よ りの噴 出 水量 ( 消火栓用 )

各 種 / 7: ノι 口 径 rum.

古千i7)': 頭

111 k，g- /cm
2  

tν ( 9.5 m凶〉 ;¥-" ( 12. 5 mm)  ν (19 凹 ID)

噴出向 ID. 7J<:ii1; 11m n】 11m m.  11m 

3  0. 3 2.7 37.8  3. 0 54. 8 3. 0 130.0  

6  0.6 5.5  54. 7 5.8 77.9 5.8 174.6  

9  0. 9 7.6 65. 9 8.2  95. 3 8.5 21 4.7  

12 1. 2  9.8  77.1  10.7 11 1. 9  11. 3  247.6  

15  1. 5  11 .3  86. 9 12.8 122. 9 13.7 277.7 

18 1. 8  12.8  94.5  15.0  134. 6 15.9  303.6 

24 2 .4 14.0 109. 6 18.3  155.7 20.4  350.0  

: 0 3. 0 16. 5  124.0  2 1.1 174.3  24.1  392. 0 

36 3. 6 16.8 135. 3 22.9  190. 5 27. 5 429.0  

42  4.2 17.7 145. 5 241 206.0  31. 2  474. 0  

48  4.8  24.4 219. 6 32.3  496.0  

54 5.4 
232.9  34.1 525.8 

60 6.0  246. 5 36.4 553.4 

( 文責枝裕井〉
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住

; - I. 官

℃ 構

ご盛2

1己 座 談 曾 記 銭

住 宅 委 員 曾

住宅の床について座談的に意見を述べることに致します。

住宅にも程度が種々 あります ので. 中流以下に標準金置いて話すことに致します 、山l ち

坪嘗り 15 0 関前後の住宅{ t ' 目棋とすることが鐙営であると考へ られます D

寸法の事は従来住宅では寸Ｉｾが使ひなれて居りますが Ｎ 漸次米法に依る ｊ 様に規絡を統ー

する必要があると思ひます。

昼 に 劃 す る 新 工 夫

和風の昼営改良する方法はあ りませんか。

盤石? 艇 〈するに め床 {t' セロ テックス 2 枚を ;EJ に してこれ に表をつげた こ とがありますが

縁 をつけるに手数カ2か〉る の と、端が反る ので隅々 を?釘止めとしに経験があ ります。叉馬

糞紙の製紙工場でボール紙から挫の床を製出する研究を進めら れて居 るさ うです。

挫 の寸法を今の 2 分 の l にして 、鰹〈してはどんなも のでせうか .

ぞうすれば半分になるから大掃除などに手軒ーになり、 Lf三常でも盤{ t ' 日光に曝すこと が出

来るといふものです、然し形が正方形で見? こ自にはどんなも のでせうか . 一つ試験的に宜

行して見? こら案外面白いかもしれませんo

コルクで床を迷ったら 軽 〈出来ませんか 、勿論鰹〈て良いかも知れませんが 、日分厚で

呼 10 聞は致しますから 1 吋l享で 24 隠l もか〉るので 、中流以下の住宅には費用 の賠で終

第です 。中流以下では些は一役 3 闘. 4 闘程度の ものでないと坪営りが高〈なります。

東京の些は厚さ 2 寸ですが . 全閣 2 寸に 一定すれば床工事の仕事も統一 されるわりです

大阪は 1 寸 B 分を普通としてゐます。

総械刺しの盤は 10通代用品以下では一年1: てばすぐ凹凸が出きて表面に波が うって 高 い

慮がすれて損傷が早い。 13通り代用品以上なれば桐蛍良いものである。坪営り 150 凶以下

完全な挫みを聖書むことは? 焼却! である 。上等の設は板の上に 坐ってJ ; S - るやうなも ので鹿市闘

ではがないと足がいたいが安 もの 、盤はぷか ぷかにからこ の貼賞用的と云へば質期的です

X け 5 0

床 ヱ 事

数の下の床板も合決りしにものを使用しにいものです 、松の 6 分板か 、中板 (J 与さ 4 分

51豆) 位を使用す れば坐のため にも 良い ものです 。現在は 3 分 4 1豆の劫. 板を粗末に 張 って



居るからこれは改めにいものです。

叉根太をな〈して大引 fごりで 8 分阪にすれば大掃除のとき大いに助かります。

! 末の高さは 2 尺位が遁賞と考へ られる 、1 Ｉ ｾ＠ 5 寸料度では床下の清潔や防 μ通風に i盛j詰-

k は云はれない。

床下の通風は衛生や寒暑の調節に必要で あるが . 空気の取入れ 口を レヂスター式に調節

し得るものにしにい。床下の欄 聞 を無双引遣戸として冬は閉ぢ 、夏 はn日げて通風を はかる

方法は是非必要と 思はれます。昨年の暴風時に床下通風が良すぎて j利 疫を吹上げにと云」、

珍らしい例があります。

ささ寄託放の床 I面積に劃する i直営な大きに ついては似i究され 1: 校準がある と思ひま すから、

京大の戸凶博士におヰねすることに致します 。 これまで は全 < 11分坑で空気抜の穴をあり

て居りましTこが 、理論に立脚した大きに是非致し1: いものです。

土益金コンクリート の上に直接のせ 子 、不ji 石の上かフヰルト{ t >9Jh、て防1M' 聞を塗って士.

5Ji:を取付ける機にしたいも ので す。

床下にはコンク リート よりも三ナI'PlJ l ｾの方が ｪ 然 条を芳 結させないから良いものです。

和 風 の 頓 床

和風の板敷は貨 は ぎ叉は合決にする やう に し1: いも のです、 後 り薄い板の とち質はぎで

あると賓の部分が仕上の時うす〈なるから注意を要します。

￬ｾｬｩ い阪を使用するときは 敷日 板張りとす るか 、 線太にフヰル ト を 張りつけてこ の 上から

板を張ると隙間風が防げます。

浴室の股衣室など は1熱気のにめにも足 5 わ りのにめにもコルク敷が良いも のです。

縁側の板張りは闘西では栂材、 J怯材を使用しますが東京では楠がつかはれてゐます。安

〈仕上げるには米前 . 米栂、米松等が使用される が橡(}!I j には遁蛍な材料ではない生節が み

つでも柿や松や1 H の方が良いも ので す。素人は簡を 非常に嫌がるが僅かな節はめっても賞

用上一挙支ないのであるから . 節使用 の宣停でもし?ごらどんな ものですか。張方は合決を誼

賞主認めます。

リノリユームを代用する のも一方法fごと考へます。

蓋漕檎は中k 良い材 料です。

橡側に摺j安を主主ることや . ベンカボラの iUl 拭きとすることは地 ) j では首からやってゐる事

ですが 、賓用的に大越 良いことでゐります 。

主主 る事になれば板 材の多少の節も目 立にぬこ とになり ますし 日日 の掃除も楽になります

豪所は節があっても良いから柏、杉 、松 としたいも のです。上げ板は建坪の少ない家で

は是非必要で すが 、官余裕のある家では利用慣値が減じます 。
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洋室の床につ いて御意 見を伺ひますオ ー クで張れば Ｗｾ Ｘ 闘から ＱＰ 闘住までで張れて、

オイルステ ー ン、 ラック仕上かワックス試き tこすれば鰭裁もよ〈矯めに良いも のです。

近頃山毛俸の板が用ひ られます がf直が安〈 狂 ひが少いも ので す。十I t の板 もオ ー クに似 て

良いものです。

米訟の柾板は安負請 に盛に使はれ? こが此頃は闘枕の闘係で 割合高〈つきます。

水自慢の板は筋績工場などに用ひられて居ますが乾燥を十分 よ〈しないと 狂ひ易いもの

です。

樺併の板や 4 s : 楼の板は上等で すが値が高 いも のです 。 ラワン材は一般に狂ひ易し虫が

つ き易いといはれて居る が . 18 ) 度位の乾燥室に入れて使用すると心配がなくなります 。

米松よりも安いか ら草償の安い建築には遁嘗です 。

)末張 りも 室の周囲を寄木張りと して、中央部を縦張りと して敷物を敷げば意匠効果を?あ

げて手聞が安 〈上ります。

食堂の床はオーク ( 厚 6，7 分) 板張りとすれば坪嘗り 20 出! { 立で仕上ります 。

安いw営 りの住宅の j末は一般に寄木張りとす ることは費用 の駄で不可能であるから、敷

物や家具 にかくれる部分を強め定め て置げば . こ の部分のみ梓張り として現れる部分を寄

木とす れば費用を節約すること が出来ます n

際後室の床は冬の保温の事を? 考へて . iii へ張りよりも 2 重張 b とする 方が適賞です 。更

らに保温を完全にする方法は . 根太の下から板を打ち上げ根太の高さ Tごり鋸屑をつめ込み

この上に床板を張る様にすれば保温の目的が逮せられます。然し板それ自身が冷えるもの

です から . 冬は是非敷物を必要とします。

毛紋壇. 壇通. などを敷 きつめ る事は理想的ですが高似ーにつ きますか ら、椅子の前にカ

ーペットを捨敷とすれば足が温かですn

花英躍も安〈て保温の目 的が逮せ られま すが演じ易〈持が惑いので困りま す。

鎌倉時代に逆行して虚 k を些敷とする こと も一方法かも知れません。

浴室の床はコンクリー トモルタル塗りとして笠子敷とする方がよい笠子は槍材を周ふ

ると腕〈て腐れが遅〈遁営です。

その外人治腐ぎ出しの床 も良いも ので す。

主IHかいモザイク. タイルも此頃は盛んに用ひ られて ゐま すo

笹子の上等のものはコルクの小片を互達ひにつなぎ合せに各き賀子は凡てに便利なも の

です. 2 尺に 3 尺位が 20 凶位か〉ます。これが代用として楠材の小片で進つ? こならば安

似で好結果を得るかも知れません。

浴槽は今の庭 日本で は木材が喜ばれてゐます棋材が最良であります 、これに ついで冷や

サワ ラを用ひて居ります。板の厚 さは 1 寸、 1 寸 2 分が普通で上等の ものは 1 寸 5 分あり

ます。損材なれば前者で 13 年、後者で 20 年は耐久力があります。
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浴槽の嬰つに形で慣用上使ひ具合の良いも のは長さ 4 J-!_ 2  ｾ寸 、巾 ｬ 尺 Ｘ 寸深さ Ｑ 尺

B 寸に造られにも のは長形で足を延ばすことがW，来 る上に屑まで這入られるので和洋折衷

の型と 考へられ ます 、西洋 の浴料れま深さは n.J 1 立で屑まで這入れないので日本人の習慣に

合ひません。

叉足の方の底を斜面に上げれば水量を節約できます 、水量の節約は燃料の節約を意味す

るわりにな b ます。

この他小供風日としてj突きに段をつりにものもあります。

コンクリ ート 浴槽を治るときにメグ ｊｌ ラスを折ｾＺ￭［ｪ式にして将 ｬｩ の凶側を擬げて造り十番鎖

線を補強として卒にして コンクリートを打も. 折目を? 欠きとって置いて四壁を立てると薄

手に手際よ〈仕上ります。これには職人の特極の熟練を要します。

長州風目は経梢的に評判のよいｾ円ですが感じは飴り良〈ないものです。

底積煉瓦を二重にして保f簡を十分にして湯の冷め易〈ない様にし 1: ものをI盛法風呂など

と云はれて居ります。

ガス用の風呂などは一般に木製 を用ひて居ります

便所の床は最近タイ J L 躍りが流行して居 ます がi尉自の結と婦徐など の黙で如何なもので

せうか。

板張りの方が冷えが少いこと はrr{( か です o + ' 0 桜にスリ漆喰りと し1: ものが或る地方で行

はれてゐますが良いと思ひます。

或る女工寄宿合でタイル張りの便所! 末と倣l板の本質慎り のほとを遣っ て見 1: 底力: 、板 床

の方が大愛人策が良かったと云ふ例があります。

ｾ Ｚ 換を庭に掃き 出さす ・に廊下 の 隅 の 一部分を岡の様に 小さ な上げ板として 、 中に堕［吹箱

を綴めて置〈と柿除がま終に出来ます。

床 下 卒 爾の一 部

l =  'T" .f忌

P 御;-i r"

F ノゾ主肘 ノ制

ρ ｪ 但制 ｊｾ Ｎｴｫ 思吋

廊下の博張り板は多少の節? : ' 辛搾すれば 、J合材を使用しでも坪 3 闘 50 銭| 立で内外さるか

ら米材な どを使用するよりも後の 1: めに良いものです。

床などには飴り金をかげに〈ないものです 、丈夫に張れて清潔が保て〉保恨の 目的が連

せられ〉ば良い としなければなりません。

掃除用の器具で最近使は れて来 1: 電気ク リー ナ{ は コ { ドが邪魔になる こと し 柄の長
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さなどの閥係から装飾品の多 〈飾った部屋などには却っ て不便である。

壁

最初に 日本式の壁につ いて御意見を伺ひま す。此頃の真皇室は甚t:: 粗末で壁下地となる ，J、

舞が充分のカを持っ てゐない様です 、女竹を ヒシヤイで小縄で編みつり ?ごものTごから慌を

垂 直 に支へることが出来すL往 k 脅劫面となる嫌があります。

背のものは真渡竹は女竹 を用ひ 、小舞竹は真竹を 四ツ 割としたものを使用してゐるから

しっかりしに下地が出来て壁の塗上げ後に故障がおこりません。

壁貫は大貫主＿用ひ Ｎ 棋は勾配をゆるくして ｈ 了時に打 込 まなげればなりません 、 模ｾ粗末

に打つよりは釘付けとする方確賓なことがあります。

闘東では主t I こも 小舞縄をかけて居りますがこれはよいことです 。

壁筋違の代りに四分 ( 12 ミリ ) の鍛筋 を錆」トーめ して使用すると壁を仕上るに都合がよい

ものです 、筋違の代用とします。

真壁構iiEで小壁やノ]、聞の鹿は木摺下地 と致しますが . これは雨耐打ちと致しますので手

間も費用も多〈要します . 荒壁を? 乾す7象猶のな い場合も木摺下地主? 用ひて壁仕上げを致し

ます。

壁ぢりは隙聞が問来 やすいも のでこれには色々 の方法を用ひて居ります。

ち り決りは荘に 2 分 の決りを? 入れて. これに壁が1食ひ入る厳に 塗 って |掠きを防ぐもので

す、暖 ｲｦｬｾ 打ちの方法は ｬ 寸 Ｓ 分 位な 巾 の 寒冷 Ｑ ［ Ｇ少を ｉ 尺 位 な 長 さにしてこれ の総 に竹をさい ｦ こ

ものを?縫ひ つり. これを? 柱 の壁じりに打ちつけ. これを壁に塗り込む方法であります。

叉割竹に*ra ｾ、涼松縄を＿をきっげてこれを柱ぢりに打ち Ｎ 雪壁聖ｻ仕士上 Ｓを＿なすこともゐります 、

貫

荒壁について申しますと ‘ 子1E壁は古土が一番よ〈古家を壊し? こ壁土などは辰良のもので

す。: . tm土. 腐 蝕 k等は次に遁蛍であります. 数回線返し7kを はって永 〈置 付ば置 く程性 質

が良 〈 なります 、理惣、ｾ云八ぱ 一 年近〈も置き時々練返せば良い の でありますが 、 工 期 の

闘係で そんなことも出来ません。

これに 入れスサ麓は古縄 、古 ムシロ ;等を 細かに亥1J んにも のが上等ですが . これも今では

新誌を使って居 ります 。
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荒壁ｾ塗り上げ 乾 燥してからその裏面ーから裏返塗りを致します 、こ の 二 つが 充分乾燥し

てか ら柱及び天井銅像と のほー閥線となる部分即 ちチリ を塗 り但ります。こ の事をチ リ廻 1)

と云ひます、これと 同時に1'I しぱりと云っ て買 や筋泣の部分を古蚊帳や布ーなどで張り 、壁

の亀裂を防ぐ様に致します、 11丁時なものは 荒管の上を 村直をして、大韓の卒蘭を? 整へてか

ら 3ーを寸の間隔を置いて壁一商に古蚊慢を? はる場合があります。



中海土の、1-.等の ものは 河の氾慌したとき 、生口 の*1l I かい土が汁1来るものですが . そんな

土が良 い の です 、 普通 は士 ＱＱＱ ニ ｬ ＭＺ を ｾ *1A7'J> ｾ、 的 ｩ でふるって砂をませＧて使用し て ゐます 、山土ジヤ

リ土。

中塗以後は雨降に仕上げる のは さげなければな りません。

雨降がy/if;、集の多 い時仕上げる とカピ の斑賠が壁の表而に/:1-'，て来ます D 日本壁の表面仕上

げは押八壁 と砂壁 と7Kごね会に大別 されます。

押へ壁は色土 とt奈l' 食をこねて金銭で押へ塗りをする 仕方であります。

砂壁は京rnかい砂 とN [ k の鍬物粉を? 調合 し、司'fi 糊を入れ て塗り上げる方法で、鉱物質の種

類に よ って多柿 ｾ ｴ ｝ の名稿が 出 来ます。東京の松村と い ふ左官は石粉を ｾ ｉｊ k よ〈研究して

居ります D 京高[1は一般に位仕上げが良 < .'1' ，来て居 ります。

最近日本式の監に見える棋に仕上げに鑓 つに方法が極々あ b ます。

セメントモ ルタ}l- 塗の上に ペンキを 塗り 、これに 鮒府や コル ク粉末を振りかげで乾し、て

か ら色 仕上げ をする 方法や . 砂壁材料を吹付機でーベン イン トす る方法な ども あ ります。

糸や紙を どろどろ に砕 して糊 を入れて塗りつけることも 鑓っ て居ります、叉新rlnキ;l0;'煮

て塗ることも模様が ，'-l¥来て面白いものです O

借家などで上等に見せるつもりで床間Tごり鐙つに塗方脅したものもありますが品が後り

良く あ りません。

長所、 便所 . 浴 室 . 抑入等の監はモ ル:タル塗を? 併即して防i然、防虫、 防i立の 目的を 主主す

る様にしにいものです。

使所のl廃をガラス張りとしたものがありますが . 冷Tこし、感じが して冬は好まし〈ありま

せん 。

グイル を張るならば白色より暖色系統のものがよ 〈モサP イク の方が更らに良い様です。

松の杢板などは新らしい内は立抵ですが古〈なっ? 二らどんなものでせうか。

天 井

天井の機法も和風と洋式とに分げてお話する方通賞かと考へられます。

洋風天井にも多〈の種類があるわけですが天地 となる材料 の上から分りて、次ぎ の順序

に討究することが使宜のやうです。

漆 喰 天 井 木 製 天 井 金 属 天 井 人 工 板 天 井

先づ漆喰天井の下地に ついて御意見がありませんか 、鋭筋コンク リ{ ト の商が直ち に下

地となる 場合は故障が少い ものですが 、其他の下地の場合は施工上の注意を要します。

木摺下地の場合は漆I喰を 塗 り上げて裏返しをなすと制訴する恐れがありません コ

天井は一般に中央部に於て上げ鰍にすることは肝要です 、スパン二聞 の 中 央 に て 合

位が遁首のや うで 1-
0
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漆喰天井には是非空気抜をつけることにし? こいも のです。( 闘参p. ，?.)

オ蚤

下地に「モリノイド J 1-イグーナイト」等

を使用すると亀裂を防ぐことが出来ますが

稽手となる所は 目地をあげて張り上げるか

格縁 を附げることが必要です。突付張りに

すると 板 の厚 きに多少の不同あり叉不同が

統ーされても種手切れがしますから注意を要します。

木摺の上にメグルラス張りとしに下地の場合は、 ｩ 安 喰ｻ･ 主 主ると ｦ 布 告ｾ ｜の 恐れがありますか

ら必子、毛ルタ J l.- { e塗る や うにしなりればなりません。こ の場合は木摺の巾が庚〈間隔 も

荒〈て義支へありません 。 ラス張り の下地の方が亀裂が少い やう です、モルタ J I- を塗ら す'

土気の 多い材料をぬると天井が落ちることが あ ります。天井の面積が大きいときは ラス下

地の方が堅牢であります。浴室などもラス下地モルグル 塗 りの方好結果で あ ります。 天井

木摺は薄〈て細かし、ものが良〈主将、集にあって狂ひが少い材料がよいものです。厚い木摺は

漆喰が裏に廻らないから不適営です、 i漆喰塗厚は 5 分位が適嘗であります o 下げ緒は 8 寸

間千鳥打として中塗の材料を丈夫にする必要があります。 霞費下地は野縁の上に 霞宜主?釘

打として天井下地と致します、 直笠は掠梱縄の太 いも ので編んに荒 いも のが裏側に漆喰 の

廻りが良〈附が良〈なりますo この場合も裏返しをすれば表裏一程となって丈夫になりま

す。 霞賓下地は茶室や数寄屋造の上等建築の部壁仕上に用ひられる場合し博覧舎建築の

やうなテンポラリー建築に用ひる場合があります、後者は組悪が醍笠を使用し下地張り の

手聞を省き念速に壁仕上をすることが目的であります o

モリノイド、イターナイト等を下地とすることはプラスグ{ の付がよ〈丈夫に仕上りま

すが、下地の費用が相嘗か〉ります か ら特別 の住宅 lこ限られます、この際の板の厚さは普

通 6 分厚のものが遁嘗です。叉グムコートといふ新塗料を ぬると耐熱性が極めて完全なも

のとなります。普通二回塗で目的が主主せられますo ハイリップ ラスは完全な下地ですがも

費用が高僚につきます。叉ラスに細いパーを鹿 きつりに力骨付ラスは急: ヤ仕事には便利 な

ので、 2 階下に使用する場合などは極めて取付が容易であ ります。

以上二つの下地は骨組として小型キヤンネル組として之れに下地主?取付けると耐火的の

天井とすることが出来ます、獣毛入の竪練モルタ J l.- Iこて塗 ると好結果が得 られます。叉下

地に 4 分厚のコルク板を用ひ モルタ J I- 塗 りとし? こも の も上等の工事に採用されて居ります

コンク H ート直付の天井仕上げ下地の準備が入れません が . コンクリートとモルタル の

附をよ〈するにめ. コンクリートが乾燥せる場合は充分霧吹をしてからモルタルをぬる や

うに注意が必要であります。 i安喰は卒滑にぬるに は遁賞な材料 ですが色付には不自由なも

のであります。

プラスターは{士むが早・〈ベンキ下地とするときは誼嘗な材料であります。
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ボ ー ド 天 井

最近ボ ー ト類の建築工事に利用する範囲が庚〈なりましてその種類も多〈なりましにが

中には吸i#1; 性の多いものがありまして天候によって仲縮するものがありますから . その選

揮を注意しなければなりません。これは下地材料として用ひられる場合主直ちに 化粧材と

して用ひられる場合があります。磐若糊 . 腰等にて取付られますが釘打止が完全でありま

す。釘の頭をつぶして目立にぬ工夫が必要であ ります。

ホ、ー ドの種類

セ ロ テ ッ ク ス

トマテッ クス

ケ ン テ ッ ク ス

フ ジ テ ッ ク ス

ア ル テ ッ ク ス

金 属 桓 天 井

キ ビ テ ッ ク ス

モリノイド

イターナイト

インサルボ ード

ビバ ーボード

エンソボ ード

金属板天井は木製の絡聞にパネルとして絞め込む場合と、天井野地を遣ってこれに全面

的に打上げる場合が一般的であります。

ペンキを表裏から塗る必要があります 。裏商を塗ることは取付後は困難ですから . 取付

前に塗って置〈やうにしなければなりません。

我が園では昔から各種の木材天井が造られてＮ塗込の天井ｾ用ひた例は極〈少いもので

ある。木材天井を大別して見ると

1. 竿橡天井 2. 格 天 井

5. 舟底天井 6. 懸込天井

3. 打上天井

7. 化粧天井

4. 梁 天 井

等に分れる。この内日本住宅には竿像天井が最も多〈用ひられ悼の形紙によって糸l凪 大

面、猿貌面皮等の直別がある。大さは 8 分 x 9 分位で猿貌は 1 寸 x 1. 2 寸位が普通であ

る。

竿橡の材料は冶. 杉、米杉. 米機、等最も多〈脊を? 好む場合は雑木類 . 竹類{ f 使用する

ことがある。

雑木としては 樫. 青桐. 赤松皮付 、楳皮付

竹類としては 白竹. 斑竹、媒竹. 方竹

叉天井板としては杉材最も多〈使用されそ の柾目や杢目を賞美する醐係上材質の等級は多

〈てその償格の相違も甚 ｴｾ しいものである。

その外縦板、槍板、姿倫板、米槍板 . 米杉板、等も相営多〈用ひられτ ゐる。
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奇を ｾ� 子む場合は桐板 、 杉皮 、 網代組 、 石盤組 、 ヒシヤギ竹 、 萩 、 直 、 篠竹等を周ふる 乙

とも ある 。

最近板の代用として各種ボード板を天井 に用ひて新鮮味を添へる ことになっ? : 。叉竿総

の聞を?塗 b込u 場合も 試みられて来Tこ。 これ らは天井宏明朗にするものであ る。

格天井 には折上格天井 ‘ 二重折上天井 とし? こり格問の中に組子を入れたり 、絡間に紋様

を採曲することがあって . 大邸宅の大府間等に用ひられてゐるもので一般的のものではな

し、。

打上天井 には底目板張りとアヤメ張の二種ゐって 、住宅では浴室韮. 所等に用ひられて

ゐる 。

梁天井は従来の日本建築では天井 を高〈する場合 . 天井日長りを節約す場合などに用ひら

れて 、装飾的意味は徐りなかっ fこが . 最近洋ヱXJ t 宅殊にスパェツシユ様式などでは多分に

接飾的に用ひられ、特に梁配置を注意 したり 、包み梁としたり 、箱む梁 として 、天井 も二

階床とは別に設げて音響等の こと も考慮される様になって来1: 。舟底天井 . 懸込天井は茶

室や数寄屋建築に以られてゐ＿こが 、 舟底天 井の 意匠的効某はそ の 使用 の 範閣を ｾｉ 責〈なり、

玄関 、舷接室、日光室等好んでつ古匠される様になってき 1: 。

化粧天井は小舞打ち主流し張り の二極行はれ 、主に日本{ 1-: 宅の縁側やi 1Lf先の天井に月j ひ

られてゐる 。

屋 根

住宅の屋根は完全に悶践を防ぐことは大切であるが . この外に防寒、防暑の役目も 主主せ

られなければならない。

長災後嗣東地方に著し〈多〈なつ1: Ｎ 鋭校 ｩｩＺ ゃ ｾｉ 司 Ｑ ｬｊＺ Ｓ ｔ の 屋桜は防寒防暑に紙製 ｍＩ［ あるば

かりでない暴風に劃しでも良好なも のではなし、口 金j副長や部い材料で茸い7こ屋根は . 特

にその下地に保温材料を 以て寒暑を防禦しなりれば付: 宅の! 副長として誼さな い ものである

従って屋根茸き材料としては間仕舞の良好なる形 ｊｉｊｾ のもの Ｎ 淡水量の少きもの 、 下 地に

緊結さ れて移動の少きもの 、保温AA態良灯なるも の等が賞用的に見てu-F-
1

符な 要黙である 。

然しれ て 宅は賞用的に完全であると同時に植裁や美観も等 ｉｾｾｊ に附するわけに行かな い のであ

る。この結は工場倉庫等の屋糠と同一に見るわりには行かない 、葺上の勾配形妹、色合、

光様、等を l吟味しなげればならないから、そ の脱拷! は去IL'< 悶難となる のである。

屋 根 下 地

五葺(Jj 屋根が波がうって居? これ 軒先が下がつにりしてゐるものは下地が惑いと見なけ

ればならない。

粗雑な情家などは第一建物の、基礎カ: 思い? こめに佐に高低が生じ桁、梁 、母屋等が移動 し
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屋根全鰭が凹凸の見に〈い j伏態となるものあるが . これらは論外とし軒先の波 うつのは援

が重量に劃して細いためである 。

極の太さは借家などには太さ 3 寸を用ひて居るがこれは細過ぎる 、1. 5寸 x J. 8 寸位のも

のは可成確かりしてゐる 、洋式t l:: 宅などでは 2 寸に 3 寸{i ' [な桂を使用する こともあって 、

軒先の重量に従って大さを加減しなげればならなし 、。

野地板は杉の 6 分板で差支へないものである 最近の柿葺 ( 土居茸) は組末になって来? こ

が. もう少 しH丁略に茸〈様にし? こいものである 。茸足 2 寸に葺けば 3 枚重ねと 4 枚重ねの

底力2出来て可成完全になるので 、五に故障が出来ても一時雨を漏らさないで済むものであ

る。 その上に尺 2 寸聞に押へ総を打つ のである が昔は害IJ 竹に縄各ーをしにも のを使用しに。

土居茸の代りにルーフイングの牟披品を敷〈場合がある。最近は下地に保温人工板を打

ちつけることが多くなって来仁、これは野地の下から打ち上げるものし極木の上に人工

J疫を打ちつりで野地板を更ら に打つ場合 し 野地板の上 に人工板を打ちつけて更らに野地

板ぞ打ちつりでサンドウツチとすることがある。

人工板にはコルク 板 、ボード類を? 使用して ゐる。

屋根葺材料は非常に穏類が多いも のであるが、そ の材質から 分り ると衣ぎの様な種類に

分かれるものである。

f素 焼 瓦

( 1 ) 麗 瓦 { 紬 薬 掛 瓦

｜ ｾ塩焼瓦

r セメント瓦

( 2) 不 携 五 { 石 綿 瓦

| 耐 酸 瓦

f 天然スレート

( 3) ス レー ト 1

( 石綿スレート

/餓 板

( 4) 金 属 板 { 亜鉛引餓板

1銅 板

( 5) 燃 焼 材 { 茅ll: . 棺皮茸、柿茸、藁葺、杉皮茸

( 5) の燃焼材を以で茸 〈こと は建築法規を適用される場所は. 火災の黙で使用を禁じら

れてゐるから、位宅の屋根としては不適営と見る外ない D

( 4) の金属板葺も前述の如〈保温欣態が悪いから母屋の屋根には不適首である。

( 3) のスレ { ト葺 きは修理に 際して困難なばかりでな 〈強風に劃して抗カが少いも ので

ある 。

( 2) のセメン ト瓦や石綿五なども時 と場合により非常に使利なことも あるが、住宅 とし

てはそ の色合や光樺等の鞘でどんなものであらうか。
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以上のやうに考へて見ると住宅の葺材料は焼瓦が一番適嘗であると考へられる。

麗瓦も焼方や形! I X で津山の種類で分れるのであるが. 地方地方によって撞方や土質が相

違して〈るから同じ形でも良否の別が生十るのである 。

近畿地方に使用される瓦は主に泉州、播州、三戸r J . 淡路等の ものが多〈使用されてゐる

形欣で最も多〈使用されてゐるものは次ぎの如〈である。

( 1 ) 桟 瓦 ( 2) 本 五 ( 3) 輪違五( スパェツシユ)

( 4)  S 型 五 ( 5)  フランス瓦

これらは雨仕舞が良好であって安心して使用出来るものである。襲つTこ形放の瓦の場合

は充分に試験して後に使用しないと恩はさ' る失敗を招〈ことがある。向ほ叉破損修理の場

合も困難である。

楼瓦は我が園で最も多〈使用されてゐる瓦であって 、切込引掛桟瓦‘ 本贈さ桟瓦、|商取

瓦、蝋燭桟瓦等の工作の仕方がある。大さは葺坪 64 枚のものを六四と云ってゐるが山陽

地方は 64 枚茸であるが大阪では 64 が 62 枚茸となってゐる。

これは規格を金図的に統一され〉ば災害な どの際早急に間に合ふ ことになると思ふ。

瓦を下地に留 め るには ‘ 釘打とする 場合 と銅椋吊りとする 場合あ るが. 後者の方が後の

故障が少い。

釘は亜鉛鍍金の ものが良し、。引掛桟瓦は桟を土居葺の上に打もつりでこれに引掛る ので

ある 。

瓦の下の土の敷方はベグ土と真土と耳土とあるが、真土敷のブJ が良い 。 これは瓦の監の

中心棋のみに土を敷いて雨端をすけてお〈方法である。土にセメントを少量入れて瓦を敷

〈と固着が良いも のであ る。
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昭和十年度阪榊防空演習に於げる夜間

操業中の工場の燈火管制朕況調査報告

都市武装促進委員舎演習部

序

本年 J 0月12・13両 日に亙りて行はれに阪神防昼演習は昨年7 月末 日施行されT二近畿防空演

習 に比して範囲も狭〈 、旦昨年度特に力を入れて賓施され? こ建築物の偶接遮蔽は全〈行は

れなかっt: 。民間側に於て質施され t: 主なるも のは大阪市防誕凶が下記の虫nき三種の頁 分

に依って 12 日午後 l 時より 翠 l 2 日午前 B 時迄の聞に共れぞれ各防誰闘員の訓練が行はれに

1. 市防誰圏に於て統制質施するもの

2. 特に医防護園長 に於て統制質施するもの

3. 各分聞 に於て賓施する もの

叉各工場防護圏に於ては工場防註図本部の統制下に

1  主要部分の破壊に劃する懸念: 鹿置

2.  燈火管制 下の作業能率低下の防 lト.の研究

3.  瓦斯弾痕地平静の消憲と被害人員の救急:

等の 内より遁営に選定し . 各 k 工場防護凶員の訓練が行はれた。

首部に於ては本年は

1. 夜間操業中の工場に於げる燈火管制欣況の誤夜

2. 防護演習の賓況調: > t F .

3. 燈火管制扶iJL観察

を行ふこと〉しt: 。

本報告は其の一部にし て大阪班は工場防誰岡本部に於て特に優秀 なる燈火の遮蔽を行 ふ

もの として指示されTこる多数工場中の 12工場を選んで三班に分ちて各工場を調布 しt: 。

第 一 班 調 在 員 中 労ニ ガ「

匂 坂 弘

7c  

でと

口
勇

郎

美

郎

太

1. 三 好 ガ ラ ス 工 場

61 XI I  



建物遮蔽はｾきする 、 ガ ラ ス工場の［熔融

腕を木製枠に銑板を張つに樹立献のもの

で閏み . 夜間赤熱せる; 櫨を遮蔽す 、建 物

は相官古し且作業の性質上二重屋根 、

似IJ 壁共に窓の部分はガラス戸無 しの開放

の催である。; 踏の周漣部は温度約 l .l OOC で若し何等換気装置を施さ守して建物遮蔽 をな

す時は工場内温度は約 l OOOC 位迄上芥し到底作業に堪へない矯 . 地下冷房を必要とし経

費の闘係上早急. に賀現し葬11，ぃ、現在は作業時聞は午後 5 時迄なれば、イ支聞は一部通路の管

制電球を 峰 して 他は消燈 し宏、熱

せる蛾の外躍1¥のみ を遮蔽すれば

Jとりる。戦時夜間作業の必要 あ

る時は現在のTn ｾ仮設的 ｪ ［ｲｲ ｪ 立 の

代りに地情 1安部に 保温矧U[ を積

み重ねる計繋 あ り。

イ人業能率 は櫨或は建物の遮1肢

の程度 にff!! じて必然的に低下す

るのは叉J ト. むを千尋ない。

小T ili: |  浪;!l l ｉｊｾ 凶悶 Ｑ 手開ｩｉ

月j
主主 |  ガ ? ス工場

構 造tif( )l lJ 似 l'Oi コンクリート 、木 治 鍬 板:n:

遮括責方法

一 !なし
信号火遮首長 ｲｾｦ 僚 、 符 ｩ ｍ 電球

其 の { 也 熔激減遮首長

第 11剖

封q 闘 ・三好ガ ラス 工 場 溜遮蔽

2 池 田 ア ル ミ エ ウ ム 工 場

q

u

一

切

一
造

一

回

一
製

一

工

具

一

一
尽

か

一

t

u-

-

A

立

百

一

7

3

γ

l

e

一

、

一

-

t

a

-

-

一

且

『

H

一

一

荷

一
ゥ

一

一

裕

一

こ

レ

-

2
・

町

一

色

訂

一

、
、

-

ス

泌

一

ル

亙

後

一
ア

一
木

ｾ秘方法

主ｊｪ［物 ［ｻｾ 蔽 |  防 水 布 そ慾 」士夫慾:の外 側 に張る

i  伶 火近畿 |  竹; .; 凶t号、包 朕降 下

J主 の 他 |  内部出入口 、窓、空宇? にカンパス

負f i 2 届1 .  =ミ好 ガ ラス工場外糊

/  で〉下

」

/ r 去

、。九五おミバ

コ，主rl 、O l :;J:f.是主主

t 1' H岡

木' 9 主は経費の附係で卒而闘に示す如〈

製品工場 Ｎ レース工場 Ｎ 洗 ｾｴｬｬ 工場 、 包装

場 、際後室等工場の左字分を遮蔽す 、工

場は木造スレ ート 芳二重犀棟を有 し、保

光は天窓及び高側光による 、従ってその

部分を黒色防水平げを以て蔽 ひ木製枠にて釘附け押へ となす。内部出入口には カンパスを ピ

X 川 62



ンでとめて決光を防ぐ 、向工務室に電司君降下装置をなし . 2芸製警報と同時にスヰツチを入

れて作業燈は刈 - 60 ボルト 迄電献を降下せしな、黒色防水布による建物遮iH' i: は大慢に 於

て成功し、日中外光は殆んど室内に入らさ' る程度であっ ?こ o

製品工場其の他は遮蔽の作業能率に:&1ます影響を調子百する矯 . 特に徹夜作業をなし 、そ

の聞各種防護演習を質施し? こ。工場は窓に依 る自然換気の外何等機械的換無銭置を有せぎ

る篤遮蔽後工場内部は著 るし〈空気の流通告? 阻止せられ室温もほ. . ，; 3 時間に約 3

0

C の上

昇を示した。換気の不足 、室温上昇は作業能率を低下せしむるも ので、戟時長期間に 亘っ

て遮ilii: 献態にて作業を属す時は工場内部の衛生的t条件を如何にして有効に保持すべきか、

今後こ の方面の質験的研究の必要を認められる 。

遮蔽に要し? こ費用は他の工場と大同ノl、

異で防 J]( 布は巾 3.3 尺、長さ ilO 尺で約 6

IHI 材料費合計 500 Inl位 で其の他電位降

下装置. 管: l i I J 燈. カン パ ス等合して工場

金慢でがJ 50U闘を要し7こ。防水イri を張る

時 - k 釘押へ をなさす短時間に遮蔽或は

取外しをなし得る様考慮する必要があ

ｾ＠
‘示 品 i量持 Z ‘

る。

LI! . L 

-4 直 長 吟

ＱＱＶ 、ヲ ャ，ｾ

イ. f ι 令vr f).  ｾ色事え札ｬ＾

，'+ 山 ψ 忽: J i l 止

泡

n必
剛

タ

山
「

.

A

酔
P

高
き
"
在

屯

会

必

岱

げ

ゑ

且

止

e
置

晶

待

可

F

牟
#
泡

E! '弘 司

; '{ 

主

主-

1  

IJ . II 

第 6 岡

釘c 5 問 . i也日1 7 ノL ミュ ウ ム 工 場 建物遮蔽

，. 

:  l! 

l 主

r j  w  

fit 

s-

' 局ーーー司，

-- --・ .

第 7 聞 燈 火 管 制 時 作 業 俊
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3. 久 保 田 議 工 所

官E l  浪速 ｉ ｊｦｾ船出町 Ｒ ノ ＲＲ

1司 主主 | 鍛工 所

構造績見IJ ｼ 鍬 Ｇｬ ｾ ｝ 治銭板葺

遮 蔽 方 法

一l - よ る 天 窓 蹴
燈 火 遮 蔽 f自{僚、電 脹 低 下

L  其 の 他 1m J?，l を考 l荒 した出入口の 遮[依

燈火は消し 、 工場内部は電 ｪ 墜を ＶＰｾＷＰ ボ

ル ト迄 低下 して作業主? 行つ に。昨年はこ

の方法で作業中工場内温度が上昇し通風

も極めて悪かつTこので本年は工場入口に

第 8 固に示す如 き遮光、通風を? 粂ね 1: 方

法 によ り比較的有効であっ?こ。

天窓遮蔽費用は防水布約 150 閑共の他

50闘程度であつに。

4. 中 山 大 陽 堂

位 匠

| 決 … 町 40

用 主主 化 粧 品 製 造

構 造 積 別 煉 J じt土木造

遮 蔽 方 法

建 物 遮 蔽 |  事 務 所一 部 紫 色 カ ー テ ン

燈 火 jffij 蔽 |  赤布にて蔽」、

其 の 他 |

本 Ｑ， Ｑ 三 遮 ｬｾ￙ｻ しに のは 工場 一 部にして共 の

構造、鎖骨鍛板等 の相蛍古い建物であっ

て採光は天窓のみによる、遮蔽には普通

用ひられる 黒色防水布を枠に張り付けに

ものを 用ひ 、同時に非常管制中は大きな

tr

@
句

人

ロ

ホ

l

l

ヘ

五
色

T

ヘ ノ/
A 、

/ '  

↑堅議

土I t
y、

辛

苦t

第 B 闘 ・ 出 入 口 遮 蔽の卒而[ 凶

本工場作業時聞は午後 5 時宇迄で夜間

は作 業なさｾ工場には遮 Ｑ 肢を なさすＮ事

務所の窓は黒色カ ーテンを引き、電燈は

赤布を以て蔽ふのみで杢製をrgt也する各

想定の下に工場防m園は消防 、防毒、避

難等の演習を行った。

第 2 班 調 査 員 松 井 清 之 E力

大 郎

西 山 :!Jp 
一

荒 木 iE 己

5  日 産 自 保 動 車 大 阪 工 場

位 置 !  大 疋 l高南 恩加 島 町 l 丁 目

用 主主 |  自動w製 造 工 場

構 造 積 月IJ 木 迭鍬板 31:

ｾ蔽方法

忍: 物遮蔽

ズ 窓 /土ガテ リ、廷 に て[ 依ふ 、{IIIJ

窓 、黒色カーテン及廷にて蔽」、

燈 火 遮 依 一 部消燃 、 定僚 ｾｉｩｬ 布［ 控 ｩ 厳

I  :Jt CI) fll! 7ょし

XI I  6 4  

夜間操業袋 、熱庭理工場 . 約40坪. 特

に換気に就いての考慮、拶1; はれ居らす' 。

この工場内 に熱源 3 ケ所 あ れ 室長内温

度相官高温に遼せるものの如し。

温度測定方依頼せるに別表の如し。



熱庭王l l 1工場燈火管制下作業室内温度上騰記銘 ( 昭和110年 10 月12 日貨施)

熟慮理競 2 基 ( 第 202 披 及 207 枕) 使用す ( 後に第 201 !1A及第 207 披に輔換す)

常時に於て同 様 作 業欣 態に於げる温度 Ｎ 出氏 Ｒ Ｓ ＮＵ 度Ｎ 営 日は窓及出入口ｾ除き他は凡て

遮蔽設備を施し? こる健午前 7 時:l O分 作業開始す。

度時

午後 5.30 J議氏 27.5 ( 窓及出入口開放〕

( 午後 5 時30分完全遮蔽 l

同 6.00 28. 5 

同 6 .::l 0  日()り

同 6..50  日1. U

同 7.10 31. 5  

( 午後 7 時 20分より同 8 時まで作業の都合 に依 b使用休止)

午後 8. 00 29.0 

同
8. 20 : :UO  

同 8.40  :l 2.0  

同 9. 00 B2.0 

同
D.20 32.U 

同 D.40  32.0 

(1. 1ム後 !I 時5U分新 に 2 J;¥;: 使用、柿寒暖計に 接近す)

同 1U. OU 3 3.U 

( 午後i り時1U分骨ir の 2 基使用中止)

l司 10. 20  ｡［ｾＮＵ＠

( 午後1U時制分作業中 11-. )  t L 

常時使用問光 60燭 光 x 6

非常時 ＶＰ ｮ ｾ 光 ｸ 日

J :  

第 9 1凶 日芹: 熱尚到!伴:内 部 、 l当〈見 え て居 る の

が遮i必「こ使月J せ る進、前方 蔽ひをかぶせた 徒 燈

第 10 1品I .  日産熱ｩ［ｬＡ｢ ｦ ｬ ｬ Ｇ 室 外部 、 廷 に よる大 ｾ ｾ 主 力Ｇ
ラ リの 越 蔽

ｾｓ＠ X u  



第 11 闘 ・ 日 ｾ熱史浩 ｬ ｾ 主外 部 、 悲 に よ りガ テ リ の 第 12回 目 売 熱 虞 ｦ ｭ ｾ 宇Ｚ 外 部 、 北 側 ヵ ・ ラ リ及 天 窓

遮 蔽 の遮 蔽

節目闘 ・ 日産外部自! l J窓 、 銀 色 カ ー テ '/ JJd 主を使mせ る 遮 蔽

6. 大 阪 製 鎖 株 式 曾 社

t立 泣

用 主主

構 造額別

遮 蔽 方 法

大 i E I話r:fi 息 百日品川r b-r 白

製 儀所

餓 骨! 滋板 lf.

夫完宮、、 遂 に て ;m;画託 、似IJ 窓 、金 fiiS

夜間操業 室、卒櫨室

卒;脆前方吹放部分 、長 200 m にわ 1=

りIWl 1' Ji {e 以 て遮蔽す( 撲巴着色)

主主物遮蔽

銭 板 1くて 遮 蔽

燈 火 遮蔽 - )111消俊

其 の 他 出入口 ‘ 1[!: に緑 色 シ ー ト

材料蓮搬用トロ出入口には特に緑色シ

ート を間隔 3 聞に二重に設げ、出入に際

し光のもれるを防ぎ工場内の連紙作業をさまにげさ' る や う留意し居れり。

平帰t前方の材料取入 11 には特に鍛板製、移動壁 を? 設り材 料収 入に 際 し腕の強烈なる光そ

さえぎる や う汗怠せり 。

卒燃開 1. 1部前 t を特 iこ長 5 11¥・高I ) m 鎖板製 iifij ，1. 3 牧にて園 ひ関口時の皆、有，'1なる 光 を

さえぎる や う考慮せり。

夜間 lヰ調査 なすに其効果梱蛍認むべ きも のありしも なほ 交分とは云ひ難し、 一居の研究

を要するもの之認めらる。

常時使用燈 300 W x  650  非常時使用燈 6 0 W x  80 

之?ごりのj照明にては賓際に 蛍 り作業困難を見1= りとのこと 、特に 室長内の換気に注意し換

X' 166'  



身長崎［ を＿設りにｾ 。

7. 中 山 製 鋼 所

f守; 泣 |  大 疋 l伍崎町 5 l 自

}円 主己 | 製鋼 所

構造事l I i) IJ |  餓， ｾ ｪ Ｇ 治織板 ｬｬＺ

遮 蔽 方 法

一 | 天 窓 ガ ラ リ 及 似1J 慨 に て 蹴

燈 火 遮 蔽 電 燈 遮 蔽

其 の 他 北方出入口 、紋 色 帆布

ふ、カーテンは手にて格上げる。

卒版関口部前方には rlJ 2  m. 高 3 m の

鍛仮製筒立を設し イ幼 J長充分なら す。

材料取入口 、特別の接置を設りする。

常 時 使 用 燈 300 W x  36 

非常時使用燈 300 W x  il6 

( 蔽ひをかぶせ る)

蔽 其 取 は づ しのため に足場はJ.t t  :.. にして あ る

第 171剖 ・ rl.1山製鋼rfrZp. 雌 案 、北 (WJ内ml材料収入

口、 11此布製 j J ーテンを示す

夜間操業室、卒櫨室 24U m x  il 8. 5  J l l  

側窓 . 以前! 羽欽なりしを永久的に鎖桜

にて蔽ひ、採光窓の部分は症に1 i i'iふ 、取

はす・しのた めに 足場を設り居れり。

鮎; の関口部 、緑色'TJ l :{Ii の カーテンを蔽

第 14翻

百 ｾＱ Ｖ 闘 中山製鋼 所11三雄伴・南而I下

部出入口 、定をつるせるを示す

67 >( 11 
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第 a ｽｾｴ＠ ｾ拘 在員 苦:
多 本t 義 雄

平 到' ，i己 雄

村 チ十 進

8.  株 式 曾 社 大 阪 鏡 工 所

位 置 此 花区挫l島南 之1¥1] 17帯地

操業 室 遮蔽方法

用
又、r互、』

仕上室
方 法 i ) 1] 宅密 戒 管 制 時 非 常 ft:; 制j 時

建 物 遮 蔽 行 l土 ず 同 1王

榊士畳表E日リ 木造. 生子板葺 .卒家建

関口 部 遮蔽 ｴＮｾ色引幕 に イ ￯ｾ る 同 左

建築面積 約 160 坪
燈 火 itm 蔽 各燈，，*布遮徽 同

左

消燈 又 減 燭 行 十主 ず 8  1l 竪?宵 燈

常 時 電 燈 数 約 40 燈

9  住友金属工業株式曾社伸銅所

位置 此 花区島屋町56番地

操業室 遮蔽方法

用 i主 鋳造旋盤工場
方 法 J) I] 事 詩 戒 管 制 時 非 常 管 制j 時

建 物 ilill 蔽 行 1;1: ず 問 左

構造種別 鍛骨造 . 卒屋建
開口部i . ! 主蔽 行 l土 ず 同 左

燈 火 遮 蔽 各燈黒布i!ili 蔽 同 左

建築面積 225坪

消f * 繋叉 i成燭 背 紫 色 電 僚 に 切 替

常時電燈数

前向 の演習 に於ては非常管iljlJ T に作業を続行する工場に在りでは外部の遮光を完全にす

るに め トタン板 若 〈は黒色布石? 以て窓‘ 出入口 を遮蔽しにるを以て内部は平7r通り の光度

に保ちたるも外部に光は漏れす作業場の光度低下は li¥j題と ならざりしも遮蔽装置の 7こめに

宰気の流通不充分 となり温度 、1#1; 、度ーの上昇、宰策の汚濁等の Tこめの作業能率低下が問題で

あつ に。 此に劃 し て 、 今回は 青紫 色電球ｾ用ひ遮光設置を 践 し にり。上 記銭治旋桜工場 内

に取付 りfこる青紫色電球数は 100 W 30 燈 、60 W 1j 燈 . 計45;股 ( 390し W ) にして 、警 戒

ｾＧＡ［ ＧＸ 悩 ｩ 遮 光 鎧 戸

管制時には紫色布にて覆ひたる普

通 m{. 'リj燈によりて) ' 日日月し . 非常管

Ｚｉ ｪ ｬ｝ｾ主令と同時に鑓電所にて言者育 紫

色燈に切換八1二り。

盤、電所にて は、電;股は1 f'- 常の悼

とし、 窓の全音1¥に紫色羽i を?取付 け

て遮蔽せ り。

来 賓 食堂 にては 、電僚は平常通りとし 、窓に鎧戸を? 収付 け1: り( 第 l 8闘) 之は黒色司'rj に

比 し換試良好 なり。



10 住友金属工業株式曾社製鋼所

作 置 此 花I民向屋1
1
1]" 246 帯地

ｾ火管制 を 賓施 せる工 場は 次の 如し。

製鋼工場 ( 建築面積 6，7'27 m' ) 

銭造工場 ( 11 13，7U3 mつ

旋盤工場 (

鍛噴き工場(

平常の光度

11 

11 

16，478  mつ

10，990 mつ

製鋼 、鋳造 、鍛l懸工場にて は

ＲＰｾＳＰ ルー メン 、 旋盤工 場にて は ＸＰ ＭＱＰ Ｐ ル ーメ ンＨ使用電球は ＲＰＰ W 及 311日W )  

特戒管制中の彪置

全部黒有J留 を使用す ( 一部消; 股せる所 もあり)

非常管制中の彪置

開口部に遮磁を施せる工場以外は全部泊燈せり。

11 汽 車 製 造 株 式 曾 社

位 置 此 花 広 島屋町 406 番地

昨年度の賓施経験に微し、該工場の遮光敏置は各裕子窓にアスフアル ト、フヱルトを張

りて窓硝子及川入口を閉づる時は遮光は完全に，1- 1¥来得るも 、室内温1立の上昇と通風不完全

のにめ 、従業 員 の 疲 弊 甚 し し 操 業長時に 亘 る時は相官能率の低下あるべきによれ今回

は遮光を充分ならしむると共に、通風をも充分 にして、温度及 j!，f; 度の上昇を防ぎ、操業長

時間に亘るも従業員の疲努による能率低下を無からしめん事を期せり。

賞施せる建物の概要次の如し。

用 途 旋盤工場

構造種別 木造、生子板葺、卒家建

建築面積 200坪

常時電控数及燭光数

:32  c. p. x  37{阿= 1184 c.p. )  

ｾ＠ 13tH)  c. p. 

ｊ Ｖ｣Ｎ ｰＮ ｸ ＱＱｻｉ ｾｪ ｾ＠ 17日c. p. )

200 W x  17例 = 3 400 W ¥ 

60 W x  11問= 6 0 W ト3960 W

500 VV x  lfl 司= 500 W )  

遮光の方法
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裕子戸及天窓は全部黒色アスフアルト{ f 張りて遮光す。然して通風を充分ならしめる目

的を以て別圃( 19闘) ( 20闘) の如〈南北の出入口凹ケ所並に東西の窓八ケ所を各 30 吋 宛

聞き . その内側に闘示の主n(  A， B， C 三種の遮光板を立て1= り。遮光板には黒色スフアル

人 フヱル トを張りその大さは
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第 19聞 出入口遮光板略間
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i，'，P O月12 H 午後 4 時3り分より 7 時までの 2 時間学の間上記の如I < 遮光及換不法置をな し

室内電;既は平常通り となしてそ の温度並i熟度の鑓化を 測定せる中山県別表( 第 1 ・2 表〕の

如 しO

12.  古河電気工業株式曾社大阪伸鋼所

位 置 北 匿 天 神 橋 筋 四 丁 目 24林地ノ 1

非常管制下に 於て平常作業を稽倍する方針の下に金工場に針し燈火管制計j]1{e樹て其の

内今阿は特に基本的保業工場7こる銭浩工場 . 密電所、汽融室並に事務室に! --t して賓地せり

其の概要次の女nし。

用 途 銭 i宣工場 f民鎗熔j昨用)

構造種目 IJ 煉瓦遣、スレ ー ト立 、卒家建

建築商梢 120坪

本工場の燈より賞する火焔及酸化並鉛の白煙にき討する遮光工作は最も困難にして叉械業

の性質上特に換気必要な るを以て 今同此二黙に闘し研究賓施せんとせ り。即ち 工場外部、

隣接工場との通路に陵?t &黒布を張れ叉現在のアスピレ ータ- ( 瓦斯抜設備) をー暦有

効ならしむる方法を講す・ると共に屋J長室気抜に劃しては誌nえ黒布等 {t 以て熔光を直後、間

接 lこ隠蔽せんとせり( 第22闘) 。向作業上の温度の上昇を試験せるに別表( 第 3 1そ) に 示す

虫n< 比較的影響の少きを知れ り。

用 主主 費電所

構造種別 煉瓦造、銅板:0: 、平家建

建築面積 66坪

本鐙電所には 500 W 3 個. 60 W 4 佃 . 40 W ，'j 個 、20 W 3 伺の電燈を有す 3 之に封し

非常管制の際は 50 W ， 100 W 各一個 を践し て他は全部消燈す 。接 され?こるもの に劃して

は黒ギJj によ り遮光せり 。

用 途 事 務 室

構造種別 木造二階建

室内照明は卒常通り 100 W 3 例 とし窓は黒色 カーテ ン遮光鎧戸( 第23闘) を使用し 、更

に東商用側 には践を張れ り。

用 途 行 雄 室

構逝種別 煉瓦造 、浪板葺 . 卒家建

建築商積 94.6 坪

-t>: tUJlf 室は 100 ¥v 10 個 、40 W 10 例電燈を有す 。此の内非常管制の際は . 8  f問は反射

ｾを使用し 、 他 は消燈 せ り。向反射光線の遮蔽のにめ南側窓は黒色 布 幕を張 れり。
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木 材 市 場 品 規 格 調 査 委 員 曾 報 告

昭和 10 年 10 月 23 日

木材市場品規路調在委員合奏日長
高 m 柴 治

日本建築協舎合長 片 岡 安 殿

木材 市 場品規絡調脊に闘し昭和 ＱＰ 年 Ｔ 月 Ｒｾ 日初合を聞き爾来委員舎をｼ羽曾し慎重検

討調奈研究すること 11 回 10 月 22 日開舎の最終委員舎に於て別紙の通成築 を得候間此

段及報告候也

木 材 市 場 品 構 呼 及 寸 法 規 格 案
(10 .  10. 23)  

寸法は総て粍可[ { > ' t とす

1. ; m呼は大さを表はす敏字を mゆる もの とす

1. 長 さは次の 6 績と す 1. ∞米 、1. 92米 、3.20米 、4. 00米 、5. 10米 、6.0C米

角 物

稀 呼 大 さ 月J 主主 的 尺

20角 2 0 x 2:粍
小投物 、ノl、伴、JGt量空母・ .C6う) 'e

一
30 11 

3つx 30 "
'f{t 線 、ノト舞、花桟、釣木 、喜多子、見切縁 、小桟等

099  1/ 

40 I! 40x 40 I! 
極 木 、腕車輩、nu柱 、彼 J枠縫、釣木 、鰐 九 見 切 絵 、1l! j.

縁 、 1(. 係修

.132 11 

50

'

/  50x 50  1/ 

極木、根太 、n縁 、廻線、l間性、依枠様、 J(. 棒等
.165  1/  

60
11 

60 x 6 0  11 
同 上 .198 11 

70  !I 70x 7J  1/ 
小柱 、根太毒事 231 11 

80ρ 
80 x 80 I! 同

ー七
.264 11 

90 11 9  x 9 0  11 
小 柱、根太、彼 枠. パ夕 、母尾奇宇 297  "  

1: 0  11 l∞ x  100 11 
柱 、大引 、彼枠 、パ 夕、母屋等 ー330 11 

110  1/ 
11 X  11J "  

同 上 .363  11 

120  11 120 x  120" 
柱、大引・母唐号事 .396 ρ  

130 11 13 0 x  130 11 
同 上 429  11 

140 11 14 0 x  140 "  柱 、小梁等 .462  11 
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150"  I  150x 150 fI I 向 上

180  /1 I  18 X  180 fI I 向 上

胴 縁

.495 fI 

. 528 fI 

. 561  fI 

. 594 fI 

鯛 .1 485 fI 

厚 . 0495

fI 
. 165 fI 

. 066 

fI 
.18 15  I! 

. 0825 

11 
.195 I! 

.099 

阪 .132 fI 

却 . 099

I! 
. 165 I! 

. 132 

I! 
.198 I! 

132 

fI 
. 231  11 

. 165 

/1 
264  11 

. 165 

胴 . 297

厚 099尺

11 
. 330 11 

. 132 

11 
. 363 11 

. 165 

11 
. 396 11 

.198 

厚 .0モ9

柄 . 198以ト .Oe6tl

11 
.1 32 I! 

.264  

I! 
165 11 

330 

11 
198  11 

. 396 

11 
.23 1  11 

.462 

11 
21:' 4  11 

528 

11 
. 297 11 

. 594 

厚吉30

願. 495以1 - .. 066i:i

. 363
11 

.495 

160  11 I  l eOx  160 I! I 同 上

1 7 0 "  I  170x17J I I  I 同 上

同

柄

厚

一

明

一

w

胴 書量

上

55 /1 

11 55 

25 11 I  n同級、野縁、捜木等

上

60 11 I  11 ｾつ
I  11 30 I! I 同

平 角

40卒角I 柄 40 11 

厚 30

5 0  11 
11 

50  I! 

一

40 

60 11 

I! 6)  11 

70 11 

H745O O0 H  

8') ゲ 11 
80  11 

50 

90寄り
柄 90コ虹刊

厚 3

100 "  

10 11 

40  

110 I! 

110
11 

50 

120  11 I  1260 0  H  

結縁 、壁紐、見切縁、附鴨居、小浅毒事

続線 、壁紐、見切線、 附鴨居 、極 木、小根太等

牛長押、 壁紐 、見切縁、極木、小根太空手

根太& 化粧根太 、間柱、桟木 、附鴨居、楼木、ート筋、

手摺

向 上

割

板鋼、筋達、笠木 、棚材、* 切 、庇用材毒事

欄 11号、敷鴨居、筋皇室、! 悶柱、根太録、笠木 、71<切線大.

極木掛、庇用材等

同 上

向 上

板 子

40  I! 

ぬ板子| 厚 30 ト| 戸枝、階段板、戸袋妻 瓦 瓦 風 説 展、壁 紙、地板 ‘ 棚板

府60以1 : 20ピ| 柄木 、鮒線、 上ケ板及 iiff 板 、時板入口枠 、窓枠、爾抑 、修所等

上

5 0  I! 

11 40 I! 

8つ

f， 50 fr 

∞ 

11 60  11 

120 

/1 70 /， 

140  

I! 80
11  

160  

9J  11 
11 

80  

60  11 

70 11 

8 J  11 

90
11 

同

書多桁、入 1-1枠 、窓枠 、獄絵 、甲板等

小笹IJ 用

同

一

同

一

周

上

上

上

盤

|厚 10J I  

|傾 150以上叩四 | 梁、胴差、 桁 、 樹 、 桔 小属材及小制用

I  "  110 "  I  

110 u l H 150 w | 払 胴差. 桁 、 樹 、 低 小 屋 材 汰 小 制用

ｾ ｕ＠ ｾＯＶ＠



120 /1 

/1 120  

同 上 '1 

396 /1 

150  
495 

130 /1 

/1 13つ

同 上
/1 

. 429 /1 

Ｒ Ｕ Ｐ 以 上 ｾｏ 巧び
.4ヲ5

140  /1 
/1 140  /1 

同 上 /1 
.462  /1 

250 
.495  

150 /1 

/1 150  /1 
同 上 /1 

.495  /1 

250  
495 

長 押

粍∞

的

8

胴

摘

端

抑長

∞

 

長 押 、 軒先 JfJi 小 舞、 内 法 長 押 、天 井 長 押等

柄 33

摘 .13 尺

古品 .0264 

.36 

/1 . 15 

.0264 

.40  

/1 .165 

0264 

( 片何! ' i IJ仕 上 本 貸 付

柄 1:1 働 寸 法 を示 す )

厚 血97

以 上

廟 231

/1 .0396 ρ  

231 

. 0495 /1 

231 

11 ・0594 11 

231 

H ・0693 :1 

23 1  

H ・0792

23 1  

Y

F
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5
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一G
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4

可

乙

5
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M

M
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，

門

U

円

U

'

A

n

4

 

1

1

 

9  ? レ lEぷ芯ro

12  
12  11 I  /1 !..'::. /1 

70 

15 /1 

同

M
m
一

川

河

一

引

均

一

M

m

18 /1 

2 1  /1 

24  11 

同 上

同 上

4事 続

天 井 、諸君目其他

同
ーと

床 、 天 井 、軍司自

床 、 初日

床

同
ーヒ

者l} P予 | 厚 さ |

と 竺I 6 粍

9  /1 I  9 "  

12 /1 12 /1 

15  11  15 11 

20
11 2 0  11 

25 /1 25 /1 

30 "  
30 /1 

40  /1 40  /1 同
ーヒ

11 .132 11 

稼 呼 l 大

12貫 l E
朝刊

cbG  

15  /1 
11 15μ 

10J  

20 
(1 ' - 'J  11 

110  

/1 25 11 

120 

20  /1 

25 11 

桓 〈稿最小 14つ以上20 とび〉

用 途 ! 厚 附 尺

下見板 、 天井板 、 初目板 、 里子地板ＦＮ化粧野 Ｑ 也 、 ｬ 国 ｅｾ 板、 |  

| 厚 .0198尺

戸板 、 防 子 腰 板、 板 堺、 蹴 込 板、北 板 |  

初 目 板、下 見 板 、野 地 板 北 化 粧 野 地 、尉 明 板、庇 裂 板 、ぺ I  /1 .0297 か

弁 板、ドア腰板、附 子 腰 板、戸板、蹴 込 板、森 板 .t反身耳 、悶 板 1  

床 板、初 目板 、下 見 板 、属板亙E板 、l宛 袈 板、悶 板

床 飯 、初 目板、 天 井 板、 航 木、 上 ケ 板& 流板 、破 l見板、

4M室、璃 押 、 厳 根t夏、 蹴 込 板、棚 板

床 板、寿司目 板 、相 木、 上ケ紋」主 流 t夜、棚 板 、 破 風 板、身

降 、 繭 押

同 上

床 板、羽 目 板、柄 木 、 上ケ 板 l土流板 、棚 板、 破 風 板、 鼻

際 、 雨 J甲、} 侍段板

/1 .039o  /1 

11 
.0495 1/ 

1/ 
. 066 /1 

11 
. 082 5  1/ 

11 
.09ヲ 1/

横

用 主主
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昭和 10年 6 月28 日夜来の雨は 29 日午前 9 時に至って急: 激に 50 m m の豪雨主化し. 各河

川の7) <. 置は急: 哨し就中三島郡芥川 、安威川 . 茨木川共の他 の諸川が氾濫し?こ祭、 大阪北部

一帯は 大洪

水の洗! 陸を

受け 、田畑

家屋の浸!K

橋梁の流出

等uな し

交通過信機

闘の社 絶、

人音の死傷

等 多大の損

害 を象った

が午後 4 時

頃 に 至 し今! J ' ，新 地 附 近

技 能 君1¥服 部 市 場 附 近

XI I  7 8  

全〈降雨止 み各何川は漸〈減

少 の徴 を示し Ｑ］ 。同日夕 ｾ ｉｊ 浸

水広域の漸減に反し各河 川沿

岸の 流Ｊｾ 合 せに 大淀 川ｼ は 亥 ｉ ｊ

k 増水し . 午後 4 時頃に至 り

増水量賓に 455 c mに急: 騰し.

堤防決恨の危険に瀕し7こが午

後 6 時頃より漸次減水し漸〈

愁眉を開 〈に至つ 1=。然るに

30 日梯暁再び製 来 し1=豪雨は



同仰を 大阪南部 に向り、午前

4 時 より同 9 時に至 る間総計

93 m m の雨量は泉南郡見泉

川 . 泉北初i棋尾川共の他の諸

川貯水池の氾地t. 秘防 の決i' ;'t

ｾ来し Ｎ 或は 山 崩れ橋梁の流

出等前日同様多大の被害を興

へ . 午前10時頃に至り漸〈減

水のf設を見るに至った。

今回の豪雨は明治29年 8 月

日0 8 淀川大洪水に次ぐ大記銘

を示 し. 浸水医域は市内に於

て 34 1 ケ町、郡部に於て 13 ケ

町 154 ケ村の成大なる地域に

及び 、i巴i監決1. l "{ ' の河川! 数22決

前箇所 103' 橋梁流 失 81 死者

7. 負 傷 者 196. 倒壊家屋 271.

流失 76. 床上浸水 11，642. 戸

床下浸水 78，263戸に及べるの

みなら"9' Ｎ回 ｾ ｉｉｉ の浸 水 ＱＱ ， Ｗ Ｕ Ｔ

町に上り 農業は多大の被害を

裳つ? こ 。

( 向各種被害の詳細統計は建

築雑誌の大医府下水害報告を

参照)

2. 雨 量

i )  大阪測候所に於け る観

淑リ

月 日 雨 量 風 速

628 4.8m m  8W 7.8 m 

629 183 2 グ ¥¥.  9.8 11 

6.30 30.4 11 只SW 8.3 r， 

7. 1  5.5  8¥¥1 6.8 "  

阪 ζ ，'; 宿 銭 服 部 附 近

三 ｊ 占 ｾｴ 日京ぬ村

s
・

a

・

三 M 君i ま ね 村

7 9  X I I  



.1"・ 6 f . パ天気回

同11時~午後 4 時 29. 7  

6月30 日 富田林土木出張所雨量計観測

立1m

午前 4 時~午前 9 時 総雨量 93. 0

3. 浸 水 匿 域 圃

ii ) 大阪測候所 管内に於け る 6 月29 日

とり7 月 1 日午前10時迄 の雨量

m m  

枚 方町
l 自 15

深 日村
255.5  

富 田林 町
11 3.8  

鳳 町
184.8 

東 郷村
232.8  

長 野町
179.6 

堺 市
239. 2 

八 尾町
167. 2  

i  ii )  降雨の株主兄( 府立測候所雨最古十間t)l l) )  

6 月29 日

午前5時~午前8時

間 8 時~同 11時

m

4

8

.

 

m

げ

仰

量

1

雨綿

大阪府下浸水区域聞は各響察署調査 と質地 調査の結果を集成せるも ので . 6 月 29，30 日

及 8 月 10，11 日雨度の浸水匿域 を同一園面に描いて雨者の比較封照に便な る様にしに。向

市内の浸水直域は 闘を煩 雑にする震比較的浸水程度 のひ どかつ に部 分のみ を記入した。再

度の水禍の矯蹟大 なる 直 域 を慢されに三島 . 豊能南郡の (Zn ｾ 河 川 改修 の 緊急Ｎな る は勿論 の

事なカ句 、豪雨或 は高潮の度毎 に浸水の苦杯を伴 iめ る大阪市内低地& ; : の地 上 も亦深〈 考慮

さるべ きであ る。

4. 建 築 物 被 害

今回水害 に於げ る建築物の被害は大阪市内竿潰 4 ｾｊ ｬ ［ 部全 潰 ＳＸ Ｎ 半世 ＲＲ ＹＮ 流失 ＷＶ で被 害

の主なる ものは

i )  豪雨の翁崖崩れによ り倒寝せるも の

ii) 念激な る出水氾濫の局流失 、倒壊せるも の

iii) 出水の詩建物 の基礎石? 洗はれ軸部 に被害を 象 りしも の

剖 180
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住 吉 匿 山王町 崖 溺 れ

三 品 潤 ｩ 茨木 町役場 附近浸水以ｾ

賀 川 82 

の三つに大別出

来る。

大阪市内では

6 月 29 日朝1J. 吉

直 山王 I!l J で出1M

れ の ｾ納屋 Ｓ 戸

が下敷 とな り全

壊 し、同じく 同

¥l IJ で コ ン ク リー

ト高堺出 l 丈 IIJ

8 聞 が間土臭し( 卜

家 5 戸宇壊しに

外 . 浸水家屋の

多かっ t: 害1) に建

物被害は日f小で

あっ?こ。

ｾｮ［ 部で出Ｗｫ被

ｾｩ 干の もっとも桂

しカ〉つに のは三

島. 豊能の雨百1;

で 、家屋の流出

倒壊し? こものが

多いが概ね小松

家の類である。

建物被害に就て

は第 2 回水害一報

告に詳し〈且被

符の種頴は大同

小異に就き潟民

によっ て数例 {e

示すに 11'. める ω



て守/'“

三 日i 郡 山ミ肝 IJ コ ン ク リ ー ト 塀伊j 援 に上 る建 物被; 作

守

千自民 川 ｾ ｅ ｻ 監に よる 沿岸家慢 の 被 Ｇｴ ｩ (笠能 郡〉
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昭 和 10 年 8 月 10 ・11  

豪 雨 に よ る

日

大 阪 府 下 再 度 の 水 害

スよ
士ロ勇 太

郎

美

郎

災舌: 強皮委員 中

勾

井

坂

:$J i  

気 象 概 況

昭和 10年 8 月 lO ・11 日阪神地方は本年に入ってから再度の大水害を裁つに。 9 日夕刻東

支那海にあってごつに分裂しに騎風の中心 ( 中 心示度共に 74. 4 m.m) は十日正午そ の前駆

が下| 制の北方 10Ll k. m の海上に進んにが 、I I 日朝には 九州北部に於て雨者相合 して一つ

に趨り午前 6 時大分附近にあり 、繭後東進 して 同日 正午大阪の南を通過し夕刻には潰松附

近にあl ) ，更に東方へと去っ 1: 。こ の齢、風 l立大しに風を伴はなかっ? こが 、 その前面に稀に

見る 豪雨を もにらしに のである。

大阪市勝山通りにある 大阪測候所の記録に よれば( 第 l 圃参照) 10日午前 4 時 頃 か ら 叉

<ll 

E  

且

a  

Ir  

1¥ 

11  IY 

j  

<l 

081 2  4  

10 J  

6  a  

句e I! 

o  11 1  4- G  !  10 ｾ＠ ...) 2  • 6  8  10 且 1

ｾ＠ I量 ' t 111 

1¥日

L  6  

3干! l

8  10 12厨

ｾ ｪ ＧＩ［＠ I  1品1 ・大 阪 測 候 所 に 於 け る 一 時 間 降 雨 jよ

XI I  84 



降り始め? こ雨は次第にそ の 強 さを増し、 正午 12時から I 時までの降雨量 ] 0.7 m. m に達し

その後一時勢力を潜め にが、 夕刻より叉 k 豪雨となり 、同夜 9 時より 10時までの 1 時間雨量

27.6 ｭ Ｎ ｭ を 最高 と し ＱＰｾ Ｑｬ 時間の Ｑ ＵＮＵ m m.  Ｑｬ ｾＱ Ｒ 時間の Ｒ Ｔ ＮＳ m.m.  ＱＲｾＱ 時間の

11. 2  m.  Ｑｾｾ 時間の Ｕ ＮＴ m.m となって流石の大豪雨 も次第に衰え ，11 日朝には一時止む

と見えたが正 午近 〈騰風が 大仮の南方を通過するに蛍って叉降り積雲 、 ＱＱｾＱＲ 時間の降雨

量 12.3 m.m ｾ頂黙 として、 同 日夕 刻 牒 雨性 と 鐙じ 、 午後 Ｗ 時前には全＼ J とんfごのである。

第 2 闘は 9 目。より 11 日にわ?こって総計しに大阪府下の降間量闘である。

被 害 の 概 況

この問、 Ｑ 時間の降雨量が最 高であっ ｔ こ ＱＰ 日午後 ＹｾＱＰ 時前後から翌 ＱＱ 日 の 早朝にかけ

て豪雨による被害が相積いて報ぜら れる に到った 。大阪市内 では浸水家屋の続出、地下鍛

工 事 と闘聯して家屋地盤の陥波( 第 3 圃) 等々 。府下では茨木川. 安威川. 芥川、箕面川 .

千里川等 k の溢流 、堤防決潰が相次で起り家屋 . 橋梁 の流失 、倒壊叉は浸水 とな り、家屋 、

交通設備等の工作物はもとより、 人音、農作物にも可成りの被害を算するに到つ 1=。

浸水区域主? 主とする水害の分有ij f j ( 態は第 l 回水害報特に示しであ る。 第i J i t版 として掲げた

工作物個々 の被害欣態に従って 、今家屋. 構造と云つ 1- .方面から首時の水害AA況を定式 化す

れば或は衣の様な ものであらうか。

1)  地盤の高f去、排水の不完全等と相侠って降雨そのものから直接に起る家屋浸水は暫

〈措〈とすれば. 7]( を含んで軟弱 となっ? こ地主主土壌の移動或は山紛れ等 よ り生十る 被 害 (

例へば第 3，第 19，第22聞等) 。

2)  一度河川に集つ? 二雨水が何川敷内を奔流することによって起 る 被 害 ( 例へば第 4，

第 6 圃) 。

3)  堤防の決潰或は海水により河川敷外に氾濫しに濁水による箪なる浸水及び土砂の土佐

積( 第 7，第13園 、 同 じ 〈濁7 k の流勢及び流失物の衝突による家屋の 傾斜損傷及び倒 壊 (

第 9，第 ] 5，第 18 及 び第 四 国〉。同じく奔流によ る家屋地慌の洗掘に起因する家屋の償傷

( 例へば第10，第 14，第 。6，第 18闘) 。

4)  一度氾濫し ? こ7 k が河川 の堤防、鍛道敷築綻或は康上げられに道路等に壊か れて停 滞

失勢した濁7]( による箪なる浸水( 例へば第 8 周 ) 0

5)  此の様にして停滞した濁水が例 へば鍛道敷築堤のガ ード下等に集中流下する Tこめに

再び勢を得て奔 流 となり、新にわ以下の災害を繰返して 行 < ( 第11，第 20，第2] 闘参照) 。

以 上

85 XI J  
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9 日より 11 日にわたる線雨量園 ( m. m)第 2 園
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第 3 圃・大阪市難浪地下鐘工事場

附近 右手喫茶底の地盤の一部が工

事場に向って随5 i L: 聾値のー錦にa裂

を生じた

第 4 圃 ・大阪府北河内郡牧野村穂

谷川のコンクリート構 右方の橋

壷が洗lまれて矯Iま中失から折れてゐる

. 5 圃 ・第 4圃の下流にある橋梁

中央部の損傷詳細 被害形式は前

園と同織である

第 6 圏 ・府下. 豊中町附近千里川

流域の家屋被害 千里川橋より東方

上涜を望む

87 XI I  
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第 フ 圃 - 同上千里川涜域千里圏住

宅地 中央右手・で千里川が氾涯した、

家屋浸 水と土砂土佐積の跡、 浸水床上 1

米銀

第 8 圏 ・ 大阪府下、新京阪茨木程

前自動車庫浸水の跡 床上に lま粘

土が沈積 してゐる

第 9 圃 ・ 府 下 、 茨 木 町 の 住 家 奔

j荒は左手力i着路を隔てた水図を渡コて

抑し 1寄せた、 j荒失物の衝突による被害

の典型的なもの

第 1 0圃・茨木町北方. 東海遁線方

ード下手耕作地中の一軒屋 濁水

lま左より右に向って奔流したため家屋

下手の地盤が洗偲された



第 1 1園・府下. 茨木町附近上中佐

東海遜線築堤に堪かれた水 lま中景左手

のガードを i亙って奔流し家屋を破鍋倒

燦せしめた。 j荒失家屋の跡を通じてガ

ードが見える

第 1 2圃 ・向上. よ中健 部落を襲

＿と奔 ｭｬｾ 納屋を本屋から真断しｻ到蹟

せしめた

第 1 3圃・府下. 三島郡安威村十日

市 堤防を破った渇水 l主一面に砂礁

を沈積して行った

第 1 4圃・同よ. 十日市 地盤の洗

短と土壁の鋼傷

毛、

8 9  X I I  
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第 1 5圃・府下. 三島郡玉備村源夏

宜東 淀潰した茨木川堤防上より部

落の判巨額、渇水lま堤防土墳を沈積しつ

つ右より左遠方へと j荒れた

第 1 6圃・前圃遁景の中央部にある

家屋の被害詳細 奔涜は家屋地銀

を洗鍾しつつ、一方では土砂を沈積し

て行った

守系・第 1 7圃 ・同上. 濠夏宜東の家屋誼

害 洗怨と沈積、濠涜" の取片附rt

第 1 8圃・同上海夏宜東の家屋被

害斌態 涜れは右より左へ



.， 9 圃・東海道線山崎邸付近銭

a量購買築堤が崩. 1 1 して二階3震をへし: 折っ

た。築堤lま既に復奮されてある

第2 0圃 ・東海道線山崎韓附近鐘道

ガードの強害詳細

第2 1 圃・同上. 山崎町の被害. 前

園ガード下手の街並 浸水床上 1

来住屋内に沈積した土砂lま路面に搬出

されてある

. 2 2圃・府下. 三島郡島本村尺代

家屋省後の山にある竹. が崩れた、右

方手前にも同繊のJ j j量があったが院に

取片附けられてある

9  r. X I :I  



九 月 日 夜 堅 下 村 の 水 踊

災 ;:1:，:強度安員 中 井 新

生j 坂 弘

郎

美

昭和 Ｑ ｕ 年 Ｙ 月 Ｒ 日 夜 Ｎ 突 如 大阪府 中 河 内部堅下村 字卒型 ￍＧ ｾ製つ Ｑ ］ 水制 はその 範 囲が狭

小の ものであっ たが 強 さの 親度に於て は世人を 戦↑ 梨せ しめろ ものがあった 。

第 1 園 大阪府中河内郡釜下村

i臨満期 卒里子i也堤防決m部 分。此民まから 直 ちに逆洛 しの渓

谷 が初 ま る。

言

.、

第 2 圏 中河内郡堅下村字平野

奔 流に 依 る家用 の損傷。前方の法石は 7主流 で運搬 された

もの。
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即 ち常時の被害 iN況は

流 失 家 屋
6} i  

年 壊 家 屋 10戸

堅下金村の浸 1)¥家照 SOi
i  

手ヒ 者
9

名

軍 傷 者 (i r.、

の多数に 上クてゐる。

生JIj{ IJ 連 UI の小峰高尾 山附 近

通 僻 iE;lli 寺の 山間近 < ( 水準

棋 高約 240;:j と) にある髄if流用

卒 野i也( 商積 約 4 段歩) (主連

日の降雨の 1: め 9 月 2 日午

後 10 時 年頃量産に 決潰し. 高 尾

1-1 1の会渓谷を約 l 粁樹林をな

ぎ倒 して急: 奔直下 して 勢佐得

避難 の徐絡を も卯へす・卒1lf 郎

経を? 製ひ . 瞬間 に して数戸の

家l長を全壊流失せ しめ 1: ので

める。

掲 載の潟員( ;t ¥)月 3 日の調

有娠 影 によ る。



2島:3 園 同 上

本 流 か ら そ れ て ゐ たため牛 援で J l:

った 家 属

吟第 4 圃 同 上

ヌ ｦｉＺ流 ｦｴ Ｙｴ ｾ の 痕跡 を ｆ 手 か ら 望 む 。

や?と起家 縦 の残 骸 が 前面 に取 浅さ れ

てある 。泣く 高尾山のぷ を望む

京 都 市 四 僚 通 り 南 座 の 火 災

災害強度委員
中

勾

郎

美

井 新

坂 弘

昭和 10 年 8 月 15 rI ｾ ｉ ｟ＺＧ 前 Ｑ Ｐ 時 ｩ り分出 火同 午 後 Ｒ 時 に は全 〈 鎖 火せり。本劇 場 は日本 屋

ｾｬ ｡ Ｇ 有 する桃山式 九 階 建 の 餓紡 コ ンク リ ート ｪｪＡｴに し て建築 ｩ 印も Ｑ Ｕ ＴＰ 坪 Ｎ 昭和 Ｔ 年 ＱＱ }=J 純、

9 3  XI I  



第 1 圃衣裳部屋内部の被害

間仕切戸2土び関 口のJ . Wは タイガーボード張りであった

. 2 圃 衣裳部屋より舞. 上方l二抜ける唯一の窓

営時捌放されてあ っ たと云ふ

X 川、94

4 階 平 面 圃

工費百禽闘を以て改築成る。

電気アイロ ンの不始; ，f くに よ

ると 云は れてゐる火は 4 階衣

盤部屋より麓し. コンクリー

ト隔壁に設げられてあっTこ唯

一つω 窓口を通って鋒益上方

の倫萄棚 を携寺、それに吊下

げられである大道具類友ぴ丁

度引下げられてあった鍛帳を

鮒め識しに。 この聞大道具

類 の燐博は鉾益上に治下し.

一方黒煙は観客席に満ちわた

り. 建物正面の窓口及び屋上

の機から噴出した 。プロセニ

アム ・アーチに ある防火扉は

卒常から使用され てゐな かっ

? こ由である。



槻客席ーは直接の火害

を受けなかっ? こが注7K

による被害は可成り の

ものであった。

衣裳部屋と約 10 棋

の コンクリ ート 壁で隔

てられゐる廊下は黒煙

のにめに煤ってゐるに

過ぎない。

第・3 園 ・第 2 園の窓 口より 葡萄棚を望む

木材部分の表面は淡化し てゐるが鍛.j:J '部にけ被害 がな ν ・

第 4 圃・舞蓋より大溢奥類の残鮫を見上〈・

9 6  x l l  



第 二 回 四 建 築 曾 聯 合 犬 舎 略 記

一一 ｟ ＮＮＮＯ Ｎｾ盟 ｅｈ ｴ

選湾高等祭校 々 庭に於ける第 Ｑ Ｒ • 凶建築合聯合合出席者

日本建築協舎、務i 1 H 建築協令、朝鮮建築舎、豪 日 本 建 築 協 令

満 洲 建 築 協 舎

調理建築令の 4 令聯合大舎は 、昭和 10年 10月28日蔓

北高等撃校構堂に於て塞潤練督代理其他来賓臨席 靭 鮮 建 築 舎

のも主に開催さる c 令する者、 日本建築協舎員松 ｾ＠ 帯電 建 築 舎

宣言育現務問長外101号、満別建築協令員村田常務外 2 次に滞建村岡氏より第 1 @J 4 舎聯合大舎の報告

名及朝鮮建築舎員笹舎長外 17名主催者側護湾建築 あ り続いて議事に 入 P 下記事項を可決確定す。

舎員井手令長外230名。午前 9 時牛飼歌合唱の後、 1 本大舎をして盆奇有意義ならしめ斯舎主主に関遮

裏建、字数主計開舎を主主すo Pr' 頭弁手皇室建合長主 の 陸自 ｬ て 寄興 せむ がｾ 、 建築事舎の参加 を 動誘

催者として の拶挨をなし、次で総督代王里として卒 し 以て日本建築ｾ合大舎と改精しその目的を貫

塚総務長官の祝僻あり 、特に建築を ! 週防よリ見て 徽せむとす 。而して本部を日本建築協舎に泣く

重大視されたるは我等の最も窓を強うするととろ 鈎聯合大合規約の作製並 IC建築翠曾加入勅誘方

な習。引続き蜜北州知事、選北市予の腕鮮の後、 を日本建築協合 に一任する司王に確定さる。

舎議に移 P 日建松宣言民全員一致を以て議長 lて選任 村田氏より r 4 令の聯合提携を一層助長する窓

きれ先づ満場拍手棒に下記の宣言をなす。 味に於て各合員 は他合貝と なり 、雑誌を筑波を以

宣

-至宝F

Eヨ

て頒布を受ける様数度J との建議あ !J 0 とれにて

舎議を終る o 11、憩の後滞在百合に入 P 下記獄題のも

日本建築協合、満洲建築協J 合 . 朝鮮建築合及塗 とに各講師それぞれm落を傾けらる。所定の時間

湾建築舎の 4 舎は時勢に鑑み盆々品位の向上に努 に僚裕少な い 何れも E基礎: 雑誌に詳細寄稿を 約 し

め、協 心毅力建築界の! l i 7 . i ，t なる猿逮を阿 哲以て来 て内容を節約せ られざるを 符 ざ りしを遺憾とす。

洋文化の仲良に寄奥せむ ζ とを期す よ l 尚測 に於け る建築構治に霊すする 軍要問題に就

右宣言す

昭和 10年 10月28日
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;工 事 士 布 絡 忠 司 した者から云へば 、主催地以外の徐 P に地方的 内

2 朝鮮に於 ける鍛筋 iえ凝土工事の現 況 草寺を持 った 講演 は究室な時間を利用する意味に於

京抜高工教授 葛西 ill 男 て御遠慮を駁ひたい と思ふ 。主他地の地方的特徴

3  il 前洲に於ける ill 築事情 を持った部草花は ζ れ に反 して 観察見事上大い に必

南 浦 工 事 教 授 工 学1W: 汁: 村 田 治 郎 要である。とれは今回の i滞鮮建築合員の御講演 の

4 建築の凶民牲と凶際性 l亡就て 内谷 l亡;坑 て批判したの ではない から との駄不思御

次 官 官 高 工 数 授 工 学 ゴ : 本 野 約 吾 了承 を願ひた い。

ち改殺40年J : 日の翠i怒に於ける ill 築の鎚遜 零時中;持iiii 合終了 、一 同紀念線影の後、主主鐙 主

選澱線管 ｍ 技師工 ｾ ｾ ｉＺ )1・手 議 flll のLf 餐 舎に11:1席、高談を 三唱して散台。( との

， l . で附記 して涯きたい のは 遠隔 の地より参合 制終り )

四 建 築 曾 聯 合 大 曾 肇 湾 瞥 見 記

日本建築協合常務 清
オ三 条

10月24日 ( 木〉 暗

一行 11 名中 10 :g は各自納戸港第 i 突宛横着の郵

舵朝日丸 に采結、iF.下υ-，午，

人奇等宇に見主詮主られ! 出H中帆j凡t ナ。 海上( ; t 秋111; のー1--天然、結

は鋭のトーを滑る如〈諸事倫快 に ｾＧ ｲｾ ｾ ー口 の 副首波ｾ終

る。

10月25日 ( 金〉 曇 後雨

朝来J孔Nlil くさM，; 、午 前 6 時門司完号 、i E午出帆主主

の1淀ia時間を各自の自由に刻JIJ す。

協合一行の l 名 、i前洲建築 協合一行 3 名、朝 鮮

建築合一行 18名何れも と込より同航、2 { ! 事食堂は

我等同志の一行断然他容を墜す。午 後 3 合 の 旋行

益北腕見・・・・・・本島人の簡易食堂

" 現世話人 相合 し見与J t の希言夜、大合議題等に就協

議し、選薄型建築合苑打治す c

j 三候蒸暑 く夕食後雨となる 。次 9 時th より l見雨

ｾｾ くな り舶 の 動操烈しく船室卓上の茶航空事館 ｩ 務ナ

26日 ( 土 〉 雨

午前本時に時計を 30分遅らす 、朝うk天候暗憾 と

して時々駁雨来る 。風浪少しく装へたれど終 日静

ま らず。 昨夜i品・員なりし食堂も今日はZ主席多し。

一日中陣地を 見 ずc ペツ ドに馬主将rf て雑談と雑誌

の拾談みに 'l'( ナ。

10月27日 ( 日〉 曇 時々雨

午前写時再び時計を 30分遅ら し、 選海時間とな

る。波は{徐程静かになり 、般にも慣れて今朝は皆

元 紙 よく会堂版ふ。 3建築合員 のま旺つ なぎ を行ふ σ

L( 二前 11時過ぎ加の行手に護青空のド基地馳主主に見え

初め、2 時帰 11 基隆の岸壁に安着。法理事建築合 の

Ir - 手合長初 め幹部諸1乏の出迎へを受〈 。直ち にrt

耳 ｅ でｾ北に ｬ￭ｩ ｊ -'、、車窓を絞ぎ るEZ思樹の彩 、雨に

煉る本 山人 のｾ家待｀Ａ￩に護 育警の ｊＡＡＮＮ 物 をｻ，｜ｉＮ｜ば ナ ｣

選北停車場は各地よ P の級 光客 にて 混雑を極む

去 建 j 目: 訟の自動車で先づ忍湾市'1' 最J:r.こも;首 ず。 i列日は

同市l' 祉の大祭 日と て酎J 角には のぼり 織を: f ; tて、御

輿 を挽ぎ廻る様内地市l' 抵の祭盟、と少しも後ら ず藍

滞在住の内地人は 氏前l' 援としてかしづ けるらしく

錐ゆ 。

'併 X 時 点



等 出 隠 され 中 々に 興 味 深 L 。 そ れ よ り

己主 i HI ; 於 lずる凶立公闘の候補 地 の一 、

大 屯 山 梨 の 一 部 なる 、草 山2土北投 を ド

ライブナ。 とのドラ イプエ イは往還路

W. ｓｬｾ にし 勾 西日 ゆる や か にアス Ｗ ア ノ レ ト

釧 災 を 施 し 総 決 き 山谷 の長 淑、 きでは

成 測 なる 選 1[: 平 野 の 炭 裂 を 満喫 し符、

加1. . 1 、るに本山及北投 温 泉 は{可れ も湯 j ，l

2214・且情初7. k 充分 にして 、地獄 の 如 き

も斜線、別 府 l亡A怒る とも 不 劣 、ー は 家

後 的 に し て古利託、 他は 大 根的 に し て 温

糸 、交 泡 に 、 j孔光に 、設備に 、1主に凶

建 功 前Ir 魁: 立公 ＱｾｾＱＱ 族紛地のーたるに 恥 ぢ ず 。

古 告 c∞o m叩P戸刊et it iぬ0叩n dr悶ra w剖訓叩、w、V叫F

1的L向j 、ロ 一マネスクで統一した 主芸益大校合、 和 渓 洋 折 招互友妥J....喝に臨み 、 IωO時丘4牛iド三z忍草北苦滋主の列 E草EにてE選草建斡部の

* 訟のも とに 南 部 地 方 へ 出援す。

哀 の ru功 ff，rlr祉 、熱 帯 味控 な 植物 l刻、 よきも思しき

も支那起ｾｬｬＱ＼の龍山寺苦手を見 ｬ［ｾ して 、 料 Ｇ Ｇｊｾ 竹の家に 10月30 日 ( 水 〉 晴 後 曇

於 け る 復 廷 の 招 待 舎 に 臨 む 。 午前 Ｕ 時半系議活選注文部の ｬ 豆Ｚｫ ｬ ｾ により綜構内

散合後忍北銀座の築田fj [! を一 巡 し て 剖 訟 の 絞1白 で 朝 食 をした L め 、6 時 登 山総選によ P 阿 里 山 へ

日の丸官自に案 内され、 ー 浴 して数 日 銀に必 の 上 に 向ふ。 と の 鍛 道 は ロッ キ ー同様シエ ー型汽闘耳I K

蚊 般 を 釣 Pて 寝 る。 よ り迩縛され 、 阿盟山 ilf 出の木材 運搬を 元 来 の 目

10月28 日 ( 月〉 晴 的とし傍ら主主山浩: を{ 1! f 乗せしむ るも の であ るo 延

午前 日 時字選建差廻 しの自 動 車 で ｬ ，［［ ｪ ｾｩ 字率校講堂 長40数日虫 'I
J

60欽 {j). 1の12主訟 を有 しスパイ ラル線の如

に於 け る 4 建 築合 聯 合 大 合 に 出席 す。守|続 き; 昨猷 き難所 あ p 、事慾の眺望! 頗る )11 大なり 。 阿 黒 山 際

舎 に移り 午 後 写 時 牛 終 了 。 紀 念 侃 彩後 援建 主他 の を泌; 品 しエIr 'IJ Ｕ ｲ ｾ Ｚ 食 Ｒ 時新 高口 ｬ て芳〈。

.l f 餐 舎 にti1. み 、午後 2 時 よ H 芸1湾1，y.覧合 第 l 合 場 白羽 l 米 、 I" :J さ40;)1と、樹 齢 500 年 の伐 木 現場 を

ｾ見事。 交 週土木館 、 産業館 、 林業館 、 興業館 、 見る o 大 木 。 切 り倒さる L 瞬 間 の音符は ー種 云 A 、

事I)f業倣告字選湾 7"ロパーの もののみ を瞥 見 す 。

次 に 板 橋 に 於 け る林本 i原主催の博覧合協賛郷_ I .• 

館 ( 林家尽I1定 〉並に 同署長! f f 闘を 見 る。林君K!ff l羽は所

訪 支 那 箱 庭 式 の ものにし て随髭に その特 徴 が i税は

れる 。

グイト

午 後 6 時 よ り 江 山桜 l亡於け る恕定見合 に出 席 。若年

ワJ

姐の{ 除! I l Hこ良I じっ q 華i符料製II を' * ひ 、合員中目立 の

懇談 に 時 の 移 る を忘る 。9 時 散 合 、山'J{ かなノミ稲庭

内 本貼人 1苛を見物して邸.，，"1，、

10月29 日 ( 火 〉 曇

午 前 中 各 自 白 rlt に 選1''¥( 第 2 令揚 を見る 。 己 主11  

*. 1湾 の 歴 史 7.k.博物資料主主に文化施設館があり 、 併

せ て 各 地的 役 l官{ がある。

午 前 11時 ア ル テ ッ ク ス の 梨 鐙 J叶，，: ，日島氏のf自作午

餐 舎 に 出席 。 午 後 1 ｾ与量長崎Ｚ南方 分 場を見梨す 。 之

は南支 、 シヤム、印氏 、 ｾＪ諸島等の注業 、 文物 音量 山 寺 腕 見

XI I  98 



べ か らさ「 る悲J仕味あ p 。 ι れ lて従事 す る人々 樹 齢

塔を 建 立 して大樹- 9mを和 るのも うなづ かれる。

引 績 き 高 山野 流 の 木 受 り 術 及集 木 の Ｑ ［ ｾ 況 を 見事 。

4 時符ぴ阿里山燥に引返 し、高 山衣料館を見て阿

恩 山利I紅 、阿毘山寺に諸で阿思 山ホテルに務}tf き、

滋泡姿で鶏のす き主主 に音放を 打 ち、明朝 の蹴 山登

山 を期 して早宇 〈繰る。

10月31日 〈木〉 晴

4 時過l i 1 の女中に起 きれ、一行中主主名 を除き 暗

|討の主主を 統 山 l亡登る 。 と こは 海抜 Ｒ ， ｾ∞ 米 、 新高

速主任を指呼のI l tl に見 る。 日の出 を待 ちつ L 朝 食の

緋' i i i をパ クっ く。符 っと と しば し山i'll'i に浮 べ る雲

赤紫色を 曇し 山容次第に鮮かに雄iiII の以ノ三地に泌

つ。

山 をパック に一 同記念撮影の後 阿盟 山際 l亡下 り

7 時宇梁事下 山の主主につ くo El i 熱帯 、熱帯と下 る

に従ひ段 々気 候 は暑〈 な P 、1 時半北門 に つ く頃

は再 び ワイシャツ 1 ;枚の夏姿になる 。

貸 切 パス で良事試験場と 製材ffr を分れ て見 挙。

嘉義市街をー廻 して 2 時半嘉義援南下 して、本 1ia.

行 の 最南部 ｩＧ￨Ｇｩ絡に 向』、 。 Ｔ 時 中高 雄 Ｗｩｩｾ基 ｾ 支部 差

廻 しの自 動 車で波止場を一巡 の後嘉義市l' 鼠上安奔、

緩 いて 森 山に ドライプナ。 ζ の訟 は 日本西 端の 要

証書 を守 るため軍部の建設 した もので ゴノレフ リシク

を右に 見て、約20分で詳のま長1-:: 逮ナ。 とL は海抜

350 米官会海岸に 吃立 し高雄市2えその附近 の風光 を

一望の もとにをさむ。海水浴 場のある西 f子被へ降

る道路は、寄厳 波を〈 だき風光絶後 、カn..s、る に 自

然 f主の猿 、 キ ヨ ン等 が俵息し てゐる 。一行 10数 蓬

新 商最高畿をバックとして 一行。記念撮彪

阿卑 山際に於ける税霊長国一行

の自動車を 列 ねて iili 行す るに際 しで も数度そ の影

を ｲ ｭ 近 に 認 め Ｑｾ た 。 Ｖ 時 過ぎ 市管 浴 場 に 成 るべき

菱博翻 光倣 に到着。 汐湯 i亡ー浴 して珍果マ シゴー

に 舌 放 を 打 ち 、 ｾ 建支 部の 心 量 産 によ 型 特 に 浴衣が

けで夜 の市街を 111上よ P 見物 し乍 ら、新市街地丸

中援 に於け る?: fm支部主催 の歓迎合 に出席す。9

時間合符 び市 中を ドライグ して 臨海ホテル! て投 宿

11月 1 日 〈金〕 晴

午 前 Ｗ 時 中高雄鼓。 Ｘ 時過去市着 、 選 建 ｾ南支

部 の 案 内で 、一 行 自 動車 を 列ね 先づｾ 博歴史官官 を

見 隼 の 後 選前 ｪｪｩ ｬｬｬ 量土に 多奔 、 綴 い て 北 白 川 ｧＮ ｾ 主 去 の

御遺跡を野籾、その御簡素 なるに感蹴ナ。次で郷

成功を 市E るIJ H山市1
1
Wll: 2*.文扇j 'i'全 島第 1 と都 せ らる

L 孔予防 に訟 で、目白人 の築迄せ る7 ・ログイデ ンヂ

ア披血1: 功、i&: 棋 を見J}-，。棲上にIJ、憩 . 本ぬ 固有の町

立立 を 眺め ながら 、 ｾ 海水瓜 の美 味 にし ばし暑 さを

忘る o N ぴ 自動車 をか lJJPi 大な 武自魚養分、場 を左

右に 見乍ら安平に到 p 、ぜイ ラ y ヂア披主1: に il:E溌

!隠史館分館 を訪う て、i ' i f 国揃兵術省闘

の治政 を偲び 、城 壁 l亡主主 って高雄 に そ

の渡良を 奪 はれ荒腹せ る安 zj 三港 山跡を

i=Jj..s、。

市1J，j を111.卜よ り見物 しワ λ 主主iN槌: f IJ

d  77f 。盗主主 支部 有 志 の 歓 迎 午 餐 合に出

席。正午 の汽平で直前 を僻 去 3 時前二

7J<. liJ 。約 1 時間 の釆換時 IBl を利} ! J して

.l!1海氏丘1;値物凶 を見書込。 同氏の案 内に

より熱幣泉街Iの行識を 披 むo :rFび7.1<.lP

:!:i t迄 f t l l I をかり貸 切パスに来リ ヵ、へ 6

時日月 il;ii 働碧棋 に到着宿泊ο

11 月 2 日 ( 土 〉 晴

早 朝 起床。街は 日月憶に胞がf側面 よ

99 凶 1ム
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日月町に てイじ蕃と共に記念撮影

P 百尺{捻j'i; j < 、老若仔ぬを 前 に湖水の令去を 一望の

もとにをさむ。朝主義に か すむ湖面の小波 、湖上に

小さ〈 一 文字を 引 きて進む化務の濁木苅 . あちと

ちに浮ぶ浮草の 小島 、只静寂 そのも ので ある 。や

がて 東 の怨は次第に明 るみ、革法仔ぬの山陰より刻

に湖 水 を かすめ る旭 日の影 、最 淑の絞 は段 々鮮さ

を補して 来る r

7 時 モ ータ ーボ ート により 尚I7.Kの錦、雇土殿の み

残 れ る中ノ烏 明 柑よ可 月 ￜｾ ＧｬＮ を迂回して石 印 蕃枇に

七降 、化務の杓ニ歌、舞踊に! l f ! じ記念撮彩をな し再

71 乗 館、フlく力活気注 7.K!i 庁に辿lって 出滋!!I，lj 1-こ引退す。

貸 切パ ス1-: : て魚j也に出て 、本 山入手 Jl fI の，哀耳[ ( ト

ロッコ 〉 に乗り途中 日月i¥' ，'i 7.K力強官Llfr を見て し時

半外旅代に 主主すο 暫( 休憩 の後R車 で こ7. Kに主主 -

I ' i . 動車に莱 町換 へ 3 時小選中に到着す。

必 ｩｬｬ 支部 の 出 迎へ を受け 用ｾＺ の 自 ｛Ｑ ｊＱ Ｑ Ｑ に 分釆 ｣

先づ挙中 市111，1!土に 誌で公附及公館地区 を一巡。選1事

山岳官官、 バナナ検査所、本ぬ 人の森 喜反央氏の住宅

を拝見 、一工Li ) 長倣春日1家 にノj、!il t. Ｖ 時宇より ｾ ｩ 湾

料ｾｾｾＺ商事 月 棲に 於 け る護 主主支部有志 の 歎迎 合 に 臨 み

数 合後市 中夜景 を見物、各自土続物等を と とのへ

ft ぴ紋官官に休息1午前 2 時三|ミ予選の夜行91] JlI で事北へ

賜 る。

11 丹3 日 L 日? 晴

午前 7 時・: ; I i i 北着剣 liin長官自 にて休般の後 . 正1(' よ

円減道 ホ テルに於て・ 日i前E下三位築令親祭図聯 合

ドて 、遺産IW 手合長初め幹部祐氏 を招待簡 素 な る

午者舎 を似 し、完!J * 以来御斡旋 の努 を深謝す。2

時過の列 車に て基隆 に向ひ 4 時牛壷鐙曾長初め斡

副 I 1∞ 

部の御見主まりを 受 け、垂11絡 吉野丸! こ

離援す。 日1滞 鮮とミ建築舎 とも伊j 船 、

本協合 員 tド74ヨは個人的 の所別或トニ

Ｑ Ｍ 海方面へ組遊のｾ扶を分 つ。

とれにて我 苦 手、待望 の選 ｩ ｾｬ 税者長』財 ｊ

も無事終局 を告 げ た諜 であ る。

後 記

思へば去 月27日午後波 認 して 4 可

l抗々 8 日l問、 その| 切に呑気な抜を し

ノ戸ら 随分各所 を見事 して税 務の能率

を上げたものである 。

母音の都合で-IP主主回数を- 1 : 1 繰り. 1

げた L め日本の最南端1喜怒f ) . へこそ

行けな かったが . 選 北で は怖見合 で

i必憾の全貌をよ〈承知した上、都 市で は長北 を初

め新進明朗 のお雄 、古 都 の 呑 高 < I荏史 I'C並'(;i ;・7よきょt

商 、其 他それぞれ特色の ある嘉義、選中。 山で に

UJ -Iii 美の新高速除。 大木伐採 の阿里 山。 E摩地 では

幽寂境日月 iJ:'i 。温泉で は静 かな本 山、iXd柔郷の 北

投等 、 混濁のグリ ｹ プスは ζ れで Ｍ ｾｭｬ 日※ た ｩ 却 で

あ ら うc とれ と云」、 の t 認 i符建築合 の 井手合長初

め幹部 の方 々、税務i也の 止; 郊 の方 々が折柄 IHHlll<!'

の 必 Ｑ 湾博覧舎の御川件 で 一 際御多忙＼ＡＧにもイ ｾ ｾ ｉ Ａｬ殆

どか l. ! J 切りと五 へる 税 1-; 御世話を 願った賜であ

る。博覧合防JI刻中で御光容の一層混雑して居る折

柄 、前 首日十f t去の御泌力と総督) ( 祉 と しての 御宣告が L

l ) がなかったならば我 々はウン と苦んで 、 こ山! I'

分 も説 祭の効果 を器げね なかワ たで あ らち。 此誌

上を ｦ ，ＧＧｩＡｊて到 る 底御馳 走 に臭 っ た のと共 々 ｾＢｊＺＡ Ｚの

謝意f を表 するも のであ るc 10']': 程前建築拳舎 と共

に招れて満洲¥行って御歓待に奥っ た時 も感 じた

選南市商品陳列的Ｈ落 ｩ ｗＺｉｩｾｽｫ館〉 前 に 於け る 視察

周一行
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のであるが 、到底 内地へ御出かけ下すっても閥鐙

的に はあれだけの御・返 しは 出来な い と，思」・と 'ill: に

汗顔 の奈であ るご教官( j の統 制がキ チ ンと出来 るの

は勿論皆様の努力 によ るがーには 各地に 支部 が設

けら れてとれがよく統制がとれ てゐるか らだ と思

ふ。我等 の 取っ て以て範とし皮旬、と とろであ る。

それから今一つは 10年前 の 満 洲1'.1: 満銭、今 の 護世警

は総督府の御 蔭で ある。とれは央々も羨しい次第

である 。

佑 て瞥見後の速湾の印象、筆者は北 海道‘ 棒太、

南洋新 鋭+t .不は未 だ知 らない 。比 較 し

符るのは前 記 10年前のi繭洲だけ であ る

が、 どちらも内地より行って先 づ感 ず

る事は殖民地は呑気だなあ 、 と云』、z y;

であ る。忍詩型だけに 感 じた事 は歴史的

にTlIi 白いと と。 蕃人な んか ピ居て人積

(11にな っかしみを感 じた とと 。 口いや

しい動 では果物が笠宮? なとと 〈とれ に

側 聯 して満洲の洋酒ゃ 、合ト園煙車の 'た

い と とが思ひ浮 ぷ〉 最長 の 色 の 濃 さ が ｾ ｩ Ｇ

常に鮮や かで気 持のよ い こ と。 どちら

で も共通に考へさせら れた事は内地入

の殖民 が生活程度で到底競争が出来ぬ

ため‘ 結 局二上民 の腹を肥すの が務 であ ると 云」、こ

と、 どちらでも 不愉快な のは郊外 の士. ホコ リの烈

しい こ とご

皇帝主主崎 中の 4 日間。 あ は た Y しく見て来た護青空

の印象が走馬燈 の採 に 次 か ら次 へ と浮ん で来る a

絡 が市'1' 戸へ着けば宇ヶ月スツポカ して をいた雑務

が待ちかま へ てゐ るだらう o あ λ 又 内地 の セ セ ツ

コマ しきだo.測の人が羨やましい 。

弱ればとても放日記なん かの豊臣は取る書まになれ

ない。思ひ出すま A を絡 に揺られ乍ら只事務的に

書 き 記 す。
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建築法規に闘する質疑ｾ答欄

態 答
法 制 委 員 曾

間 施 行令 第十三後第二演中 にあ る「祇寺建築物 J 更は許可なるものなるや

の適用範閤如何、紳紙、寺院 と名 のつ〈ものに非 ・答 支障な い見込であ ります

ざれば不適用な P 宇、基督教、天王霊童文、東郷軍申厳 : 但し大阪府では飲食底に依つては住居地与え内に

金光致 、人 の道教等は許可 申請不可能な習や翠 l亡

有資格制I量士、偽教寺院に限る 宇、そ の題曲知何、

京阪神行政官鹿の許可方針範図i f < l J 度し。

答 施 行 令 第 十三候第二項中 にある「祉寺建築物 J

とは紳枇及寺院建築物に限ら れたるもの であ りま

す、即ち紳駈法令によ り登録されたる紳最土並に宗

教法規に よ型 登録さ れたる傍教寺院の窓であ り、

従 て基 督 致、天理霊士、金光量士、人の滋数空宇の建築

物は「貢土寺 建築物J に包合されな いの であ P ます。

開 府細則第十六僚の規定にある階段踊場に付て

の大き の制限 はあ 習ませんか

例へば有効中 1米2∞ の湯合及 1 米5∞、 2 米

の場合 に於ける最小限度の長 を ?

答 大 き は幅と長さ に分解 されますが慣に就ては

施行規則第二十五: 俊及府細則第十六僚に依て規定

きれて居る liii l J です。

長さに就て は別に規定されて居りませぬ。

但し: 京都府及兵庫[ I ¥! l ¥では長さ の規定があります

か ら附記 して置きます

大阪府令第十六僚に於て

1. 階段及開場の阪は内径90セ y チメート i!.- 以

上主軍事すと 左

京都府令第十九僚に於て

公衆用の階段は踊場及昇り口又は降 り口 の 足溜

は其の幅及長を階段の柄以上とすると主

兵庫 l係令第二十五後

2.  多人裁の使用に供するも のは其 の階段縮、

踊場の長l J t . . 阪は各内法 l メートル以上と銭し廻階

段と鴛さ ざる とと

間 住居地域 l亡て規定の 4 寄j の笠地なき鋭、現在

商庖とし管業 して居る建物を飲食庖として用途俊
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答 大 阪府令市街地建築物法施行納l I ll 第十一僚に

御理事ねの事項を大値解決する依文があります. 即

ち30尺よl J 1米を控除しJ夜明 の 2 分 の 1 高き位置

を地盤とする事が前衆世するが敢に、 30 尺ー3 尺

3 寸 ==26尺 7 寸 26. 7+ 2 ==13尺 35 13 尺 3 寸 5

分現在地盤 よ り高〈な ります位置が地穫と考へて

下さい、施行令第五僚の御研究を御願 します

間 道路に面した高き 10像尺の高地に於て境界線

には百撃を 付けなければな らないか

包し町村遣 に面する所にて

ｾｬｬ＠

/  
道

路

答 細 則第十三僚 に依り 施工は必要です
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第 1 園 北東より見た Fl oyd Bennett 主主

港の会 長、イー ストリパー上空よ

り空中撮 影によって波容 総皇室の震

めの氷上告書の傾糾路 ( r amp) の設

備 を 示 す。

第 2 圃 絡納庫 の聞に挟まれた倉庫と庖舗

園 際 新 建 築

"1 園

第 2 園

= ユーヨ ーク の主空港として有名な Br ookly n の F Jatbush に於け る FJ oyd Bennett 空港は 、失 業救 済 事

業として｝ｧｾｩＧＩＺ 1，∞0，000 滞乃至 1，5∞ ，∞コ弗を以 って吹良事業が去 年の 10 月組織さ れ 、5∞ 人 の努力と 60人

の絞術者住に化事者を以っ て、此 の改良工事が冬期中に完成された。

改良工事への職 工の積狐

1. ｲｻｾ 練機 械工努働 日数告ｼ出 ｩ Ｇ 毎 1 ヶ月に付 5 日間

Ｒ Ｎ 普沼努働者ｾ働日数 毎 1 ヶ月 に付 15 日H日

其他に m房工 ( St eam 自tt ers) 、煉瓦工、大工 、m鉱 工、鉛 管 類布設工等の新しい :7f 働除が毎週屈は

れ て 来 た。

設 備 概 要

1. 4  1聞の特約J J I l : と仔理局 ( admi nistrati on buiJding) へ配給し得る 40つ馬力の媛房袋泣を有するポイラ

一家と! 苫街I i

2. 凡て の建物へ接 縦 し得る長 3，∞ 0 8尺のパ イプ トy ネ ル

3  遠距 離繰作用ラヂオ ( remコte.controll ecl radi o) 用主主物 …・ 3

4.  局部的 1-:: 信銃所( 又は燈選〉のある走行路… ・l

5  居住 人用 の事 務 所

6.  60，O: x J ガロ y 貯 蔵 し得 る 貯泊 所

7.  ｾ客 、 郵 便 及 速達 等 の 鴛めのレストテント 、 切符扱ひ 主普及地 下 の 荷物搭載場等と 交互に 組合された管
理 局

8.  敷地排水用の傾斜、地平均及室掘

9. 3，5∞ 吹 あ る走行路

( Ameri can Ci t y 誌よ P 亀井幸次郎〉

( アメリ力 ) 失業教湾事業に於ける空港の改戻工事 103 XI I  
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園 際 新 建 築
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Pi t t sburgh の Buhl 財聞による貨験的住宅計重の建鮫費として Chat hamVi l l age へ 550，0::>0 弗の場額が

なされ直ちに工事が始められた。

新築住宅は会部 1936 年 5 月前後までに単備される事になってゐる 。

Ch:l. t ham Vi Uage の 総事業 費 ( 或 は総事業基本合〉第 1期及第 2 期 共 1，6∞，α) ( ) 弗

新 築 住 宅 数 ( 第 2 期 ) 197戸 間 ガ レ ー ヂ数〈同) 185 

第1 ) 羽 k 於て 、 1932 年 の春までに 129 戸 の住宅が完成したが 、 たちまち 9 9 % の頗る付曹の結果を持っ て

祭がってを1:舞っ た。Chatha m Vi J l age に於ける建物は 31 年 の年賦償却であり、管理に就て 11: 此 の年賦費

を合めて 凡て負機額の 5 % の純利径があ る。 Cbat bamVi lla:;e の住 宅 l士費 却さ れ るの ではなく貸奥される

のであ る。

経管地の商務は 43 エカーあり、 Pi t tsburgh の 中心地よ り健かに 2 哩しか離れ て居 らぬ。

内 諜

16 : r . カー住宅地 4  : r . カー慰祭休養地 23 : r . カー森林地の附底地 計 43 ェカ一

本音I.mに参奥せる入 荷

beor y vVri ght ;  Ne w Y ork， Cl arence S.  S旬 illj 敷地計鐙E ia管 者 Ch町 les T.  I ngham;  Wi l l i am Boyd 

ri t tsburgb の建 築 家

説 、上記の雨氏最近 Chat ha m ｖｩｬｬ ｡ ｧ ･ への所ｾ｜ｾ tbe Better H omes in A mer i ωsmal l  house Competit ion 

に於て アメリカ建築製合のメ F ノレを 授 奥 されて居る。

T heodore  M.  K ohanki l ;  Pi tt sburgh 諮 問家

施 設 概 要

テユスコート 4  銭設投揚 ( guoi t court )  4  

7 ツシポ ーノレ フィルド 1  男 女 誕 生 国 l  

保婦の監督の下にある幼児周遊間 1  

ｩｩＺｬＺ交Ｚ［ｬ ｕ 長号室の矯め の Ｑ Ｒｾ を有ナクラ プ ハウ ス l  

住 民 主 と し て 努 働 者 Pi tt sburgh の下町から来た小官吏

大挙" p 其他の拳校の数授又は数員

家 賃 卒 均 1 ヶ月一室 10 弗位になってゐる。

*  
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( 7 メリ力 ) じ・7 ・7パーダのチヤサム・ビレチ'の第 2 期計書
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.1園

都市盛芥袋却場の正面

.2薗

鹿芥焼却揚の内部 、 ポ

ツパー 2えクレーンレー

ノレ を示すもの。( 註ポツ

パ ー・・漏斗様の塵芥 受

器〉

る と と。

園ー
際 新 建 築

二

Shr evepor t 聾芥焼却工場の絡事長

Shreveport 盛芥民主理工場の 設 計 者

主主は 、此の単一 の建物は待て建築さ

れた事 のな かった と ζ ろの 或る 怠ｾ

な型式の組合さった もので ある と信

じて居った 。 然し更 によ い型 式 の も

の を噌築する とせば 、先 決問題 と し

て次の事演を認識すると とが必要で

ある。

1. 塵 芥 受 箱 ( recei ving bins) を

1 個使用 する 代 P に 2 個使用す

2. 強 か ら友撞受 ( ash hopper) をiffi 過 して友脇島理!ト ラック まで の友盛期の D ir ect gravity p国 崎 . ge を設け る事。

3.  狭 い ク レー y の橋 ( narr ow crane  bri dge) を設 ける 事 。

4.  火 焚揚 のｾ めの風による 直 接換気装置をなす事 。

5.  座芥運搬用トラ ックの鴛灰主主税込揚走 作業休止 の時トラ ックJ t 1 の車庫に代JIJ する事

6. 経 費 の安い構溢法を 採用ナる と と。

此 の揚 合銭 骨構造の代 りに銭筋コ シク P ート 骨組によ る構造 を採用 した。 ( A weri can Ci ty 誌より 亀井幸次郎〉

( アメリ力) Loui sI ana に於ける Shr evepor t の都市塵芥焼却櫨
105

11X  



園 際 新 建 築 !女
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第 4 圃

こ斗正込b a・ SECOND OR S丁目 IN  G  F  LOOR 

費ｾ 3 聞 は 、第 1 階又 は次 撞 続 出 階で 、 雨 側 に盛 芥 を 受

取 る 篤めの コ ンク リー トの ピ y が 、 1 {例づ. 1. 2 {聞あ

る。此 のピ y よ 明クレ ー y 又 は御機 パケ ツ ( Grab 

bucket s) よ り塵芥 を取 り出 し階 上 まで運 搬 さ れ 2 *且

の税込ホッ パーの中へ 没込 まれる ので ある。 光 によ

る信 彼 l土如 何なる在lあ1の塵芥を必要と して 居るかを

操作技師 ｬＧ こ ｪｦｦｩ 告 するの である 。する と技師 はｾ 搾 ｅ ｅ

主主操作ボツ パーゲ ートを操縦 して 要 求 の 盛芥 を絞 込

むの で ある 。此 のホ・ッパ ーゲ ート は水 蒸 気叉は燦 が

雌 か ら積 下主主に 這 入 っ て 来ない 様 に 設 計 され て 居

る。此 督 事 務 所 は、従 業 員 への似 品ir 又 はシ ャ ワー等

と同様に此 の階に 配 置 しである。 此 の配 置 方法は 必

ず しも必要と 云ふのではな いが、望 ま しいもの であ

る。此 の 特 殊な卒 商 闘 を 見 る に 是等 の サ ーグ スの配

置 が 扱めて 灯・都合 に行 はれ て居 る。

ｇａｾａｇｅ＠ RO口F

SCAl E  I NFEET 
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f HIRD OR CHARGING FLOOR 

第 4 聞は 、第 2 階 又 は 火 焚 階 で 本 階は燃 焼設備に よっ

て組織されてゐ る。盛 芥 島 理 工場の 認 論は、遊 の 中

で充分なる火力 を得 る矯 め 何 等の燃 料 をカ日 へ る必要

がない と云」、z ] : ; である。好 〈設 計 が な され且つ操作

の行 き と ピ い て 居 る 焼 却 燐 i亡於 ては 、金 〈好 都 合に

'tl:際の仕 事 が な されて ゐる のであ る。

燃 焼 を助 成 す べ き鼓 熱 装 置 は常 に不援 の 扶 態 で 加 熱

されねばな らぬ。是 等 の 装 置 は多くのパ イプ よ り傍

成され且つ燃焼により加熱された瓦斯が 貿泊するの

である 。外 部 よ P這 入って芥ーた空気は是 等の パ イ プ

の周 闘 をjiJl ! l 而して温度約 145e) OF まで昇るので・あ

る。然る後 に加 熱 され た 此 の空気 が雌 の 中に吹 き込

まれる ので あ る。此 の 燃 焼主 に於て は瓦 斯 が 煩 突へ

出 る まで に完全に燃焼される必要がある o さもなく

ば底辺工場の周闘が悪臭に1Ai まされる事になる 。

瓦斯膨脹ー室はヌ; 新が煙突へ行〈前に此 の案 で 膨 脹 し

得 る 銭 め の 装 置 に して、煙 突 まで主主する長い熔道も

ilF此 の 作 用 へ の侃iへである 。 此 の場 合 瓦 斯 は 煙 突 に

達 するまでに充分冷却されてないので、 耐 火 煉 瓦 で

積み上げそ 6 厨悶 を織のコノレセッ トで1 & き保護して

居るのである 。採光と温風は普泊以七に窓より取る

事 が 出 来且 つ 火 焚 室 は 充分 貸 〈取 つである。

第 5 聞は 、第 3 階 又 I-;l: n皇芥 積 下 階

X II 106 ( アメリ力 ) Loui si ana に於ける Shreveporl の都市塵芥焼却蝿 建築家

J on肘 . Roessle， 

Ol schller 及 Wiener
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園 際

5 CAL E  IN  F E E T  

新 建 築

第 6 闘 縦 断 聞 は、ト ラック よ P ピ y

或 は 上 郊 の 税 下 し ホ ツ バ 一、 下 郊

の鐙を 沼 貸 して 次 雄 受ホツ ノJ ーへ

そ し て 是 等の友 肢 が 再 び トラック

に よ っ て 運 び 山 さ れ る ま で の 経 過

を明瞭に示し て居る 。 此 の 友 燈 を

直 接庭理する方法は 、 時 間 、面積

及 経 費 を 節 約 し 且 つ 手 に よ る 操 作

を最低 に まで減ず るとと が出来る

のである 。 此 の 次 総 積 出の 階 は夜

間 は トラック の車 庫 に 充 賞 し て 来

たのである 。

Ｐｾ＠ 10  15 20  2 5 J O 
第 6 圃

L ONG IT U  DIトJ AL 5ECTI ON 

第 7 闘 談 断 闘 は 燈 及 激 熱 装 置 を iID し

て 媛、燃 焼 室 、強 熱 室、膨 脹室 及

燦 道 等 の f聞に於け る関係を示して

居る 。此 の 燃 焼 式1lR:及 他 の 部 分 は

よ良筋 コ ' / ? 9 ー トの 大 な る 梁 及 柱

にて支承さ れ 旦っ そ れ等 の 梁 及 柱

が 第 11渚の大部分を占めて居る。

第 7 園

T R A N5 V E  R5 E  S E  C1 1 0 N 

貫工 Ｘ 聞は膨脹ｾ及煙突の断面で建物の中心より取 っ た

も の で 、 燃 焼 室 及 激 熱 実 に 残 さ れ た 燃 焼 瓦 斯の底 縄

の鴛 め の設 備 の詳細を示すも の で あ る。煙突底部の

目的線は煩遣の周問に巻付けてある銭の制強材の 位 置

売示して ゐる。

( Amer ican City 及 Architect ll ral Forul l l 誌よ

り重量井幸 次 郎)

第 B 圃

民ALE IN  FEET 

日 ; 10  

SECTI ON T HRU EXPANS I ON C HA ME E R  A ND  C HIMN E Y  

ｾ＠ J ones .  Roessl e  

( アメリ力 ) Loui si ana に於ける Shreveport の都市塵芥焼却値建築忽 Ol schner 及 Wi ener 107 X II 



園 際 新 建 築 :女

第 9 圃 績 の 焚 口 の 扉

第 10 圏 煙 突

第 I I 圃

J ones， Roessl  

XI I  108 ( アメリカ ) Loui si ana に於ける Shreveport の都市塵芥焼却櫨建築家 Ol ac heJ 及i wme r



市K 園 際 幸R 建 築

外 観

S C AL E  I N  F E E T  

0 5  10 15 20 I I  

卒 面 圃

( アメリ力) グラハムレインタ民邸
llt 計者 Hari vel l Hami l t on Harri s 109 x 川



園 際 新 建 築

"  

'，¥ 

叡

卒 面 上 部

卒 面 下 部

) <11 110 ( イギリス ) ヒーストン航空港の格納庫

*  

此格納庫 は初め飛行機所有者のクラプと して、

1929 年頃から着工されたものであるが、 その後

飛行場は度々鎖張さ れ 、現在 は英図第二 の航 空港

となったもの である。此の絡納庫全般 の延 商談 は

60，6∞: z p. 方尺 、持納庫の部分だけでも 32，450卒方

尺の床面績を有 L 、飛行場似IJ のBM口はスパ y 2∞ 

尺 、高さ 30 尺で英国第ーの ものである。ドア B

枚を手動によって倒防j する。

( Archi tectural R eview  i是正ーより 本多正道〉

建簸寂 Gr aham Dawbai n 
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園

庭 園 倶IJ 外 観 ( r ，} 

夫 綜 と 子 供二人 の家族 に適 は し，、平 うに設計された もの で、 主

要 手伝は南東に商し 、 日光を 充分にう け て 荷主更の午後 の 暑い 江

照をさける 司王が 出来る。

2  黙 1. 2.  3.  4.  S. 忠 実、6. 7 俗 索、3. 9. 戸 棚 、 10. ｾ号療

戸棚 =

F符 し ホール . 2 居間、3. 食 堂 、4. 小 児 索 、5. 洗面所。 及泌

路 、6. 議 所 、7. 押 入及 冷厳 r. fl: . 3. 便 所、9. 媛房明

10. 女中察 、 11. 12.  13. 戸 棚、 14. 草原

( Arcb託ec tuml H ev ie w 言主 4 り 本 多 E 遺 〕

( イギリス) 7 7 : -r- ; ' ハムの佐宅

際

ー‘

新 建 築

1  ｾ首 平 面面目
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園 際 新 建

外 観

サ γ 々モエ カ山脈中 の最 も 禽 ν、T買ト に建 てられ 、望号か

雲望書の彼 方 に 大zf 洋 が 眺 め られる 。

建物の3 = は近代美術の蒐築家であるから 、 ζ の( 宇宅

も陳列吉区を中心 と ｌ 、 陳列需が居間 ｬ Ｇ こも食堂にもｾｊｦｬ

せられる 。陳 列 雫の 3 方 は K k e. K 川 di l1sky . T' iC:L，-"，1  

等の近代ｾ ｾ 家の絡を陣列する ｾｉ て大部分幌而となって

用ーるが 、他 の一方 i海 l'こ向ふ方 向 l土テ弓スに 接 し て 令 部

liri 子 張 で 、長さ 16 P_Rの引 戸がl f ' { 附けふれ て居る。眺

望を妨げないｾ に 利子 は祢度 ＱＭ Ｎ 大きな 際空洞 Ｑ 子が使 明

せられて居る 。

尾上庭簡は建物後方 のJ i -. と レベルに聯絡して居る よ

工授総額 3，α) Q !l 1: 、 i E 味床面fU 1 平方 n，R に封 L てF1

2.75 ｾｉ Ｚ の割合 で ある 。

( Archit ect ural  ForUl l l 誌より 新 名 経 夫:

築

*  

、ー ト 斗 .d ..- -

GA L L E R Y  

，C A L .E I N F E E  T  

o  5  10 15 2 0  25 • /  

卒菌圃及断面圃

XI I  112 ( アメリ力) サシタモ= 力山豚の佳宅

建築' * Ri char d J. Neut r a 及 Gr eg'ory Ai n 
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直E 置 薗

園 際 新 建 築

主と して滋と コ ンクリ ー トと硝チと で組立て られた 近代住 宅。 自動車庫 の位置と

誕断 、ilt 溶 接、玄側、勝手口 の闘係によ く注意が扮 はれて居る 。

政 地の後方は斜面で l 階の テ ラス宇 2 階 の総選の上か b 流れの眺望を恋に するこ

とが出来る 。

外壁は スF ツコ仕上 、 スチー凡・サ ッシ ユ附。

i ;費 守，1∞ 邦 、立方吠首! J 34 セ ン トの釧 合 である。

( Archi!ec!  ural  F  orUlll 誌 より 新名滋夫〉

2 隊 平 菌 国 1 隊 平 面 薗

( 7 メリ力 ) ウイスコンシンの住宅 建築家 Hi l lard Rnssel  113 X I I  



国 際 新 建 築

*  

外 回

之理主 ・D 節 約 G0 ji 主主主主商談を有効に佼」、s に、LJ'. 面

倒 に見られ る如 〈肉角 〈、浴 釜 )1.9トI:! i"主主義に

計 貧 せ ら れ た 住 宅で ある c 必 要 に 際 じて カ ーテ y

を 引 く と 何 れ も 直 接 浴 室 に 泊 じ得る 3 つ の 寝 室 が

出来る様になって居る 3

構造が亦非常に面白い。. I l pち建物 l土タト!¥r 4  11.j .o 6  

本 の剣 餓 柱 を 以 て 支 へ られ 、2 階の みあ る 住宅 。

翻 がある 。床 下 は ポ ー チ と も な P 自動車の涯場と

もなる ご J屋 上は 日光浴場ともな P 民 季 午 陸 の場 Ffr

ともなる。

Jl U i dH商 は 令 部 前 子窓 で 、 日混とカーテ ン とで日

P'( i をi調節す るc 他 、つ 2 方 は 殆 ん ど笠で外部 l土レッ

ドウ ッド の 7 ロアリングを斜に 打 付 けた上 に厚 い

カ ン パス を張 りペ ンキを主主る c 内部厚士 n.j のベニ

ヤ板 張 とし 内外 壁の ! 日] にア ノL ミ z ウムの箔を 挟 ん

で 熱心選 出 す ことを防い で居る 。 床 下 の 天 井 I'J :メ

ソナ イト仕上。

コ:号をは家具 装 飾 を 込めて 982 91: 。

〈人r..: hi tcelll ral F orulll 誌よ り 溜i - i ; 種 夫〉

ヘ

好

山

叫
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一人
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ｾ ｴｕ ＢＧ Ｑ 川 市 ＮＮ Ｎ ｴ ＮＮ 制 ｴ ‘

C ，1  1  )  ｾ＠ ｾ＠ 6  J  d  'i 10 ' [ ( 1  

⑧ 

平;冨L困 及 断 面 薗

X11 1 1 4  ( アメリカ ) ロンタ'アイラン Vの週末住宅
建築家 A . LaWrtl l l Ce K Ol! her 及 Al bert l: ' rcy 



申K 圏 際

コ ンク ロート 基礎とスチー，. ・サッ シユを除{ ほか企て木造

の住宅である ふ 木材は床がオークである以外殆 んど松を使用 a

工費 3. 638 弗、立方吹' &! l 20 セ Y ト。

口語孟三

( Archi tectur叫R ecord 誌よ り 新名種夫〉

一色

防 水 府

互E鉛引銀 板

J " x 4" iVj lli! 

2" x4" 間柱

2
"

x 6" 梁

5 l i 鉛引銭板

'2.f1x  12" 枠

1" x 6"  ｾ目板

2" X  l O'l 梁

6" x 8" 土 護

J 2" X12' 1 コシクリート材:

断 面 圃

新 建

(7 メリカ ) シユワープボートの家
建築家 Wi l l i am B.  Wi enel' 

築

2f 面 圃

I  15 XI I  



園

海波ｉＡＡｾタ十叡

XI I  1 1 6  

際 新 建

ミミミミ

ｬｬｾ 置国

築

*  

'- ‘ ・

平 面 聞 に も 見 ら れ るTn < 、極度 lこl資ぃ窓会僚 に大き な

め・子を絞め込んだノイト ラの設計 } 流 の 住 宅で ある 。

( Archi t ectur :l 1  F οrl l m 誌 よ り 新 % 純夫〉

( 7 メリカ) 7 シナ・ステシ嬉の海漬i主宅

建築家 Ri chal' d  J. Neutra 



ｾ＠

外 重R

-CtA ^ x ' c'  0 0  D. _  

』、，u . 、

・ ｾコ ・・・・・・ ｾ 10  l'  

1 階 卒 函 圃

(7 メリ力 〉 Earl  Krupp 氏邸

v fJ τi' 1;  

宅〉

c: c  

園 際

W ill iam ，lo<，rm 

新 建 築

父子 乃工 務)苫が賞俸 の軍事に建 てて 寝 った住

大きさの 苦flJ に非常に安、 、と 言」、意味で注意さ るべき住宅の l 例 であるよ

陪 根の 部分 が 木造 D ほ か令 て 耐火 構造 、 スチ ーノZ サ ッ シユ附。

外 径 は ボ ー トラ :，/ i'-"  . 七 メ y ト ・ スF ツコ仕上 コ 内部 控 I t ザ ラ ス タ ー 床

It コ y f7 リ ート の . (-.に カ ー ペ ッ ト 又 は リ ノ リ ウ ム 敷ご

{ 買格 7. 250 布 ‘ 立方ロ1R. 1r;・り 34.8 セ ン ト。

( Archi t echtural  F orum) 言志 より 新名符夫〉

2二 階 平 面 圃 地 階 平 面 圃

建築家 Wi l l i am F .  K ramer 117 X I I  



園 新 築際 建

外 観

1. ロ y ヂ 、2. 食' 堂、3. 研 究 察、 4. ホ ー ノι 、5 玄

閥 、6. 護 所 、7. 物ー託 、8. 寧 席、 9. 外 套 室、 10. ロ

ジャ 、 11. 1fl 祭 、 12 答索. 13. 小 児索 、 14.  ｾ宇律

粂衣主主ｾ Ｎ 15.  y_'中 察、 16. 17. 浴 索、 18 倉F柱、

2 階 平 面 薗

19. ポ ー チ 、主O 波 廊 下

( ^ rchi tectun l  ｒ 肘 ｩｾ Ｂ 誌よ り 本 多E 溢〉

I

J

 
SCAL f  O F  f ( f 1  

。E

長E 主主IZ ノ

ぞe

.30 

1 階 卒 面 圃

20 40  

)(11 I  18 ( イギリス) ウイン 7 'Jレトンの住宅
建築家 E .  C. Kal l f mal Ul 及 R . E .  Bel l j ami n 



定 款 一 部 蜜 更 の 件

藤 本 賢 太 郎

松ヲI'IM之 助

松 久 保 倣 一'

山 口久紅白1¥

制

協

評

度

評

今

符

き

只

は

付

り

合

に

よ

員

昨
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長

議
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許

安

岡

の

阿

り

日

片

な

本

長

と

も

則

合

長

る

川

棚

貝

議

な

議

一

名

部

許

況

は

問

分

間

者

5

武

席

中

中

時

長

山

6

A

d官

の

監

後

刑

貝

午

只

議

記下h

-

ム
マ髭の訪付

。

に

た

更

し

努

ま

日

部

り

あ

一

あ

月

款

付

け

定

六

人

税

平

令

書

5

ω

協

可

mω

和

本

山総

l

昭

て

沼

第

激

の

工

大 阪 府 知 事 問

市L制法人日本建築協合合長殿

の 招集な るによ り定［止 か ＲＴ ｾ 長但舎に より 定数 ｬ 亡

依らず評議員舎は成立の旨を告げ ]g， て通知した

認 可 指 令 書 交 付 ノ宇|二 :  る如1< 下案より設する ζ とに致します

Ｗ 象 テ 認可 ｲｬ ｩ 市 刊 ｉ ノ長今般別紙之 ｪｦｦｩ ｾ Ｚｲ＿， l.f f 有 之 除後 jr. 議 案 第 5 抗 日目平日 11"f- 皮牧支珠算の f' ド( s i ! 案各民

令 書交付{ 良也 ;  に配布〉

ｾ テ 申請書改疋イ夜明 Ｇ ＱＧ f  ｪ ｾ Ｑ シ本政 Ｗ 巨ノ、 昭 和 ＱＱ 年 Ｑ 次でがｦＷ ｫ 主言 ｼ より 牧支 ｊｧ ， ￭ Ｑ に 付 詳細 ｬ 説 明 あ り ー

皮ヨリ之 ヲ1' l : 施ス 」 トアル ヲn1jl l;f i
Y 附 J!l J トシテ 円質問悠谷; ありたる後議長よ り採決烈談者 なく

「本己主 ，E ノ、昭和 11 年 度ヨリーと ヲl e/i匝ス 」ヲ迫力日ス 原 案 可 決す

ル モ ノ ト シテ認可セラレタル主主］付御 ｦ 知相成［議案ｾＢＺ 6 統 合11( 滞 納 者 殺 到 に 闘 する件

皮 ｾ＠ 1  ｩ￭Ａｨｫ 主計より合員 ＱｾｊｙＩ 員にして合伎の延滞する

( 別紙箆 ) :  ものあり之れｾに令貝の義務を怠るものにして

牧枇! : f i 895 披 :  定次第 14僚 に よ り 除 名す べ き も の な る も 此 待合

大阪府大阪市北 IJ I; 巾之砧 3 丁目 3 番 地 .  員には本人より ill 合 同 提 出 方 慾fmして f相続出せ

員上限l法 人 日本建築 協舎 ;  ざるも の は 除 名し整却したき ζ とを詳細説明あ

昭 和 ＱＰ Ｑ，｝ 三 Ｙ 月 Ｗ 日附 ｲｪｬ 訪其ノ法人定款ｾ夏ノ ｩ 午認Ｚ ｾ是 ￯ ｊｲ［ 一 、 ニ 質 問 恕忽Ｚの後可 決す

可ス ; 報告 定 款- -Jl11型軽頁54可 の 件

昭和 10 年 11 月12 日 i  中海主記よ り願 書提 出 後 の経過 及大阪 府の指 示

内務大医 後 藤 文夫固 :  により l駅舎の一部第更し た る とと 空宇報告あり

〈参考 ) ｾ＠ 1 上記にて評議貝合終了の旨を議長ーよ り告 げ持j 合

定 以 一部書聖夏後項 j  す時に午後 7 時

第 11 依 第 1 ｾ英中 ｦ 18阿 」 トア ノ Ｎｾ '7 f  12阿 J : 改 ム : 1 仰 木 議 事 録 の 代 表 署 名 者 lご付議長より之をおり

同 僚 第 2 京中 f 9J:l IJ トアル ヲ 印 刷 J : 改ム 下 記 2 氏 を 指 名 す

第 ＱＲｾ 条第 Ｒ 項中 ｦ Ｘ 囚 Ｚｉ ｊ ト アノ ι Ｂｬ f 6阿 J : 改ム 池 間 宮彦 氏 ぬ回良馨氏

附 J!l J トシテ「本改正ハ sfj f日11 ｡ ｲ ｾ 皮ヨリ之ヲ Ｑｴ 絡ス」

7 迫力日

評 議 員 曾

l 昭和 10年11 月 18 日大阪市北原中之ね3 / 3朝日ピ

ノι ヂ ングに於て評 議貝舎 を開合す

l 評 議員 の出席者 下 記 12 r;

評 議 員 武 田 沢 一

池田 釘 彦

清 水 祭二

伊 東 宗 太 郎

北 寝 熊 之 介

島 問 良 馨

中封書誠一郎谷 隆夫

常 務 曾 〔第21回 〉

時 11 月8 日午後5 時2 0分 B時

所 建 築i見終郊

出 席 者 理 事 片 岡 合 長

総務防 ｾ ｬｗ ｉ 監部 th11干獄事

常 務 伊 藤 主 詑 池FI l 主 記

北 垣 主 記 中津主記

伊 東主計 清 水 主 計

谷 主 計 新 名 編事lj:

烏 聞 編 鰐

119 x n  
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議 事 !  1I、泉第 四 郎 君 住 吉区松 崎 町 1 丁 目東張関 アバ ー

1  11月例 舎 に関 する件 ( 前 回決議の伊藤 惇 士講 演 ; 卜( 大阪市鶴時校関建設所〕

は取止め) i  1I 、UJ 亥智郎君 兵庫 l係武w郡巾 ;東村段上字新悶 74

2 昭 和 11年度普段憶に閲する件 i  ( 合名曾駐 竹中工務! 苫〉

3 評議員合並沼常総合日取に関す る件 j 杉山 七厳君 { 主吉広阿倍野筋2 ノ33胞ぬ組内( 株

4 合 員委員舎 よ り 委 員 宿 員 要 求 の件 j  式合i f t 1: J i . 包烏組〉

5 法制j 委員合より各府脇市街地建築物絞細 J!l 1:lit集 ! 問中 直 宏 s;. WI孫武w郡鳴尾村西 畑 2 番ノ 5

したるにより之を翠行本として滋刊の件 i  ( 株式舎利:長 谷部竹腰建築事務所 〉

6 木材市場品規絡調査委 員舎 よ り翻査研究終了に l ｴ［ｾ 回 宗七君 西宮市松原町 16( 富田建築事務所〉

付 報 告 の 件 j 中川 |烹君 兵庫県手¥II li を郡小苦言村米谷石田 18

7 合設滞納 者に 関する件 i  ( 大阪市替続課〉

8  'Iヲ員 i詑衡 ，j1!j 村 ()' ( - 脅 浪速HTi 新 1113 ノ623 ( 六阪市泡叙局

報 告 i  高速鍛滋建設部

l 秋 季大合 決 算 報 告

常 務 曾 〈第n回)

時 11 月18 日午後7時 一7時45分

所 建築倶楽部

出席者 理 事 武田制令長

常 務 池 問 主 組 中程君主記

伊 東 主 計 約水主計

谷 主 計 ぬr A 編【僻

議 事

l 木材市場品規特翻交要員合計)説告 に係る成案を合

誌にて後表するの件

l 舎 費 滞 納 者に釣 し合 員 の 取 扱ひ一時中止 に闘す

る件

1 合 員 詮 衡

l 其 他

報 告

1  10月分合計報告

曾

入

曾 員

1=1 

貝

曾

動 静

者

繭岡 政 治 君 住 吉郎昭和町東2 ノ3 ( 関西土地株

式合尉:工務課〉

藤岡 辰 三重宝普i也氏 if)} 員 よ り後椅

藤 岡 忠 義 者 東 淀 川 監 長 柄 中 Iffi4ノ89( 関西土地

株式曾宜上〉

持雪国 建 司 君 住吉 ｉ ｉ ｾ Ｎ ，阿倍野筋 Ｒ ノ ＳＳＨ 施よる組内 〉

地 方 曾 員

石 井 富 司 君 普 通 賛 助 員 よ り 型軽絡

池村 吉 之 助 君 岐 阜 市本語fPIT瀞 畑 新 興 人 絹 株式 合

員上岐阜紡総工 場1泣' 皆事務 所 ( i也村

建築事務所〉

池内 久夫君大添市役所建築課( 大津市技手〉

特別賛助員

亀山 武男君 府 下:1ヒ河内郡門員村門良ゆ06

山中施太郎君 兵 庫 l篠武郎郡芦 屋 御 所 ノ内854 ノl

( 関西 ペ イ y ト株式含量土〉

普通貨助員

奥 野 正三君 此 花 区 吉 野 町 1/ 74( 大 阪市 絞 関 部

ニ1-. 地課〉

嘉村泰 干t郎君 愛媛l係新居郡西保町( 嘉村建築事

務所〉

工藤 iW君 此 花 l直上繭島市3 ノ83( 大 阪市島事前

務 理 事 務 所〕

派時現幸太 郎 君 兵 庫 ｾ ｜係 武 郎 ｾ ｾｕ じ木村白木字東犬 ＱＢ Ｑ ，司 Ａ芹川 武夫 君 兵 庫l係武 }!! r郡 大 庄 村西字J l [ 之 1:1 3  

336( 株式合祉 大林正Il ) i  パ 2( 大阪市牒 前 整 理 事務 所〉

池 永 恒 男 君 伎 吉 f ，lli 阪市開n l[ l / 24 ( 白 阪工著書 j 小杉 消秀君 住 吉区桑津町 37 ( 大阪市廊前推理

活) i  事 務 所〉

岩 井 正 明君 西 岡 京Plf 郷 上Iffi2 ノ22( 大阪 市 替 緋 j 安問 良伸君

課〉

大曾根昌平君 北直前11山町26( 自替〉

荻野賀 一 宏普 ｉｦｦｩ 賛 助員よ ｖｾ 堅持

問中庄太郎君

尼崎市難波新聞r J ノ126 ( 日本 F イ

凡工業株式合計〉

西区北掲江御池橋 1ノ20( 尼崎市役

所 管 絡線〉



ｾＴ ｾ ｴｬ ｬ｝＠ 清 一 宏 港1直入船町3 ノ161X方〈大 阪市 臨 時 日 Ｇ ｾｔＱ￮

校 関m役所 〉 野 nl 義 雄宥 住 吉 応 tlfi'隣 nlr西2 ノ2

iF.木 常 也 君 北 区 東 篠 田 問]"47 日本 タ イ ル 工 業 株 徳 永僚{ 女君 岡 山 市大 供 10:>

式舎剥;大阪 出援[ f r 内 ( 日本 F イル 山 口1 誠君西布 市 ｪｬｬ ￯Ｑ｟ｱ ｾｬ ｲＴＶ

工 業 株式合枇〉 加 藤 庄記君 旭 匿 新 森小路 北3 ノ51

吉岡 東 君 東 淀川区十 三西之 町3 ノ12 二三宅鈴 保問 ! 足太郎君 前 I高級4キイ'1

'

ノmJ 3つ

三方 ( イ左納建築事務所〉 PIi 本 繁 君 東 成応勝 山 ; m5 ノ5843

市1

'

m 省 竺君 ｾｾ ｬ 戸市林間 匹寺池町 ＲＯ ＱＶ

退 曾 者
地 方 曾 員

地 方 曾 員 野 t 主主米ニ: P. ' 藤間元吉君爾岡 市 Ｊｾ町 Ｑ ＳＷ

特 別 賛 助 員 織 田 秋 之 助 手! 江 ｾ Ａ［ 正 則 君 繭 岡 市市土家 nlr21清水車11憾多支! 苫

官E; 亙貨助員 !日1常主主二君 ぬ末!.ili' 市君 ｾｬｩ￬ 山 久 君 尼崎 市灘 11主中 ; m5 ノ113

卒 ! H 孤島IJ 't主 川崎 市 大 1' PI J 1295

死 亡 山本 良一君 新京市永昌旬l 同代 用官会260Ci:I青洲

終 身 賛 助 員 閤ｼ週 務 ｩ 院 総務臆 Ｇ ￭ｨｾ Ｇ IIJ 髭管給料〉

抜本巴之松明 ( 昭和 101同 月 23 日i1!i 去〉 岩 崎 益太 郎 君西 ｾＹ［ 市今津 町 字今待疑 Ｑ Ｗ Ｑ Ｘ

特 別 賛 助 員 上 京 辰澄君 府下中河 内郡布施 nlT荒 839

桜 悶佐布 衛 門 君 ( PH平日 10I FI 0 月28 日逝去〉 普 遁 賛 助 員

普 通 貨 助 員 臼 井 健 三君 事rJ; ( 特 別 市 興 安 大 路 1006

河杉貌 ー 君 Ｈ 昭 和 ＱＰｴ ｾｬ ｬ 月 Ｒ Ｓ 日 逝 去 〉 数野彦 一 君 前 Ｑ Ｇ 戸 市須際 ｖｾ 理ｻｩＺＧＯ守 ｉ 引 ｉ ｊＹＶ

( 謹 ん で 哀 悼の窓を 表 す〉 阿部 1主君 H合爾賀市 組江街 17 ノ2

轄 居 轄 動

{ 波野; 藤 吉君 岡山市稲貼 松ヶＮ� ｾ ｲｬ 才図レ ーョ ｹ 株

式合祉 岡 山工 場 新 築工事 場 大林 組

曾 員

UH艮}jJf

高 橋 誠 義 君 京 都 市上京阪紫竹初音問J 6 1 / 2 村
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. r干費の値下断行の震に来年度の H 建 築 と

i J t 士命日の内零開裁に 不安を持つ方々も ある

. 12 月続は例年の通り常設委員合委員諸兄 ゃうですが . 質は本年下牛期は値下後の編
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4砂来年の i 月蹴は. 都市美座談 合、神戸系j . ‘ 建築年鑑" i 立に“ 建築と祉舎" “建築摩4
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なってゐます。 挫設せよとの辺i ! . 想を儲つ7こものーーも 1') 月
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無い各所の水害は 、技術家に劃し て多大の . 昭和1 10 年を法るに 際 し、大家族的な 合

教訓告? 奥へ られ、災害は吾等を? 三区にすとで 員浦氏の御幸掘をお Il iJ i りする次第でありま

も云ひませうか 、来るべき年も 亦災 害 防 止 す 。 ( 島 田)
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毎月 1回 l 日蛮行 定債 1湖 .50関( 野稔 2銭< I 普

12加 6. ∞四( 同 24 銭〉

昭和 10年 11 月25日 印 刷 昭 和 10年 12月! 日渡行

後行 ・編斡 小 板 常 男

印 刷 人

大阪市北区朝日ピル日本m築協舎内

印 刷 所 大 阪 活 版 所
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E宣言舌長: l b粛(23:4501香 ( 9)
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電 話 土 佐 宛 2440替

指替 口座央阪 2叩4寄

禁 轄 載

本貌に掲載 せるものは 、一 切とれ を無断にて

縛 載 し 叉 は単行本に上梓 その他 の復製行震を

なすととを禁ず。
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普 沼 I 1 頁 I 1 凹 I 40.00 

{ 前附官官i O 1  _ 1  1  

普 詔 I 1 頁 I 1  1国 I 25∞ 
( I l 附偲 3及量軒買 ) 1  1  _ _ _  1  

一 一 一

ア ー ト | 品 百 I 1 回 | お ∞
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ごとf行F44-H十

民告掲載御申込は本合直接lfil ひます 。

本 誌 脱却向注文 は すべて前金で本合直接又は

特約庖へ銀替貯金又は儀替で御梯込を願ひま

す。郵務代用はー制帯、代金引換は お 断 P 致

します 。
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